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「さて、この世界で最も心惑まどわす物とは、一体なんだろう？」

　目の前に座すわった女は僅わずかに首を傾かしげながら、そんなことを口にした。

　その声は冷たく、暗い。聞く者の耳じ朶だを凍こおらせる氷の囁ささやき。

　その囁きが自分に向けられた問いであると気付いた時、否いや応おうなく背筋が伸のびた。彼かの女じよの問いに間ま違ちがいは許されない。

「答えます。この世界で最も心を惑わす物、それは金です」

　間を空けず、答えを返す。確信を伴ともなった答えだった。

　女は正しいとも、間違っているとも言わない。質問のことすら忘れてしまったかのように、ぼんやりと宙を見つめているだけ。

　だが、分かっている。それなり長い付き合いだ。いまここに、こうして無事に立っていられることが、少なくとも回答が間違っていなかったことの証明。

　彼女の沈ちん黙もくに口出しは許されない。

　反応を待つ間、女の姿をつぶさに観察する。見れば見るほど、みすぼらしい女だ。

　艶つやのない髪かみはあらゆる方向へのび、その間から覗のぞく顔は死神が陽気に見えるほど陰いん湿しつ。顔色は死人より悪く、頬ほおはこれ以上ないほどこけ、紫むらさき色いろの唇くちびるは僅かに開いていた。眼がん孔こうは落おち窪くぼみ、その深い闇やみの中で、光のない目が気だるげに虚こ空くうを向いている。

　おおよそ、この女からは生気というものが感じられない。まるで死んでいるかのよう。

　それでも、それでも尚なお、その姿は美しかった。圧あつ倒とう的てきなまでに。

　魔ま女じよだからなのか、だからこそ魔女なのか。いまもって、分からない。

　そう、彼女こそ、かつて世界を震しん撼かんさせた魔女。その成れの果て。

　やがて思い出したかのように、魔女は口を開く。

「では、この世界で一番金になる物とはなんだろう？」

　今度は慎しん重ちように間を置く。許される時間を目め一いつ杯ぱい使ってから答える。

「それは、やはり『神々の遺産』だと思う。それぞれの存在が唯ゆい一いつ無む二に。数千年の年月を経へても、いまだ人が作り出だすことの出来ない代しろ物もの。その力は世界を動かすほどに強く、身を滅ほろぼすほどに蠱こ惑わく的てき。だから、欲ほしがる奴やつはごまんといるし、ある奴なら幾いくらでも金を積むでしょうから」

　今度も反応はない。一いつ瞬しゆん、どきりとしたが、殺意はまだ飛んでこない。

　魔女の問いは続く。

「私は誰だれだ？」

「答えます。あなたは魔女です。この世で最も強ごう欲よくで、金に汚きたなく、ひどく醜みにくい。そして何より美しい魔女です」

「私の好きなものが何か分かるか？」

「あなたが好きなものは金、そして他人への嫌いやがらせです」

「では、逆に最も嫌きらうことは？」

「金にならない仕事と、他人が喜ぶ姿です」

　つぶしの利きかない弟で子し、というのは外しておいた。

「『神々の遺産』とは、一体誰のものだ？」

「答えます。元は滅びた神の所有物。神が消えた後の所有者、それはあなたでした」

「ではなぜ、いま私の手元にない？」

「それはあなたが手放したから、いいえ、王達たちがあなたから奪うばっていったからです」

　すべての答えを聞き終えると、魔女は満足気に頷うなずく。

　そして空気は一変する。

　それまで暖だん炉ろに火を入れていても肌はだ寒さむかった室内。それが一気に凍こごえた。暖炉の火は燃えたまま凍りつき、石いし畳だたみの床ゆかは氷へと変わってゆく。

　原因である魔女も、その姿を豹ひよう変へんさせる。

　長い髪は逆立ち、口は裂さけ、目は限界まで開かれた。重く気だるげだった瞳ひとみは、怒いかりと欲望の冷たい炎ほのおを灯ともし、あっという間に燃え上がる。同時に体中から、これ以上ないほど殺意めいた生気が溢あふれ出す。

　跳はねるように、立ち上がると、

「出る！」

　唸うなるように吠ほえるや、魔女は部屋を出て行こうとする。

「えっ!?　今から？　どこへ？」

　慌あわてて後に追いすがる。その背に戸と惑まどいをぶつけるが、当然の如く、魔女がその足を止めることはない。

　ノブに手を掛かけるのももどかしいと、魔女は部屋の扉とびらを蹴け破やぶり、廊ろう下かへと飛び出す。三日前に直したばかりの扉が、跡あと形かたもなく砕くだけ散ちった。

　止まることなく廊下を渡わたりながら、魔女は口を開く。

「これから世界に出向く。九つすべてだ。そして散らばった『神々の遺産』を奪いに、いや、世界に預けてあった物を返して貰もらう。街の連中をたたき起こして準備させな！」

　たたき起こす必要などなかった。この街の連中は眠ねむったりしない。この街で生ある者は魔女と自分しかいないのだから。

　だが、反論より先に胸が高鳴った。待ち望んでいた時だ。

「いよいよ、ここから出るんだね、師し匠しよう？　じゃあ、僕ぼくも……」

　続きを遮さえぎるように、魔女の足が止まった。突とつ然ぜんのことに、危あやうくその背中にぶつかりそうになる。

　魔女がゆっくりと振ふり返かえる。そしてその冷たい瞳が、はじめてこちらの姿を映す。

「そう、その前にやっておくことがあった」

「へっ？」

　殺意は放たれた。




　その夜、『魔女の国』から魔女はその姿を消した。ただ一人の弟子を残して。
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　天を焦こがす紅ぐ蓮れんの炎。濛もう々もうと立ち上る黒こく煙えんが、まだ明るさが残る空を黒く侵おかしていく。

（さながら地じ獄ごく絵えだね）

　目の前に広がる光景に、カッピはそんな感想を持った。

　逃にげ惑う人々と、それを追う輩やから。燃え上がり、崩くずれ落ちていく建物。赤く染まった大地と、そこに転がる無数の死体。辺りに漂ただよう血の臭におい。

　破は壊かいされていく営み。阿あ鼻び叫きよう喚かんの叫さけびが風に流れていく。

　もう何度目だろうか。この目で地じ獄ごくを見るのは。

　最初は目を背そむけ、耳を塞ふさいでいた。我ながら殊しゆ勝しようだったと思う。だがそれも長くは続かなかった。いつの間にか慣れていた。なぜだろう？　きっとこの世界に地獄なんてものは、在あり来きたりなのだと分かったからだ。

　そう結論づけ、カッピは一人納なつ得とくする。

　黒く染まりはじめた空を、一羽わのワタリガラスが優ゆう雅がに旋せん回かいしていた。

　エムール王国。この辺りで『太陽』を意味する言葉を冠かんしたこの国は、その名の通り太陽の国。一年を通して欠かすことなく太陽が空に昇のぼった。

　海へと続く川沿いの肥ひ沃よくな土地と良質な港を持ち、国は慎つつましやかな繁はん栄えいを続けてきた。王は八代を数え、この地に刻んだ歴史は百年に及およぶ。

　それがいま終しゆう焉えんの時を迎むかえようとしている。

　終わりの始まりは唐とう突とつだった。

　王国最大の軍事勢力の裏切り。首都への急きゆう襲しゆう。一ヶか月げつに亘わたる攻こう城じよう戦せん。状じよう況きようを考えればよく持ちこたえた方だと思う。

　だが、それも今日で終わり。

　空が崩れ落ちてきたかのような轟ごう音おんと衝しよう撃げき。カッピは思考の海から現実へと舞まい戻もどる。

　城じよう壁へきに囲まれた街の中で最も高い、そしておそらく王が最後に立たて篭こもっていただろう塔とうが炎の海に沈しずんでいく。一ひと際きわ大きな歓かん声せいと悲鳴が天に木こ霊だまする。

（終わったかな）

　カッピは声に出すことなく呟つぶやく。特になんの感情も湧わいては来ない。所しよ詮せん、他人事だ。

「そんな所でぼーっとしていると、敗残兵と間違われるぞ」

　馴な染じみのある声が頭上から降ふってくる。仰あおぐようにして見ると、街の様子を見に行っていたムニンが、いつの間にか戻ってきていた。

「まあ、そんなに小さいと誰も兵士だとは思わないだろうがな」

　ムニンはそう言って、ケタケタと笑う。

　こいつの憎にくまれ口ぐちはいつものことなので、カッピは気にしない。

　それに体格的に恵めぐまれていないのは事実だ。その上いまは強い日差しを避さけるための外がい套とうを羽織り、フードを目ま深ぶかに被かぶっている。肩かたには大きな肩かた掛かけ鞄かばん。誰が見てもさっきまで戦いくさに関かかわっていたとは思わないだろう。精々、乞こ食じきか追おい剥はぎ、よくて商しよう魂こん逞たくましい商人だ。

「終わったかい？」

　カッピはムニンに訊たずねる。

「ああ、終わったよ。最後まで燃え残っていた塔の中で王と王おう妃ひは死んじまった。王の一族もみんな跡あとを追ったか、降こう伏ふくしたか。もっとも降伏したって、辿たどり着つく先は同じだろうけどな」

　カッピは小さく頷く。

　後々の憂うれいを絶つため、王の一族をみな殺しにするのは戦の常識。特に今回のような内乱の場合は。ムニンの言う通り、辿り着く先はどちらも同じ。見せしめにされる分だけ、降伏した方が惨みじめだとは思うが。

「そういえば、一人ひとり娘むすめである王女だけはまだ見つかってないってよ。まあ、時間の問題だろうけど」

　思い出したように付け加えたムニンの言葉を、カッピは聞き流す。もう王国の結末などに興味はない。代わって別のことを訊きく。こちらの方が遥はるかに重要だ。

「それで、宮きゆう殿でんの宝物庫は？」

「開けられたぜ。兵士共が殺さつ到とうして、もう略りやく奪だつが始まってる」

　略奪は勝者の特権。それ自体は珍めずらしくもない。だから、ムニンを街へ行かせたのだ。

「潜もぐり込めた？」

　待ってましたとばかり、ムニンは鳩はとより薄うすい胸を張る。

「当たり前だろ。オレを誰だと思ってるんだ。真っ先に忍しのび込んで物色してきてやったぜ」

「で、首しゆ尾びは？」

　カッピは僅かに身を乗り出す。

「結論から言えばバツ。お目当ての物はなかった。残念ながら、だ」

　大おお袈げ裟さに肩を竦すくめるムニン。

「そうか」

　予想していた答えだ。それでもカッピは落らく胆たんを抑おさえることが出来なかった。

（あるとしたら国の宝物庫だと思ったんだけど……、また無む駄だ骨ぼねだね）

「まあ、そんなに落ち込むなよ。代わりと言ってはなんだけど、こんな物があった」

　そう言うとムニンは、小さな光の塊かたまりを投げて寄よ越こす。受け取ってみると黄金で出来た指輪。八方に光を放っている。

「これは？」

「【アンドヴァラナウトの指輪】だ」

「これが」

　言われて、もう一度指輪を見つめる。細かな装そう飾しよくを施ほどこされた黄金の指輪は、伝説の通り五色に光ひかり輝かがやいている。これがかつて神すら狂くるわせた魔ま性しようの輝きだろうか。

「本物？」

「まさか。『がらくた』に決まっているだろ」

　ムニンから素っ気ない答えが返ってくる。少々拍ひよう子し抜ぬけしたが、金にはなると思い直し、カッピは指輪を鞄の中にしまった。

「さて、もうここに用はない。行こうか」

　歩き出すと、ムニンはその肩にとまった。

　いまだ燃え続ける城じよう砦さいや人々の喧けん騒そうを背に、カッピは大きく傾かたむいた太陽に向って歩く。街からは大分離はなれたが、まだそこかしこで戦の残り火が燻くすぶっている。

　逃げていく者と、それを襲おそう者。落ち人狩がりだ。

　逃げてくる人々の金品を狙ねらって賊ぞくが集まってくる。周辺の村々からも、おこぼれに与あずかろうと鍬くわや鎌かまを持った農民が群がる。

　腐ふ肉にくを前にすれば、誰だってハイエナだ。

　なけなしの財産を奪われ、衣服を剥ぎ取とられ、女達はさらわれていく。泣なき叫び許しをこう弱者と、罵ば声せいを浴びせ踏ふみつける強者。

　地獄といえば、ここもまた地獄なのだろう。

　そんな中をカッピは黙もく々もくと歩いていく。

　落ち延びてきた連中が、何人かの野盗に取り囲まれている。そんな場面に何度か出くわした。中には随ずい分ぶんと身なりの良い者もいる。大方は宮仕えをしていた連中だろう。街ではそれなりに威い張ばってきたのだろうが、ここでは格好の獲え物ものにしか過ぎない。

　たまにハイエナと鉢はち合あわせすることがある。血走った目と剥むき出しの歯で威い嚇かくしてくる。まるで本物の獣けもののようだ。

　そんな時、カッピはにっこりと笑ってやった。するとハイエナ達は一いつ瞬しゆん戸と惑まどい、それからまた腐肉を貪むさぼりに戻るか、新たな餌えさを探しに行く。こちらが獲物を横取りするつもりもなく、獲物自体でもないことが分かるのだ、本能的に。

　狩かられる寸前の獲物とも何度か目が合う。

　みな一様に怯おびえ、震ふるえ、助けを求めてくる。カッピはその一いつ切さいを無視した。

　助ける義理などない。何よりそんなことをしても、何の得にもならない。利益にならないことはすべて無む駄だ。そう教えられてきたし、その通りだと思っている。

　どれくらい歩いただろう。影かげは限界近くまで引ひき伸ばされようとしている。夜が近い。カッピが足を早めようとした時、何かが横をかすめた。

　それは何度目かに出くわした狩り場ば。

　カッピは足を止めた。止めたのは、群がる人の数が多かったから。集まったハイエナの数は獲物の大きさに比例する。

　懐ふところから遠眼鏡を取り出し様子を窺うかがう。人だかりからカッピのいる方に向かって大地はなだらかに隆りゆう起きしている。高い位置にいるカッピからは、その様子がよく見えた。

　獲物は二人。多分、落ち人。一人は白い髪を振り乱みだした老ろう婆ば。なにか必死にわめいているが、カッピの所までは聞こえない。もう一人は絹の外套を羽織り、何をするでもなく老婆の横に佇たたずんでいた。フードを被り、顔にはベールまでかかっているからよく見えないが女だ。しかも若い。

　その二人を十数人の男達が一ひと重え二ふた重えに取り囲む。みなもろ肌はだを脱ぬぎ、手には血と脂あぶらに濁にごる長刀をかざしている。そこらの乞食や追い剥ぎとは違ちがう。略奪を生なり業わいとする者、真っ当な野盗共だ。

「どうしたカッピ？　う～ん、また落ち人狩りか？　おうおう、随分な数だな」

「ああ」

　獲物の身なりが際きわ立だっていい。特に若い女の方。熱風に揺ゆらめくベール一つとっても物がよい。ただの宮仕えではなく、高官の夫人クラスとカッピは当たりをつける。つまり、

（金になる）

　カッピはそう結論づけた。

　だが、当然ハイエナ達も敏びん感かんにそれを感じ取っているはずだ。その証しよう拠こに、必要以上に殺気立っている。リスクは高い。

　カッピは素す早ばやく目を走らせ、野盗の数をカウント。全員で十五人。

（ちょっと多いかな）

　片方の眉まゆを上げながら思案。もう一度獲物を見る。

　先さき程ほどからピクリとも動かないベールの女。気のせいだろうか。ベールの奥おくの目は燃えていた。まるでこの地を支配する太陽の様に。

　その目で彼女は野盗を、そしてそれにすがり助けを求める老女を見ていた。

　気高さや高貴という言葉で表される傲ごう慢まんがそこにある。

　興味を覚えながらも、カッピは頭をフル回転。獲物を値ね踏ぶみし、得られる利益をざっと計算。あらゆる状況を検討し、リスクを洗い出す。目まぐるしく打算が脳内を駆かけ抜ぬけていく。

　最後に利益とリスク、その両方を天てん秤びんにかける。

　結論、天秤はリスクの方へと傾いた。

（危険を冒おかすまでもないな）

　考えがまとまると、カッピは急激にその場から興味を失くした。

「ぎゃああああ！」

　老女が上げた悲鳴も、カッピの心を動かすことはなかった。

　業ごうを煮にやしたのか、怒りに触ふれたのか。野盗の一いち撃げきは肩かた口ぐちから胸むな元もとまで一刀。ぱっくりと口を開けた傷口を抱かかえ、老女は音を立てて倒たおれる。そのまま動かなくなってしまった。流れ出した血が大地に奇き妙みような絵を描えがく。

「さて、行こうか」

　ムニンに声をかけ、カッピは何事もなかったかのように歩き出す。

　風が吹ふいたのは、カッピが身を翻ひるがえすより一瞬早く。

　気まぐれな一陣じんの風は、カッピの脇わきを走り、野盗の間をすり抜け、女の衣装を煽あおった。風を孕はらんだ女の外套が宙に舞うと、その下に着込んだ衣装が露あらわになる。

　ほんの一瞬の出来事。

　だが、カッピはその細い腰こしに巻かれた緑の腰こし帯おびを見み逃のがさなかった。

「行くぞ、ムニン！」

「二度も言わなくても分かってるよ。さあ、早く野宿の場所でも……」

「違う！　行くのは、あっちだ！」

　ムニンの言葉を遮り、カッピが指差したのは紛まぎれもなく狩り場。

「なっ、お前、助ける気か？　あの女を？」

　驚おどろきに翼つばさをバタつかせる相棒に、カッピは言い放つ。

「あれは奇き貨かだ！」

　言い終わるよりも早く駆け出す。全力で坂を下りながら、目一杯の声を張り上げる。

「待った！　その狩り、待った！」

　ギョッとした野盗達の目が一いつ斉せいにこちらを向く。続いて女も。

　目が合った。

　全身に衝撃。火花が散るほど眩まぶしい輝きに、一瞬目が眩くらむ。

　カッピは飛んだ。

　思いっきりつけた助走の勢いそのままに、坂の中ほどで踏み切きる。全身の力をそこに集中、天に向かって大地を蹴けった。

　ポカン、と見上げる野盗の頭上を飛とび越こえ、女の隣となり、狩り場のど真ん中に軽かろやかに着地。外套がふわりとはためいた。

　突然の乱入者に驚いたのか、誰もが言葉を失っている。女の目も揺れていた。

「な、なんだテメェは！」

　野盗の頭目らしき体の大きな男が戸惑いつつも、カッピに食ってかかる。その隣で獲物の横取りを警けい戒かいしたのか、数人の男が素早く女を囲む。

「これは失礼。驚かせてしまいましたか？」

　被っていたフードを外し、弾はずむ息を整える。真新しい血の匂においがした。

「なんだ、ガキじゃねえか。ガキが戦場をうろちょろするんじゃねえ！　それとも何か、お前みたいなチビが、俺おれ達たちの獲物を横取りしようってのか？」

　男は厭いやらしく口角を上げるが、その目は油断なくカッピを見ている。

　飛び込んできたのがみすぼらしいガキだと分かったからか、周りのハイエナ達も落ち着きを取り戻す。そして、狩りを邪じや魔まされた怒りに、四方八方から罵声が飛ぶ。

　だが、カッピは動じない。低い背を目め一いつ杯ぱい伸のばし、頭目らしき男に向き直る。

「いいえ、横取りなんて滅めつ相そうもない。僕は取り引きに来たのです」

「取り引きだと？」

　大きくギョロリとした目が、一瞬点になる。が、次の瞬しゆん間かんには耳を塞ぎたくなるような声で笑い出した。

「ガハハハ、お、お前みたいなガキが、お、俺おれ様と取り引きだって？　グハハハ、よ～し、いいだろう言ってみろ」

　周りからも囃はやしたり、冷やかす、汚い言葉が乱れ飛ぶ。

　笑っていないのはカッピ、そして女だけだ。女は不快と不ふ審しんを混ぜたような視線をカッピに向けている。

　一つ咳せき払ばらい。周囲の雑音を無視して、カッピはよく通る声を上げた。

「取り引きというのは他でもありません。この女、僕に売って頂けませんか？」

　カッピは真まっ直すぐ女を指差す。

　笑いが爆はぜた。

　野盗達はみな一様に腹を抱えて笑った。中には苦しそうに顔を歪ゆがめ、転げ回っている奴までいる。

　女は？　女は再び燃え上がったかのような赤い目でこちらを睨にらんでいる。これ以上はない侮ぶ辱じよくを受けた。そんな所か。

「はぁはぁ、で、お前はこの女を買ってどうする？　妾めかけにでもするのか？」

　頭目の言葉に卑ひ猥わいな笑いが飛ぶ。きっとカッピが経験したことのないような想像をしたのだろう。

　呆あきれるほどの単たん細さい胞ぼう共だ。女を買うと言ったら、その程度のことしか考えられない。

（だから、お前らはいつまで経たっても野盗崩れなんだよ）

　内心で嘲あざけりながら、カッピは素知らぬ顔で続ける。

「どうするかは、ご想像にお任せします。で、取り引きなのですが、ここに金貨が二十枚あります。これで女を売って頂けませんか？」

　カッピは小さな布ぬの袋ぶくろを取り出すと、広げた掌てのひらに向け振ってみせる。勢いよく四、五枚の金貨が零こぼれてきた。金貨と金貨がぶつかる澄すんだ音。袋ふくろはまだ膨ふくらんでいる。

　ピタリと笑いが止やんだ。当然だ。二、三年真ま面じ目めに野盗を勤いそしんだとしても、稼かせげる額じゃない。

「お前、その金どうしたんだ？」

　顔つきを一変させた頭目が、ドスの利いた声を投げつけてくる。

「ちょっとした商売で儲もうけたんです。どうです？　悪い取り引きではないでしょ？」

　その場にいた全員の注目が頭目に集まる。動どう揺ようと期待のざわめき。頭目は金貨の袋を、それから品定めするように女を見た。

　視線を避けるように、女は自分の肩を抱だく。

　暫しばらくして頭目は一つ大きく頷いた。

「いいだろう。取り引きは成立だ。この女はお前にくれてやる。金貨を寄越しな」

「嫌です」

「な、なに！」

　頭目が驚きの声を上げ、見守っていた野盗共は一斉に色めきたつ。

　カッピはすました顔で答える。

「金貨だけ持もち逃げされるのはゴメンです。まず女をこちらに渡して下さい」

「ちっ、ガキのくせに聡さとい奴だ。おい！」

　忌いま々いましげに舌を鳴らしてから、頭目は女を囲んでいる仲間に合図を送る。

　囲みが解かれ、女がカッピの方に押おし出される。乱暴に背中を押され大きくよろめいた女の体を、カッピはしっかりと抱き止とめた。背はカッピより少し高い。ベールの向こうから零こぼれる甘あまい香かおり。今まで嗅かいだことのない匂いに、カッピは眩暈めまいと戸惑いを覚えた。

「これで文句はないだろ。さあ、金を寄越せ！」

「はい、取り引きは成立です」

　カッピは女の手を引き、頭目へと歩み寄る。差し出された岩がん盤ばんの様なぶ厚い掌に、小さな布袋をかざす。

　瞬間、ギョロリとした目玉が怪あやしく光った。

「あぶない！」

　それはカッピが初めて聞いた女の声。

　同時に光が走る。

「釣つり銭せんだ！　受け取りな！」

　老女の血を吸ったばかりの白はく刃じんが、カッピ目がけて襲いかかる。

　肩口から斜ななめに一刀両断。

　切り裂かれる外套。舞い上あがる砂さ塵じん。一瞬の沈黙と、後に続く歓声。

　短い悲鳴と共に尻しり餅もちをつく女。

　が、そこにカッピの姿はない。

　代わって一羽の大きな鷲わしが空へ飛び立つ。

　驚く野盗達を尻しり目めに、空高く舞い上がった鷲は一度大きく旋回すると、一転急降下。頭を抱え、逃げようとする野盗共には一切構わず、鷲は獲物に一直線。

「きゃーーー！」

　女の悲鳴が上がった。鋭するどい鉤かぎ爪づめが、その肩をガッチリと掴つかむ。女の叫びを無視して、鷲はその長大な翼で再び空へ。

　軽々と持ち上がる女の体を、野盗達は我を忘れて見送る。

「ば、馬ば鹿か野や郎ろう！　ぼけっとしてるんじゃねえ！　早くあの鷲を打ち落とせ！」

　いち早く混乱から立ち直った頭目が怒ど鳴なる。慌てて矢をつがえようとした時、野盗達の上に何かが降って来た。固くて、輝いている。

「き、金貨だ！」

　誰かが叫んだ。空から降ってきたのは紛れもなく金貨。あっという間に場は、落ちてきた金貨二十枚を奪い合あう修しゆ羅ら場ばと化す。

　狂きよう乱らんを後に残し、鷲は女をつれ、優雅にその場を飛び去った。




　カッピが野盗達から逃げ出してすぐ、ムニンが追いついてきた。

「随分、派手なことをするじゃねえか。女を買うと言い出したかと思うと、次は人さらい。悪人が板についてきたじゃないか」

「まったくだよ。まあ、それはいいとして、そろそろ降りる。もう追ってこないだろう。それに」

　カッピはチラリと、人ならざるモノとなった自分の足を見る。

「放せ！　降ろせ！　この馬鹿野郎！」

　空の上にもかかわらず、盛大に暴れる女の姿が見えた。

「今日の獲物は威い勢せいがよすぎる」

「ははは、間違えて足を滑すべらせでもしたら金貨二十枚がパーだからな。落とす前に地上に降りるのが正解だ」

「そういうこと」

　カッピは両りよう翼よくをコントロールして、徐じよ々じよに高度を下げる。それに従い、いままで遠く離れていた大地が近づく。僅かな時間でも空にいると、土の感かん触しよくが恋こいしくなる。人とは母なる大地からは離れられない生き物だ。

　地面まであと少しといった所で女を放ほうり出す。

「きゃーーー！」

　大した高さでもないのに、女は前につんのめり、頭から地面に転がった。無様だ。意外にどん臭い奴なのかもしれない。

　身軽になったカッピは宙で一回転。鷲から人間の姿に戻り、地に降り立つ。身に着けている外套が風に揺らめいた。

　カッピは、驚きを顔に貼はり付つけいまだ座り込んだままの女を見る。

　転んだ拍ひよう子しにフードは脱げ、ベールも外れ、隠かくれていた素す顔がおが露になっていた。

　カッピの予想は二つ外れた。

　一つは女の年。十六か十七、どう見ても二十には届いていない。見た目からはカッピとほとんど変わらない年に見える。女というより、まだ少女だ。もう少し年上と読んでいただけに、多少の驚きを誘さそった。

　もう一つは容姿。

　女の容姿はすべてが特異だった。

　肌はこの地特有の褐かつ色しよく。だが、よく見かける赤錆さびた銅板色ではない。より滑なめらかで、落ち着いた色合い。女の体から零れた甘い香りと相まって、その色はカッピにチョコレートを連想させた。人生で一度だけ口にしたことのある、あの素す晴ばらしい飲み物。

　たっぷりと艶を含ふくんだ髪は長く、夜の闇よりも黒い。控ひかえめな胸を流れるそれは、触れただけで零れていきそうなほど繊せん細さいに思えた。

　卵形の顔には整った目鼻立ち。目を引くのは、気位の高い猫ねこのような口元と、ルビーような赤い瞳。カッピを引きつけたあの不思議な光を放つ瞳。

　だがいま、光は見えない。代わりに戸惑いが漂っている。

　予想以上だった。予想以上に美しい。カッピは不覚にも息を呑のみ、数すう瞬しゆん言葉を失った。

　冷静さはすぐに戻ってきた。同時にカッピに確かな手て応ごたえをもたらす。カッピ自身気づかないほど小さな疼うずきと共に。

「おい、カッピ。そりゃあ見てくれはいいけど、この女、本当に金貨二十枚以上の価値があるのか？」

　同じように女を観察していたムニンが、肩の上で疑わしげに訊いてくる。

　確かに、どれだけ美び貌ぼうの持ち主でも、普ふ通つうの女なら奴ど隷れい商に売っても金貨二十枚にはならない。だから、そこに付加価値を付けるのだ。奴隷の中には舞いや踊おどりはもちろん、諸学百ひやつ般ぱんを治める奴もいると聞く。奴隷商が価値を上げるために教え込むのだ。

　教養以外に付加価値を付けるのが家いえ柄がら。当然、高貴な家の者の方が高く売れる。

　だからカッピは確信していた。

「大だい丈じよう夫ぶ、こいつは奇貨だ」

　奇貨。珍しい財貨。転じて、後日利をもたらしてくれる品物やチャンスのこと。

　カッピは女の前に跪ひざまずき、臣下の礼を取る。

　仕立てのよい身なりに、長い髪と張りのある肌。どれも特別な階級にしか持てないもの。極きわめつきは腰に巻いた緑の腰帯。エムール王国で緑は神聖な色。使うことが許されているのは王に繋つながる者だけ。

　カッピは恭うやうやしく頭を下げる。

「エムール王国の王家に連なる方とお見受けしました。まずはこれまでのご無礼、どうかお許し下さい。そしてこのたびの突然の不幸、慰なぐさめの言葉もありません。ですが、どうかご安心を。この私めがあなた様の盾たてとなり、剣けんとなり、お守りいたします」

　考えていた文句を諳そらんじながら、カッピは真しん剣けんな顔を保つのに必死だった。どうしても顔がにやけてしまう。

　滅びようとしている王国の血筋。王国を再興する側にとっても、滅ぼそうとする側にとっても、これは見過ごせないはず。つまり、

（この女、金になる）

　その価値は金貨二十枚どころではないはずだ。

　カッピは大声で笑い出したかった。

（奇貨居おくべし、まさに！）

　カッピの言葉を聞き終えると、女はすっと立ち上がる。つられて顔を上げた。

　めりっ！

　聞いたこともない音と共に、衝撃が走った。鼻の頭から眉み間けんにかけてを中心に、顔面がへこむ感覚。そして脳を直ちよく撃げきする痛み。

「ぬおおお！」

　あまりの痛みに転げまわる。

（ふ、踏みつけられた!?　顔面、踏みつけられたーーー！）

　死ぬかと思いながら、嵐あらしのような痛みを必死にやり過ごす。なんとか意識は保った。痛みを抱えたまま、首をもたげる。涙なみだに霞かすむ視界にこちらを見る、いや、見下す少女の姿が映りこむ。

「無礼者！　私を誰だと思っている！　エムール王国の王女にして、王国の第一正統後こう継けい者しやエフ・エムールであるぞ！　貴様のような輩が、軽々しく声をかけてよい存在ではない！　仰ぎ見みて、拝顔の栄に欣きん喜き雀じやく躍やくせよ！」

「お、お姫ひめさま……」

　痛みと困こん惑わくで混こん沌とんとする意識の中、カッピは確かに燃える瞳を見た。空に輝く太陽をはめ込んだかのようなそれは、なるほど灼しやく熱ねつの国の姫に相応ふさわしかった。




「じゃあ、話を整理しよう。違っている所があったら訂てい正せいして。いい？」

　カッピは向いに座すわる少女に同意を求める。言葉を発するたび、踏まれた顔がズキズキと痛む。

「いいわ」

「まず君は、先さき程ほど滅ほろびたエムール王国の……」

「滅んでない！」

　いきなり否定された。

「失礼。いま国の首都であるマシュドが陥かん落らくし、限りなく滅めつ亡ぼうしたに近いけど滅びたわけではないエムール王国の王女、エフ・エムール姫なんだね」

「なんか悪意を感じる言い方だけど、まあそうよ」

「ふむ。それで街が陥落する直前、侍じ女じよに連れられて逃げてきたと。そして王と王妃が亡なくなったいま、一人娘の君は王国の正統な継けい承しよう者しやとなったわけだ」

「そうよ」

　いまだ強い光を放っていたエフの瞳が揺れ、見る間に潤うるんでくる。カッピは頭を掻かく。

「あの、なんと言うか、王と王妃のことは残念だったね」

　泣かれると面めん倒どうなので、適当に慰めの言葉を口にしておく。もちろん心なんかこもっちゃいない。

「同情なんかされたくない！　いいから話を進めて！」

　濡ぬれたままの瞳で睨まれた。その迫はく力りよくにたじろぐ。

（まったく気きじ丈ようなのか、強ごう情じようなのか。素す直なおに涙でも流せば可愛かわいいのに。まあ、本当に泣かれると、それはそれで面倒なんだけどね）

　そう思いながらも、希望に応えて話を戻す。

「で、逃とう走そう中に運悪く野盗に襲われた。そこへ通りかかった僕に金貨二十枚で買われて、いまに至ると」

「なんで私があんたなんかに買われなきゃいけないのよ！　ふざけるな！」

「まあ、確かに。ところでさあ……」

「なによ？」

「もうそれ、下げてくれない？」

　カッピは胸元に突つきつけられたナイフを指差す。

　王家秘蔵の一ひと振ふりだとか。柄つかは黄金造りで、幾いくつかの宝石がちりばめられている。刀身はよく磨みがき込まれ、白く輝いていた。よく切れそうだし、痛そうだ。それがさっきから胸の辺りに突きつけられている。その上、お姫さまの感情が高ぶるたび、大きく揺れるので危なくて仕方がない。

「だめよ！　あんたまだ信用できない。今度はこちらの質問に答えてもらうわ。あんた名前は？」

　カッピの心配をよそに、エフはナイフを握にぎり直す。明らかに使い慣れていないだけに、ただの脅おどしが脅しですまない。カッピは大人しく質問に答える。

「カッピ。カッピ・ギフト」

「じゃあ、カッピ、あんた一体何者なの？」

「通りすがりの旅人」

「旅人？　そういえばあんたの肌、随分と白いわねぇ。北の出身なの？」

「そうだよ。北の果てから旅してきた。ここまで三年かかったよ」

「じゃあ、なんでただの旅人が戦場にいるのよ！　おまけに鳥に化けたり、空を飛んだり！　あんた、魔ま術じゆつ師しの類たぐい？　それとも異能の者？　生まれた時から特とく殊しゆな力を持った奴やつらがいるって聞いたことがあるわ」

「ああ、『生まれ変わり』のことだね。ご明察。確かに僕ぼくは『生まれ変わり』みたいなもんだよ。でも、君が思っているほどのもんじゃない。いまは人間と同じ、刺さされれば血も流れるし、特別な力もない。これで満足した？」
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　カッピはエフの顔を覗のぞきこむ。

　眉間に皺しわを寄せたまま、しばらく思案顔で黙だまっていたエフはやがて、

「えいっ！」

「うおわあ！」

　いきなり斬きりつけてきた。体を捻ひねり、寸前でかわす。

「な、なにすんだよ！」

「うるさい！　わけの分からんことをごちゃごちゃと」

「あっ、お前、考え込んでいるような顔して、実は何も分かっていなかったな？」

「……えいっ！」

「ぐわあ！　だから、自分の無知を誤ご魔ま化かすためにいちいち斬りつけてこないで！」

「誰だれが無知だ！」

「うわあ、やめろって！」

　癇かん癪しやくを起こして無む茶ちや苦く茶ちやにナイフを振ふり回まわすお姫さまに追い回されるカッピ。しばし二人は不毛な鬼おにごっこを続けた。

「はぁはぁ、分かったよ。一つずつ説明するから、もうナイフを振り回さないで」

「ぜぇぜぇ、最初から素直にそうしなさいよ」

　やがて二人は、その場に座り込んだ。




　カッピが語ったのは世界の始まりの話。

　世界は遥はるか昔、北の地から始まった。その頃ころは大勢の神がいて、人間を統とう括かつし、世界を治めていた。

　そしてある日、世界は滅んだ。

「えっ、いきなり!?　なんで？」

「神とそれに敵対する巨きよ人じん族との戦争が原因。最後に行われた大きな戦いで神も巨人族も、そのほとんどが死に絶え、世界は滅んだ」

「……じゃあ、この世界は？」

「神の手を離れた人間達たちが再生したんだ。神に代わって世界を支配した人間達は東へ西へ、それから南へと長い時間かけて世界を拡大していった。いまも世界は拡大している」

「ふ～ん、それで『生まれ変わり』というのは何？」

「死んだ神が転生、人間として生まれ変わることだよ。つまりもと神さまだった人間のこと。そういう奴は昔の名残なごりで、ずば抜けた知識や身体能力を持ってたりする。まあ、まれだけどね」

「ふ～ん」

　納なつ得とくしたのかしてないのか、判断に迷う反応を示すエフ。しばらく唸うなっていたが、今度ははっきりと疑いの目をカッピに向けた。

「で、あんたはその『生まれ変わり』で、もと神さまだってわけ？」

「違う。『生まれ変わり』だけど、神が生まれ変わったんじゃない。だから、特別な力はない。さっきも言ったけど、いまは普通の人間と変わらないよ」

「どういうこと？」

「生まれ変わったのは神さまだけじゃなかったってことさ」

　エフは小首を傾かしげる。無意識だろうが、そんな仕草が妙みように可愛く見える。

「じゃあ、何の生まれ変わりなの？」

「まあ、大したもんじゃないよ」

　適当に言葉を濁して誤魔化す。

　エフは納得いかない様子だったが、幸いそれ以上突っ込んではこなかった。代わりに別のことを訊いてきた。

「ねぇ、さっき鳥に化けて空を飛んだでしょ。あれは魔ま法ほうなの？　本で読んだことがあるわ」

　いきなり目を輝かせ、無防備に顔を近づけてくる。その近さと鼻び腔こうを掠かすめる甘い香かおりに、やはりカッピは戸と惑まどう。

「ああ、あれはこいつの力だよ」

　体を離すようにして、カッピは着ている外がい套とうをヒラヒラと揺らす。先程野盗によって切り裂さかれた外套より薄うす手でで、より古ぼけていた。

「なに、そのボロ布？」

「ひどい言い方だね。まあ、遠からずだけど。これは【鷲の羽は衣ごろも】。身に着けると鷲に姿を変えられる。もちろん空も飛ぶことが出来る『がらくた』さ」

「がらくた？」

「そう。魔法は魔ま力りよくを持つ者しか使えない。でも、これはそれ自身が魔力を秘ひめていて、所有者にその力を付ふ与よしてくれる道具。もちろん使いこなせるかは、個人の力量によるけどね」

「魔力を秘めていて、能力も与あたえてくれる。なのに何でがらくたなのよ？」

「本物以外はみんな『がらくた』。そう呼んでいるんだ」

「本物？　何の？」

　当然の質問に、カッピは少し考えて、順に説明していく。

「さっきも話した通り、この世界は大昔、神々が支配していた。その神達は不思議な力を持つ道具や動物といった宝ほう物もつを持っていたんだ。それらが神が滅び、世界が終しゆう焉えんの時を迎むかえた際、各地へ散らばった。そしていまも存在している。僕らはその神の宝物を『神々の遺産』と呼んでいるんだ。これが本物」

「神具ってわけね。じゃあ、『がらくた』というのは？」

「世界が再生した以降に『神々の遺産』を模も倣ほうして作られた物を総そう称しようして『がらくた』。神と共にその技術も失われたからね。比べれば、どうしてもその能力は落ちるんだ」

　これもその一つさ、ともう一度外套を振ってみせる。

「へぇ～」

　興味を持ったのか、エフは外套をジロジロ見たり摘つまんだりする。

「ねぇ、他にもあるの？」

「あるよ」

「どんなのがあるの？　数は？　どのくらいあるの？」

　身を乗り出し、矢や継つぎ早ばやに質問を飛ばすエフ。完全に食いついて来た。好こう奇き心しんは人一倍のようだ。

「数も種類も限りなくある。神々の宝物を作ったのはドヴェルグと呼ばれる小人族なんだ。その生き残りや末まつ裔えいを自じ称しようする奴らが各地にいて、躍やつ起きになって道具を作ってるからね」

「違う！　『がらくた』のことじゃない。偽にせ物ものなんかに興味はないわ。本物の話をしているのよ」

　エフは迷いなく言い返してくる。

　その傲慢とも取れる物言いに、カッピは一いつ瞬しゆん気け圧おされてしまった。

「あっ、えっと、『神々の遺産』は全部で二十二個だよ」

「二十二？　意外に少ないのね。それにしても随分すんなり数が出てきたじゃない。大昔の話だから、分からないって言うかと思ってた。根こん拠きよは？」

　訊たずねておいてそれかい、と思いつつもカッピは答える。

「語かたり継つがれてる神話に出てくるんだ」

「神話の中に？」

「そう。ある日、神の国で宴うたげが催もよおされ、十二人の神と九つの世界から一人ずつ客が招かれる。招かれた神や客達は、一人一つずつ自じ慢まんの宝物を持ち寄り、宴の席で自慢し合うんだ」

「なるほど。その宴に集まった宝物こそ『神々の遺産』ってわけね。あれ？　でも十二の神と、九の世界だと二十一個にしかならないじゃない」

「ああ、宴の途と中ちゆうでもう一人神が来るんだ。招かれざる神が」

　その十三人目の神こそが、いろいろと問題なのだが、ここでは関係ないので黙っておく。

「ふ～ん、十三人目ね。それで二十二個ってわけか。それにしても、お宝自慢なんて随ずい分ぶん人にん間げん臭くさい神さま達ね。威い厳げんってものが感じられないわ」

　あけすけな物言いに、カッピは苦く笑しようした。世界を統すべる神々も、このお姫さまの前では形無しだ。

「じゃあ、あんたはその『神々の遺産』を見つけるために旅をしているの？」

「そうだよ。ただ正確に言えば僕が探しているのは、そのうちの一つだけなんだ」

　一つだけ？　とエフは訝いぶかしげに首を傾げた。が、すぐに瞳ひとみを輝かがやかす。

「ねえ、カッピはいま幾つ見つけたの？　誰にも言わないから教えなさいよ」

「残念ながら、まだ一つも。予想以上に大変で」

「ええっ、三年も探して一つも見つけてないの？　へぼいなあ」

　残念そうに、唇くちびるを尖とがらすエフ。その直線的な感情表現と、起き伏ふくの激しさにカッピは苦笑する。

　同時にちょっとした見み栄えが頭をもたげ、このお姫さまを驚かせたくなった。

「実は一つだけ、正確には半分だけど本物を持ってるんだ。旅に出る前に手に入れた物なんだけど……」

「えっ、本物どれ？」

　予想通りの反応を示すエフ。

「こいつ」

「やあ、初めまして麗うるわしの姫ひめ君ぎみ」

　カッピが指差すと、肩かたにとまっていたムニンが慇いん懃ぎんに頭こうべを垂れて挨あい拶さつをした。

「ししししし、喋しやべった！　カカカカ、カラスの分際で人様の言葉を喋った！」

　飛び上がって驚くエフに、カッピはほくそ笑えみ、ムニンは嘴くちばしを尖らせる。

「失敬な。この世界の英知たるムニン様を捕つかまえて、低てい俗ぞくなカラスと一いつ緒しよにするとは。オレから見たらお前なんかまだ小便臭くさい小こ娘むすめにすぎ……」

「カッピ、あんた焼き鳥好き？　カラスだけど」

「ぎゃーーー！　ストップ、ストップ！　ナイフが、ナイフが胸にーーー！」

　電光石火。目にも留とまらぬ早はや業わざでムニンの首根っこを引っつかんだエフは、その胸元にナイフを突きつける。

　予想外の行動に、今度はカッピが慌あわてる。

「落ち着いて！　エフ、この【ムニン】が『神々の遺産』なんだ。ムニンは世界中から情報を集め、それを記き憶おくしておくことが出来るんだ。いまもこの頭の中には、太古の昔から現在にいたるまでの膨ぼう大だいな情報が眠ねむってる。憎にくまれ口ぐちの皮肉屋で小うるさい奴だが許してやってよ」

「最後の方は余分だが、さすがカッピはよく分かっている。おい小娘、これでお前の弱い頭でもオレの偉い大だいさが少しは理解出来ただろ？」

　かつて神々の王の使いとして、その肩にとまっていた誇ほこり高たかきワタリガラス。だが、お姫さまにそんなことは関係なかった。

「頭に入ってる記憶と共に、永久に眠らせてやる。この馬ば鹿かガラス！」

　ムニンの悲鳴を聞きながら、カッピは盛大に頭が痛む思いだった。




　バタバタしていたら、すぐに夜が来た。このあたりは昼間焼けるように熱いくせに、夜は逆に冷える。手早く野宿する場所を見つけ、火を熾おこす。

「で、これからどうするの？」

　一段落した所で、カッピはエフに訊ねる。

「エルフトに行くわ。エルフトには我わが国くに一の勇者がいるの」

「ポル・ルーク？」

「あら、知ってるの？」

　そう返してきたエフの声はどこか嬉うれしそうだ。

「北から旅して来たと言ったろ。砂さ漠ばくではよく知られた名だよ」

　エムール王国の北には広大な砂漠が広がっている。そこには点在するオアシスを拠きよ点てんに、複数の部族が縄なわ張ばりを張っていた。国ほど大きな組織こそないものの、彼かれらは『砂の民たみ』と呼ばれ、周辺隣りん国ごくに恐おそれられる存在だった。エムール王国もまた建国時から、度たび重かさなる侵入に苦しんできた歴史がある。

　そのため築かれたのが北の防衛都市エルフトであり、その守将こそエムール王国一の勇者と名高いポル・ルークだ。

　砂漠でその名を知らぬ者はない。

「今回の反乱では運悪く、蛮ばん族ぞく共の侵しん攻こうが重なったため救きゆう援えんに駆かけつけられなかったけど、ポルにかかれば反乱軍なんか一いち網もう打だ尽じんよ！」

　我がことの様にエフは胸を張る。

「運悪くね……」

「そうよ！　ポルの救援さえ間に合っていれば、父上や母上も……」

　勢いよく捲まくし立てていた口が、急にその勢いを失う。

　太陽の瞳が湿しめり気けを帯び始めたのを見て、カッピはそっと目を逸そらした。

　やがてエフは勢いよく立ち上がる。乱暴に拭ぬぐったのか、目元が微かすかに赤い。

「天よ、地よ、いま私は誓ちかう。父と母の敵である逆ぎやく賊ぞくは必ずや私の手で討うち果はたす。そしてエムール王国を私、エフ・エムールの手で再建してみせると！」

　高らかな宣言。

「王国の再興か。厳しいと思うよ」

　凛りんとしたエフの横顔が、なぜかカッピには眩しい。

「相手は主君殺しの逆賊よ。どちらが正義かは明白じゃない。それにここはエムール王国が百年に亘わたって統治してきた地。民の一人一人に至るまで、王の恩を覚えている。私の健在を知れば、みんなこぞって立ち上がってくれるわ」

　疑うことのない真っ直ぐなエフの瞳は赤く燃えていた。強い決意の光を放ちながら。

　だが、カッピにはその輝きがひどく危なく思えた。

　エフは分かっていない。この世界では正義が必ずしも勝つとは限らないということを。

「ねえ、エルフトまで連れて行ってあげようか？」

　カッピの言葉は、少なからずエフを驚おどろかせたようだった。

「私に付いて来るの、あんたが？」

「僕が連れて行くの、キミを」

　微び妙みような言い方の違ちがいが、お姫さまには気に入らなかったらしい。

「必要ないわ！」

　断られた。だが、このまま引き下がるわけにもいかない。

「ねえ、エルフトってどっちの方角にあるか知ってる？」

「マシュドから……北西の方角よ！　馬鹿にしないで」

　答えるまで間があったことは黙っておく。

「じゃあ、北西ってどっちだか分かる？」

「……」

「エルフトまで何日かかるか知ってる？」

「……」

「水や食料は持ってるの？」

　黙り込むだけのエフの顔が次し第だいに赤黒くなっていく。怒いかりのためか、羞しゆう恥ちのためか。

「決まりだね」

「す、好きにしなさい！」

　とうとうエフはそっぽを向いてしまった。

　その仕草に満足感を覚えるカッピの耳元で、辛かろうじて生きていたムニンが囁ささやく。

「おい、どうしちゃったんだカッピ？　まさかの人助けか。お前、同情したんじゃないだろうなあ？」

「そんなわけないだろ！　よく考えてみなよ。お姫さまを助けるのに金貨二十枚費やしているんだ。このまま行かれたら丸損だ。それにこいつには価値がある。高値で売れる。それは間ま違ちがいないんだ。だから、お荷物でも連れて行くだよ」

　カッピも声を潜ひそめながら答える。

「何、一人と一羽わでコソコソ話してるのよ」

「「なんでもありません」」

「声なんか揃そろえちゃって、怪しいわね。でもまあ、婆ばあやもいないし、あんたでもいないよりはマシかもね。いいわ、そこまで言うんなら連れて行かれてあげるわ」

　随ずい分ぶん横おう柄へいな言い方だなと思っていたら、エフがスッと右手を差し出してきた。

「えっ？」

「えっ、じゃないわよ。契けい約やく成立の握あく手しゆよ。知らないの？　これだから田舎者は」

　やれやれといった感じでエフは首を振る。その物もの腰ごしはどこまでもお姫ひめ様さまで、カッピは苦笑いせずにはいられない。

「はいはい、分かりました。では、参りましょう王女様。どうぞこのカッピめにお任せ下さい」

「うむ、よきに計らえ」

　仰ぎよう々ぎようしく頭を下げるカッピに、エフがすました顔で答える。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいとニヤけながら、カッピはエフの手を取った。








☀



　私、エフ・エムールは今日という日を生しよう涯がい忘れることはないでしょう。

　最悪の一日として。

　エムール王国繁はん栄えいの都マシュドが炎ほのおに包まれ、逆賊の手に堕おちた。建国以来、未み曾ぞ有うの出来事。まさに空前絶後。

　父上と母上はマシュドと運命を共にされました。後をこのエフに託たくして。

　父上、母上、王と王おう妃ひの責務とはいえ、さぞやご無念だったことでしょう。それを思うと私は、私は……ぐすん。

　いいえ、泣いてなどおりません。心の汗あせが目に浮うかんできましたが、ギリギリセーフ。大だい丈じよう夫ぶです、ご安心下さい。

　こんなことで私は泣いたりしません。負けません。それにあの男を倒たおすまで、泣いている暇ひまなどありません。

　ドップ・バラク。

　すべての元げん凶きよう。もともと奴隷出身の傭よう兵へいでありながら、先王であるお爺じい様さまに目をかけられ将軍にまでなった男。恩といえば、この男ほど恩を受けた輩やからもいないはずです。

　だが、ドップは裏切った。

　恩を忘れ、反乱という暴挙を犯おかした。許せません。許されるはずがありません。

　第一、私は昔からあの男が大だい嫌きらいでした。

　岩山のような巨きよ体たいで、全身筋肉の塊かたまり。それを見せびらかすように、上半身はいつも薄うす着ぎ。短い冬の間ですらそうでした。馬鹿です。きっと頭の中まで筋肉で出来ているはず。

　おまけに日に焼けた顔の半分は伸のびた髭ひげ。全面真っ黒な顔はどっちが上か下かも分かりません。そしてその中央にはギョロリとした大きな目玉が鎮ちん座ざしているのです。

　体もデカけりゃ、声もデカい。あいつが喋るたび、繊細は私はいつも耳を塞ふさいでいました。人はそれを雷かみなりに例え、奴を雷将などと呼んでいましたが、そんな立派なもんじゃないです。あれはただの壊こわれたドラ。それで充じゆう分ぶんです。

　その風ふう貌ぼうたるや、もはや人とは思えません。熊くまです、熊。いえ、熊の方がまだマシ。熊は私をおぞましい目で見たりしないから。

　そう奴は私を見ていたのです。

　忘れもしないお爺様の病びよう床しようでのこと。死期を悟さとられたお爺様は王国の行く末を案じ、一族の者と主だった将軍達を集めました。そして自分の前で将軍達に王国への忠誠を誓わせたのです。

　その場には私もいました。奴もです。そしてドップは私を見ていました。あのおぞましい目で。

　分かっています。私が美しいことは。それが人々の視線を集めてしまうことも。

　美しいとは罪なことです。私の美しさにどれほど多くの者が心奪うばわれ、叶かなわぬ恋に落ちたことでしょう。本当に罪な女です、私は。

　だから、私に羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けることは許しましょう。というか、向けろ！　コホン、失礼しました。だが、奴のそれは違います。その視線は絡からみつく様な粘質をおび、蛇へびのように私の全身を這はうのです。

　いまも思い出だすだけで身の毛がよだって来ました。あっ、鳥とり肌はだまで。

　私はドップを睨にらみ返かえしてやりました。奴はすぐに目を伏ふせましたが、私の心に芽生えた不安が消えることはなく、それがこのような形で的中するとは。無念でなりません。

　父上、母上、私はいまマシュドを離はなれ、エルフトに向かっています。そうです、ポルのいるエルフトです。ポルは王国一の勇者、必ずドップを討ち果たしてくれるでしょう。

　そのためにも私はエルフトに辿たどり着つかなくてはならないのです。

　不安などありません。確かに私はマシュドの宮きゆう殿でんから外に出たことがありません。ですが、ご安心下さい。私は父上と母上の娘むすめ。この危機を見事乗り切ってみせます。

　ところでエルフトまでの距きよ離りというのは、日課にしていた中庭の散歩より長いのでしょうか？　だとしたら少々不安なのですが……。

　そういえばエルフトへ向う途中、変な奴を拾いました。カッピといいます。チビで、ガキで、小こぎ汚たないです。まあ、顔は悪くありませんが。

　なんでも北の果てから旅をしてきたと言っていますが、とてもそうは見えません。きっと近くの村から家出してきたのだと思います。おまけに世界は一度滅びたとか、神の生まれ変わりだとか、真顔で言い出す始末。可か哀わい想そうな奴です。

　いまも焚たき火びの残り火の向こうで、馬ば鹿か面づらさらして寝ねています。あっ、蚊かに刺されました。いい気味です。

　このカッピ、カラスを一羽連れています。旅の相棒だとか。カラスしか友達がいないのかもしれません。哀あわれな奴です。時にこのカラス、父上が飼っておられたオウムのように人の言葉を喋ります。カラスが喋るとは、深い知性を誇る私も知りませんでした。もっとも所しよ詮せんはカラス。父上のオウムと比べれば品性や品格など欠片かけらもありません。まあ、非常用の食料も兼かねているのでしょう。

　ぐ～う。失礼、可愛らしくお腹なかが鳴ってしまいました。そういえば今日は夕食を食べていません。お腹すきました。でも、大丈夫です。寝る前に物を口にするような、はしたないこと、私はしません。品格に満ちた王女ですから。あっ、また腹の虫が。今日一段と元気がいいですね。

　……ところでカラスというのは、美お味いしいのでしょうか？

　そうそう、鳥で思い出しましたが、カッピは鳥に化けられる不思議な外套を持っています。カッピが言うには大昔の神の宝物を真ま似ねて作られた物だそうです。眉まゆ毛げに唾つばを塗ぬりつけたくなる様な話ですが、少なくとも外套の力は本物でした。

　私自身が空を飛んだので間違いありません。

　外套は誰でも使えるそうなので、今度借りてみようかと思います。借りるとは言っても、もちろん返す気はありませんが。

　民の物は王の物、王の物は王の物。

　代々伝えられてきた家訓、エフはちゃんと覚えています。ご安心下さい。

　外套は『がらくた』ですが、この世には本物の神の宝物があるそうです。もし本当なら、私こそ所有者に相応ふさわしいと、父上も母上も思われることでしょう。私もそう思います。いずれ二十二個すべてを献けん上じようさせてみせます。

　長々と喋ってしまいましたね。

　とにかくエフなら大丈夫です。父上も母上も心配なさらず、ごゆっくりお休み下さい。あとはすべてこの私が引き受けました。

　そうだ。今夜は空に星が出ています。あの一番大きく輝く星に誓います。

「私、エフ・エムールは逆臣ドップ・バラクを討ち果たし、エムール王国を守ると！」

　美しい夜空に、私の凛とした声が響ひびきます。なんだか力が湧わいてきました。さあ、寝るとしましょ、あっ、流れ星！　キレイです。

　……誓うのはさっきまであった星の隣となりの星にしたいと思います。あっ、また流れ星！　すごい、まるで降り注ぐかのように星が流れていきます。すごい、すごい！

　……少しはしゃぎすぎたようです。やはり星に誓うのは止めましょう。

　そうです、エムール王国は太陽の国です。太陽こそが我が国の守護神。明日の朝、昇のぼる太陽に誓いを立てるとしましょう。

　父上はおっしゃっていましたね。明けぬ夜などない、日は必ず昇る。太陽は不ふ滅めつであり、その太陽に守られたエムール王国もまた不滅なのだと。

　その通りです。太陽は必ず昇るのです！　エムール王国は不滅なのです！

　……夜は明けます。ですが、なんと夜は長いのでしょう。そして暗くて、寒い。

　太陽の光が届かない所は、こんなにも人を不安にさせるものなのでしょうか。

　父上母上、私をマシュドから連れて逃にげてくれた婆やが死にました。殺されたのです。あのいつも口うるさくて、頑がん固こで、殺しても死なないと思っていた婆やが。とてもあっけなく。人とはこうも簡単に死ぬものなのでしょうか？　信じられません。

　父上と母上は本当に亡くなられたのですか？　信じられません。信じたくありません！

　嫌いやです！　そんなの、嫌です……。

　大丈夫です、泣いてなんかいません。でも、でも涙が勝手に出てくるのです。泣きたくなんかないのに……。

　父上母上、エフは、エフはどうすればいいのですか？




「悲しい時は、無理しないで泣いた方がいいよ」

　ビックリしました。突とつ然ぜん背後から声がしたのです。声が飛び出そうなほど驚き、思わず心臓を出してしまいました。

　……いえ、間違えました。心臓は出ていません。出たら死んでしまいます。心臓が飛び出そうなほど驚き、声を出してしまった、そう言いたかったのです。

　とにかく言い間違えるほど、私は驚きました。

　気を落ち着けて振り返ると、先さき程ほどまでチカチカしていた残り火は消えています。その向こう、カッピが寝ね返がえりを打ちました。本人はさりげなく顔を背そむけたつもりでしょうが、わざとらしすぎます。絶対役者にはなれません。仕方がないので、私も気づかないふりをしてやりました。

　それにしても王女である私に意見するなんて、生意気で礼れい儀ぎ知らずなガキです。

　ですが、下々の声に耳を傾かたむけてやるのも王女の務め。あまり気は進みませんが、今夜はカッピの意見に従ってやることにします。私は心が広いのです。

　父上母上、ご安心下さい。今夜だけです、今夜だけ。明日からは泣いたりしない、強いエフに戻もどります。ご安心下さい。

　だから、今日はこれで。父上母上、おやすみなさい。

　いつの間にか明るくなっていると思ったら、空に月が出ていた。雲の間にでも隠かくれていたのだろう。太陽に比べれば弱々しい光が、今夜はなぜか頼たのもしい。

　もう暗くも、寒くもなかった。
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　広間の中央を走る真しん紅くの絨じゆう毯たん。壁かべ際ぎわに並んだロウソクの灯あかりだけが揺ゆれる薄うす暗ぐらい室内でも、それはくっきりと浮かび上あがっている。

　行き着く先に待つのは、黄金で作られた一脚きやくの椅い子す。雲間を走る雷らい光こうのように、乏とぼしい光の中でも輝いている。

　玉座。そこに座ることを許されるのは選ばれし者だけ。

　真紅の絨毯は玉座へといたる一本道。

　男はいま、その上を一歩一歩噛かみ締しめるようにして歩いていた。

　見上げるような巨体。それを真っ黒な鎧よろいで覆おおい、小こ脇わきには金の兜かぶとを抱かかえている。その無骨な姿はどう見ても、玉座とは不ふ釣つり合あい。

　だが、男は選ばれし者。少なくとも、ドップ本人はそう思っていた。

　謁えつ見けんの間と呼ばれるこの広間には、何度も来たことがある。だが、いつも絨毯の脇わきに立っているか、遠く離れた場所にかしずくかのどちらか。黄金の椅子にはいつも、ドップではない誰かが座すわっていた。

　ドップにとって玉座は、どこよりも遠い場所だった。

　それがいま目の前にある。

（ついに辿り着いたのだ）

　マシュド陥かん落らく時、兵士達に街の略りやく奪だつは許可したが、ここだけは手を出させなかった。火の手にも充分気を配った。焼けてしまっては何の意味もない。結局、王が早めに宮殿を放ほう棄きしたため、思おも惑わく通り無傷で手に入れることが出来た。すべてはこのために。

　はやる気持ちを抑おさえつつ、椅子が安置された高台に昇る。手を掛かけると、黄金のひんやりとした感かん触しよく。充分楽しんでから、ドップは玉座に腰こしを下ろす。

　飛とび抜ぬけて体の大きい彼に、玉座は些いささか小さすぎた。ケツが痛い。鎧を着込み、兜を手にしているのも少々無ぶ粋すいに思える。

　だが、気分はいい。

　景色が一変した。最高の眺ながめだ。見慣れた広間さえ、玉座から見れば素す晴ばらしかった。

　支配される側から支配する側へ。それは劇的な変化であり、それこそがドップの人生の目的だった。

　いまは誰もいない広間。やがて、ここで多くの者が跪ひざまずく。ドップの前で。そう考えるとますます気分は高こう揚ようした。

　ドップは玉座に座ったまま目を閉じる。支配される側、それも最底辺からのスタートだった半生を振り返る。己おのれの腕うで一本でここまで来た。

　深い満足と心ここ地ち好よい高揚にドップは酔よった。

「玉座は作り直さなくてはいけませんね。将軍には少々小さすぎるようで」

　誰もいないはずの広間。不意に響いた声が、ドップを現実の世界へと引ひき戻す。

「誰だ！」

　雷に例えられるドップの怒ど号ごうが室内に鳴なり響く。

　光の届かぬ部屋の隅すみで、粘ねばりつくほどに溜たまった濃こい闇やみが蠢うごめく。そこから切きり離された塊が、光の中をドップのもとへと進み出る。

　闇は全身を真っ黒な外套で包つつみ、痩やせて背が高い。目ま深ぶかに被かぶったフードのため、こけた頬ほおより上は見えない。

「お前か」

　顔をしかめ、はき捨てるようにドップは呟つぶやく。しばらく前にドップのもとへ転がり込んできた預言者だ。

「悦えつにいられているご様子だったので、声をかけるのを躊躇ためらっていたのですが……」

　言葉とは裏腹に、預言者に悪びれた様子などない。その声は冷たく、暗い。

（嫌な奴やつだ）

　預言者は決まってドップの気分がよい時に現れる。そして、それをぶち壊していく。

　何が悪いと言うわけではない。口にする言葉に横おう柄へいな所はなく、内容もまともだ。顔の火傷やけどを隠すためと称しようしてフードをとらないことを除けば、礼を失するようなこともない。

　だから、あえて言うならすべてということになる。その存在そのものが、ドップを不ふ愉ゆ快かいにさせるのだ。

「それでなんの用だ」

　不快を抑えながら、ドップは言葉を搾しぼり出す。

「王と王妃の遺体を回収いたしました。それと主だった王族の安否の方も、概おおむね確かく認にんが取れました」

　これである。たとえどれほど不愉快だろうと、ドップがこの預言者を傍そばに置くわけは。

　マシュド陥落からまだ数時間。略奪の混乱も治まり切っていない中、ドップが最も気にかけていた事案をあっさりと処理してみせた。鮮あざやかな手並みと言わざるを得ない。

　この預言者、とにかく頭が切れる。それがドップにとっては何より貴重だった。

　自慢ではないが、戦いくさ場での槍やり働きなら誰だれにも負けない。兵を率いての戦せん闘とうも得意とする所だ。だが、行政や執しつ務むといった細々したことは不得手。もっとハッキリ言えば、ドップは戦場以外で頭を使うことが苦手だった。

　大将のドップがこの有様だから、部下達はもっとひどい。力はあるが、頭がない。文字を読める者すら稀まれだ。

　元は傭兵か野盗上がりの連中だから、仕方ないといえば仕方ない。期待もしていない。

　一都市程度ならそれでも何とかなったが、国を奪えばそうもいかない。奪った国は治めなくてはいけないのだ。

　だから、ドップは参さん謀ぼうを探していた。

　そんな時だ、この預言者がドップの前に現れたのは。

　北から流れてきたと言う預言者は仕官を求めてきた。一年ほど前の話だ。

「ご苦労。報告は分かった。王の首実験は俺おれ自らが行う。残りの王族どもは首を刎はねろ。取りこぼしはないな？」

「概ねは。ただ一人、王女エフ・エムールの消息だけが依い然ぜん掴つかめておりません。捜さがさせてはおりますが、混乱に乗じて街の外へ逃げ出したのかもしれません」

　黒衣の預言者が挙げた名は、ドップの胸に新たな波は紋もんを投じた。

「あの女か……」

　唸るように呟いたドップの脳のう裏りに一つの情景が浮かぶ。

　それは先王の病床。王国の名だたる重臣が平へい伏ふくし、先王の最期の言葉を聞いている。ドップもその中にいた。目に涙なみださえ浮かべて。

　だが、その胸中では王国簒さん奪だつの考えが胎たい動どうを始めていた。

　野心と野望の黒い炎を胸に顔を上げたドップは一いつ対ついの瞳に気づく。

　太陽の如き強い光と力を秘めたそれは、確かにドップを睨んでいた。

　不覚にもドップは自ら視線を落とした。逃げるように。

　太陽の瞳。その持ち主こそ、エフ・エムール。王国の第一王女。当時はまだ十代半ばにも達していなかったはずだ。

　屈くつ辱じよくと共に強い警けい戒かい心しんを持ったことをよく覚えている。

　唯ゆい一いつ取とり逃にがした王族がそのエフ姫ひめとは。

「すぐ姫を捜し出せ！　賞金をかけても構わん。必ず見つけ出せ！」

「御ぎよ意い」

　預言者は闇の中へ消えていった。

　一人取り残されたドップ。その胸の高揚はいつの間にか跡あと形かたもなく消えていた。







第二章








☀



　父上、母上、お元気でしょうか？

　……失礼しました。亡なくなられている方に、元気かと訊ねるのは愚ぐ問もんですね。

　とにかくエフは元気です。いまの所は。

　以前も申し上げた通り、私はいまエルフトに向けて旅をしています。

　ご存じでしたか？　旅とはとても過か酷こくだということを。

　私は旅どころか、宮殿からまともに出たこともありません。だから、その厳しさに少々挫くじけそうになっています。ですが王女という立場上、下々の者に弱音など言えません。だから、今日は少しだけ、エフの愚ぐ痴ちにお付き合い下さい。

　旅の中で何が過酷かと言えば、一番はなんといっても食事です。

　持ち運べる食料には限りがあります。だから質素になるのは仕方ありません。聡そう明めいな私はそのようなことまでちゃんと理解しています。

　理解していますが、質素すぎ！

　前菜も出なければ、デザートもない。食後のホット・チョコレートなど言うに及およばず。果たしてそれで食事と言えるのでしょうか？　いいえ、言えません。言えるものですか！

　では、何を食べているか気になられるでしょう。それが実に野や蛮ばんな物なのです。

　カッピ（覚えていらっしゃいますか？　心の広い私が拾ってやった家出少年です）は、【タングリスニルの後足】と呼ぶ一いつ塊かいの肉を持っています。『がらくた』なのですが、見た目は普ふ通つうのヤギの肉。しかも生です、生。

　不思議なことにこの肉、一度食べて骨だけになっても、翌朝にはまた元に戻るのです。エンドレスに。

　これが食事のメイン。

「毎日肉が食べられるなんて、王おう侯こう貴族並みの贅ぜい沢たくなんだ」

　お馬鹿なカッピは偉えらそうに言います。が、私はその王侯貴族の上、王国の王女。毎日食事に肉が出るなんて当たり前。それもちゃんと料理された状態で。

　そうなのです、調理法がまたひどい。焼くか煮にるのどちらか。味付けは塩のみ。こんなの料理ではありません。

　それをナイフも使わず素す手でで掴つかみ、齧かじり付つくのです。

　初めてその光景を見た時は、開いた口が塞がりませんでした。とても人間の食事とは思えません。まるでケダモノ！　間違えました、ケモノのそれです。

　上品かつ繊せん細さいな私にはそんなはしたないこと出来ません。する気もないです。

　だから、僅わずかばかりのパンを水で流し込む毎日。

　おまけにこのパンというのが曲くせ者もの。

　本当にパンなの？　と言いたくなるような固くて黒い物体。これでまだ美お味いしければよいのですが、残念ながら味の方も見た目通りでした。

　パンとは本来白くて、ふかふかした物です。カッピにそう教えてやると、

「それは材料が違う。エフが食べていたのは全小麦のパン。これは燕えん麦ばくのパン。言うまでもないけど全小麦のパンは高い。燕麦のパンは安い。庶しよ民みんはみんな、この固くて不ま味ずいパンを食べてるの」

　ああ、なんと無知なカッピ。きっとパン屋にパンと言われて、この黒い物体を買わされたのでしょう。騙だまされているとも知らずに。こんな物を誰がパンだなんて認めるでしょう？　今度ちゃんと教えておきます。

　食事の次に困るのが憚はばかりです。どうしているかというと……、まあ、その話は置いておきましょう。

　そう次に困るのは寝る場所です。

　確かに初めて会った日は、野外で寝ることを了りよう承しようしてやりました。初めての体験でしたし、ちょっぴりワクワクもしていました。

　ですがそれは私の優やさしさです！

　誰が好き好んで土の上で寝ますかっての！

　なのにあの馬鹿は、次の日もその次の日も宿を手配しません。毎日毎日、野宿。冷たい地べたに、ノミの付いたボロ布のような毛布に包くるまって寝るのです。

　信じられますか？　それこそケダモノではありませんか！　……ケモノでした。

　そういえば一度、街かい道どう沿いの宿に泊とまったことがあります。木賃宿という旅人がよく用いる宿だそうですが、見てビックリ。外観は馬小屋と見み間ま違ちがえそうなボロ屋。中は馬小屋の方がまだマシと思えるほどの造り。

　狭せまい室内に藁わらの敷しかれたベッドが一つ。床ゆかも天てん井じようもそこかしこに隙すき間まがあり、ピューピュー風が入り込んできます。

　こんな所で泊まるなんて冗じよう談だんかと思いましたが、本当に一夜を過ごしました。いまでも信じられません。

　あっ、ベッドは一つでしたがご安心下さい。私がベッドを使い、カッピは床で寝させました。当然ですね。

　とにかく旅は過酷を極きわめています。

　それでも私は挫けません。すべてはエムール王国再興のため。髪かみが洗えないのも、風ふ呂ろに入れないのも、ボロ服を着なくてはいけないことも、我が慢まんしてみせます。文句だって言いません、少ししか。

　なのにカッピは全然分かっていません！

　私がこれだけ頑がん張ばっているのに、ちっとも褒ほめようとしません。それどころか、これだからお姫さまは、なんて顔をします。時には口に出してまで。

　許せません！　絶対許せません！　人の苦労も知らないで！

　第一、こんなに旅が過酷なのも半分以上はカッピの手て際ぎわが悪いからです。

　なにを言っても金がない、金がないの一点張り。宿は取らない。食事はケチる。馬車も用意出来ない。まともな服すら持っていない。朝も早けりゃ、夜も早い。お前は老人か！

　この馬鹿で、アホで、無知で、チビで、貧弱で、金にうるさい貧びん乏ぼう人にんが！

　はぁはぁはぁ、し、失礼。少々取り乱してしまいました。想像以上に不満が溜まっていたようです。私としたことがはしたない姿をお見せしました。忘れて下さい。

　とにかく悪いのは、みんなカッピ。カッピが悪い！　最低な奴です！

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ですが、まあ、良い所がないでもありません。

　食事ですが、つい甘あまい物が食べたいと私が漏もらしたことがあります。すると翌日、白い砂糖がかかったパンを出してくれました。ちっとも甘くはありませんでしたが、あいつなりに頑張ったのでしょう。優しい所もあるのです。

　またある夜、無知なカッピのために私自らがエムール王国の歴史を語って聞かせた時のこと。あいつは熱心に聞いていました。所々、涙まで流して。無知は無知なりに感じる所があったのでしょう。根はいい奴なのかもしれません。

　宿に泊まった時など、私がフードを取ることを頑かたくなに嫌がります。理由を聞くと、

「お前の顔を他の奴に見られたくない」

　ですって。

　私を独どく占せんしたいという思いからなのでしょう。高たか嶺ねの花はなたる私をです。身分不相応にして、無礼極まりない考え。太陽を掴もうと手を伸ばすような愚おろかさ。

　ですが、今回は大目に見てやりましょう。自分の愚かさに気付かないほど、カッピは私に恋こいをしているのです。そう恋。本人は隠しているつもりでしょうが、私の目は誤ご魔ま化かせません。もしかしたら一連の嫌がらせじみた行こう為いも、好意の裏返しなのかもしれませんね。

　ほら、男の子ってなかなか好きな子の前では素す直なおになれないって言いますし。

　そう考えると、カッピもなかなか可愛かわいく思えてきます。

　だから、もう少しだけ我慢してやることにしました。どうせ叶わぬ恋。カッピにあと少し、夢を見させてあげましょう。

　父上、母上、とにかくエフは元気です。ご安心下さい。

　エムール王国再建、その日までどうかエフを見守っていて下さい。

　それでは今夜も、おやすみなさい。
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　チラチラと揺れる焚き火を見つめながら、カッピはため息を吐つく。

　最近ため息を吐く回数があからさまに増えた。何か害があるわけでもないが、止やめた方がいいとは思っている。

　だが、現実はそれを許してくれない。

　原因はハッキリしている。エフだ。

　一いつ緒しよに旅を始めてもう五日になる。その五日間、カッピは一時も心休まることはなかった。と言うのは少々言いすぎだが、心境としてはそんなもんだ。

　相手は苦労知らずのお姫さま。ある程度、旅のお荷物になることは予想していたし、覚かく悟ごもしていた。

　だが、王宮育ちで純じゆん粋すい培ばい養ようのお姫さまは、予想を超こえてお荷物だった。

　とにかく常識が通じない。

　エルフトまで七、八日かかると教えた時も、

「じゃあ、馬車でいくのね」

　と真顔で仰おつしやる。そんなわけがない。歩いていくんだと答えると、

「あんた、なに馬ば鹿かなこと言ってるの。人が廊ろう下かより長い距離を歩けるわけがないでしょ？　馬車でいくに決まってるじゃない。常識よ」

　一体どこの常識なのか、カッピには分からない。

　これで世間知らずなだけならまだいい。我慢できる。だが、それだけに留とどまらない。

　飯がまずい。服が臭くさい。ついでにあんたも臭い。風呂入りたい。野宿嫌だ。ベッドで寝たい。足が痛い。喉のどが渇かわいた。ハチミツはないのか…………。

　とにかく口が動く間はずっ～と文句を言っている。よくあれだけ言うことがあるものだと感心してしまう。だが、文句を投げつけられるのはカッピなので、感心なんてしてられない。なにしろ口が止まるのが寝ている時か、豪ごう快かいに肉に齧りついている時だけ。

　とにかく静かにして欲ほしい。

　おまけにお姫さまの気分は秋の空より変わりやすい。

　ついさっきまでご機き嫌げんだったのが、あっという間に土ど砂しや降ぶりになったりする。その逆も然しかり。その基準がカッピにはさっぱり分からない。だから一時も油断できない。

　いつもは燕麦のパンを嫌がるのに、ある日はなぜか喜んでいる。見ればパンの表面に白カビが浮いている。普通はカビの部分をナイフで削けずって食べるのだが、そのまま食べてしまった。何事もない様だったので、腹は意外に丈じよう夫ぶらしい。

　情報収集を兼ねて、旅人が集まる木賃宿に泊まった時もひどかった。宿に着くなり不ふ機き嫌げんを隠そうともしない。野宿はあれほど嫌だと言っていたのにだ。おまけにフードもせずに宿の中を歩き回ろうとする。仮にも逃とう亡ぼう中の身。王女の顔を知っている奴がどれほどいるのかは分からないが、用心するに越こしたことはない。

「お前の顔を他人に見られたくない」

　と注意する。てっきり罵ば声せいを浴びるかと思ったが、なぜかお姫さまは急に機嫌がよくなった。それも気持ち悪いほどに。皆かい目もく分からない。

　機嫌がよくなると、口も饒じよう舌ぜつになる。ある時など、なぜか王国の歴史を語りだした。そんなの聞きたくもないが、聞かなかったらまた不機嫌になる。ムニンを身代わりにしようとも考えたが、危険を察知したのか早々と逃げられた。

　結局深夜まで、長々と退たい屈くつな話が続く。途と中ちゆう何度も欠伸あくびが出そうになって、涙が出た。あれも災難だった。

　思い返しただけでうんざりだ。

　カッピの口からはまたため息が漏れる。

「へへへ、大分お疲つかれのご様子ですな。カッピさん」

　人の気も知らないでとは、このことだ。

　反論する気にもなれず、お気楽に響くムニンの声を無視する。

「おうおう、冷たいねえ。長年一緒に旅をしてきた仲だっていうのによう。女が出来ると男って変わっちまうもんだなあ」

　やれやれと羽を竦すくめるムニンを睨みつける。

　もちろんムニンがそんなことを気にかけるわけもなく、減らず口も止まない。

「そんな調子で本当にエミーまで行けるのかい？」

「行けるさ！　金のためだからな」

　ようやく収まった話を蒸むし返されては面おも白しろくない。カッピは大きく息を吸い、苛いら立だちと共にそれを吐き出した。

　エムール王国には主要な都市が三つある。

　一つは王国の北にある首都マシュド。そのマシュドから見て北西の方角に北の防衛都市エルフト。そしてマシュドの真西にあり、海への玄げん関かん口ぐちにあたるのが経済都市エミーだ。

　ちなみに、この三都市は丁度同じような距離関係にある。地図上でお互たがいを結べばキレイな正三角形になったりする。

　エムール王国はこの三都市で成立していると言って問題ない。だから、この三都市すべてを制圧した者が王国を支配したと言えるだろう。

　現在の三都市の状じよう況きようは、首都マシュドが反乱軍の手により陥落。エルフトは守将ポル・ルークと共にいまだ健在。残るエミー。ここの守将はドップ・バラク、その人。

　つまりエミーこそ反乱軍の本ほん拠きよ地ちであり、ドップは王国制圧に王手をかけていた。

　そしてカッピ達はいま、そのエミーに向っている。




　そのことをエフに教えたのは今日の夕食の時。

　返って来た反応は予想通りだった。

「なんで私が敵の本拠地に行かなくちゃいけないのよ！　私はエルフトに行くの！」

　泡あわを飛ばして怒いかりまくるエフを宥なだめすかし、その言葉をいなす。

　もちろん理由も考えてあったので、カッピはそれを口にする。

「いまの状況を考えたら十人が十人、逃げた姫は……」

「私は逃げてない！」

（突っ込むのはそこかよ）

　カッピは頭の後ろを掻かきながら続ける。

「分かった、分かったよ。とにかく誰もがお前はエルフトに行く思うはずだ。現にエフもエルフトに行こうとしてたよね。ドップだってそう考える。だから、追手を差し向けるはずだ。相手は騎き馬ばで、こちらは歩き。結果は火を見るより明らかだろ？」

「まあ、追いつかれるわねえ」

　不承不承といった感じでエフが答える。最後の、だから馬車を用意しろって言ったのに、という言葉は無視する。

「だから、エミーなんだ。まさか捜してるお姫さまの方が自分達のお膝ひざ元もとにくるなんて、誰も考えない。盲もう点てんなんだ」

「街灯下暗し、ね」

「灯台な」

　なにげない顔でエフの間ま違ちがいを訂てい正せい。当然、エフも素知らぬ顔で続ける。

「それが一番安全なルートなのね？」

「そういうことです。お分かり頂けましたか、お姫さま？」

　エフはもう一度不承不承に頷うなずいた。




「へへへ、上う手まくお姫さまを丸め込んだじゃないか。相変わらず見事な口先だな。だけど、少しは後こう悔かいしてるんじゃないか？　まあ、後あと戻もどりできないけど」

「金のためだ。金を稼かせぐためなら、労を惜おしむな。師し匠しようの言葉だ」

　そう言いつつも、カッピはムニンの意見に内心では首を縦に振ふらざるをえない。

　このペースだとエミーまで残り五日はかかりそうだ。お荷物を抱えての残り行程。考えただけで頭が痛かった。だが、ムニンの言うように、ここまできては戻るわけにもいかない。

「でも、そこまでしてお荷物をエミーに運ぶ意味があるのかい？」

「ある」

　カッピは断言する。

　当然だがエフにとってエミーは最終目的地ではない。そこからさらにエルフトへ向かわなくてはならない。それはつまりカッピを悩なやませる時間が上乗せされることを意味する。

　だが、カッピにそのつもりはない。

　カッピにはエフに語ったのとは別に、思惑がある。

「もしいますぐにエフをドップに差し出しても、それなりの金額にはなる。だが、奇き貨かは珍めずらしいから値がつく。その値は求める側が費やした時間が長ければ長いほど上がる」

　もしいつまで経たってもエフが捕つかまらなかったら、ドップに焦あせりが出てくる。懸けん賞しよう金きんを掛けてでも捜し出そうとするはずだ。

　物は価値の安い時に仕入れ、一番高い時に売る。それが儲もうけるための鉄則。

「だから、エミーまで逃げて時間を稼ごうって腹かい？」

「そういうこと。どうせドップも半分焼けたマシュドには、いつまでも居られない。近い内に本拠地であるエミーへ帰き還かんする。その頃ころにはお姫さまの価値も相応に上がっているはず。そこで売りつける」

　完かん璧ぺきな計画だ。そう思うと少し気分が明るくなった。

　この苦労の先に、文字通り光ひかり輝かがやく未来が待っているのだ。

「上手くいくといいけど。皮算用にならないようにな」

　そんなムニンの忠告は上の空。カッピは明るい未来に思いを馳はせる。

　ぐすん。

　カッピの妄もう想そうは、小さく響いた一音にすべて破られた。

　夢から覚める思いで、カッピは焚たき火びの向こうに目を向ける。

　先程まで静かな寝ね顔がおを見せていたエフ。いまは顔を歪ゆがめ、胎たい児じの様に体を丸めている。その目には朝あさ露つゆのような涙が浮うかぶ。

（今夜もか）

　半ば、無意識にカッピは立ち上がる。そっと、足音を立てないよう注意しながら、エフの傍かたわらに移動する。

　エフは毎夜、うなされている。

　苦しめているのは悪い夢か、それとも現実か。カッピには分からない。ただ、浅黒く美しい肌はだに玉の汗あせを浮かべ、苦く悶もんの声を漏らすエフは、昼間の鷹おう揚ようさが嘘うそのように弱々しかった。いまも何かに助けを求めるためか、或あるいは去りゆく者を引き止めるためか、虚こ空くうに向け手を伸のばす。

　そんなに辛つらいのなら何もかも捨ててしまえばいい思う。だが口に出したことはない。何となく言い辛い。

　しばらく小刻みに震ふるえた後、伸ばした手が落ちる。諦あきらめたのか、力が抜けたのか。

　その瞬しゆん間かん、カッピはその手を取る。エフの手は汗に濡ぬれていた。それでもカッピはそこにぬくもりを見つける。長い冬の後に訪おとずれる短い春の日差しのような。

　するとエフの顔から苦しみが徐じよ々じよに消えていく。やがて、聞こえてくる静かな寝ね息いき。カッピが見つめる先で、エフは無防備な寝顔をさらす。それは安あん堵どのようにも見えた。

　おぼれる者は藁をも掴む。

（僕ぼくは藁か）

　カッピは小さくため息を吐く。今日も寝ね不ぶ足そくは解消されそうにない。

　夜は静かにふけていった。
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　世間はドップをどう評価するだろう？

　冷れい酷こくな簒奪者、恩知らずの裏切り者、欲にかられた愚ぐ者しや……。多くがそれに類たぐいするものだろう。

　仕方ない。奴ど隷れいから将軍にまで取り立ててもらった主君を裏切り、国を奪うばったのだ。

　だが、ドップだって木石ではない。ましてや、神や災さい厄やくの生まれ変わりとは違ちがう。奴らは人の姿をしていても人ではない。だから、人など道の小石程度に扱あつかう。本当の冷酷というのは奴らのことだ。

　それに比べてドップは人間。どれだけ人間離はなれした容姿をしていようとも人だ。情もあれば、義理も知っている。先王から受けた恩を忘れたことなどない。いや、忘れていないからこその反乱なのだ。

　いまこの国には未み曾ぞ有うの脅きよう威いが近づいている。東から。

　ここから遥はるか東の果てにある島国。その男は王位につくや、瞬またたく間まに近きん隣りん諸国を従えた。それでも飽あき足たらず侵しん略りやくの手を西へと伸ばす。強国を滅ほろぼし、小国を飲み込み、猛もう烈れつな勢いで版図を拡大していく。侵略と拡大はいまなお続いている。

　いまはまだいい。東から来る商人達の口から噂うわさとして耳にする程度。

　だが、脅威は必ずやってくる。それも遠くない未来に。ドップはそう確信していた。

　ではその時、果たしてエムール王国は戦えるのか？　答えは否いなだ。

　新たな王も大臣も、国内の平和にかまけ、外へなど目を向けない。いや、王宮以外の出来事には興味すらないのだ。彼かれらにとって王宮の中こそが、エムール王国なのだ。

　都市はもちろん、領土の中に点在する無数の村々の様子など知るべくもない。彼らが知っているのは、定期的に報告される紙の中だけの事実。

　いまのままでは、この国は滅びる。

　東の王は神の生まれ変わりとも、災厄の生まれ変わりとも聞く。真しん偽ぎのほどは分からないが、いずれにしても支配される側は悲ひ惨さんだ。ドップは自身の半生で、それを嫌いやというほど味わってきた。

　だから、ドップは立ち上がったのだ。この国を救うため。私利私欲や、野心がなかったといったら嘘になる。だが、この国を救いたいという気持ちには一点の偽いつわりもない。

　かつて奴隷から王になった者がいる。簒奪者から英えい雄ゆうになった者もいる。ドップがそこに名を連ねられない理由などない。

　逆に反乱を起こしたものの、短期で葬ほうむられ、歴史の闇に消えていった者もいる。ドップがそうならない理由もまた、どこにもなかった。

　歴史はドップをどう評価するだろう？　救国の英雄か、愚かなる反逆者か。

　すべてはこれからだ。これからの行動一つですべてが決まる。

（なんとしてもこの反乱、成功させてみせる）

　そのためには、些さ細さいな危険因子でも排はい除じよすることだ。確実に。

　ドップは静かに玉座から立ち上がった。
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第三章
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　それはある魔ま女じよの物語。

　始まりはずっと昔、まだ魔女が魔女と呼ばれていなかった頃。のちに魔女と呼ばれるその女は、戦の中にいた。それは長い長い戦いで、いつから始まったか、なにが原因だったのか、誰もが忘れてしまうほど長い間続いていた。

　彼かの女じよは来る日も来る日も戦い、来る日も来る日も勝ち続けた。

　そんなある日、戦いは唐とう突とつに終りを迎むかえる。彼女の属ぞくしていた国が勝ったのだ。

　そして彼女は英雄になった。

　ようやく訪れた平和。誰もが喜び、誰もがそれに酔いしれた。

　だが、彼女は満たされない。胸の中にぽっかりと空白が出来た。平和は彼女の中の空白を何一つ埋うめることは出来ない。それを埋めるものが何か、彼女には分かっていた。

　英雄だの、聖女だのと奉たてまつられるのに飽きた頃、彼女は国を捨て旅に出る。

　のどの渇きに苦しむ旅人が水を求めるように、彼女は戦場を求めた。

　世界は限りなく広かった。そして世界には争いが溢あふれていた。

　彼女は喜々として戦場に飛び込む。争いあう国の背景や、それぞれの正義に興味はなかった。ただ、戦いに身を置けさえすれば、それで満たされる。

　また戦いの日々が始まり、また彼女は勝ち続けた。

　そんな日々が何十年と続いたある日、彼女は戦いよりも自分の心を躍おどらせるものがあることに気付く。

　金だ。

　戦果の対価、勝利の報ほう酬しゆうとして支し払はらわれる金。その額がつまり彼女の価値。額が上がれば上がるほど、彼女は自分の価値が上がっていくように思えた。なにより金はありすぎても困ることがない。そこが気に入った。

　彼女はより多くの報酬を出だす方に味方した。たとえ黒ずんだ銅貨一枚であってもだ。

　金は何よりも優先される。そこには一分の私情さえ挟はさまれることはなかった。

　昨日共に勝利の杯さかずきを交かわした同どう胞ほうを、今日にはその手で討うつ。そんなことも何度かあった。相手側が約束した報酬の方が高くなったからだ。

　幾いくつもの大きな戦いと、数え切れないほどの小さな戦いに勝利し、多くの国を滅ぼした。その中にはかつて彼女が祖国と呼んだ国も含ふくまれていた。

　気付けば彼女は魔女と、彼女の率いる軍勢は魔女の軍と呼ばれるようになった。

　人々は彼女の名を恐おそれ、恐きよう怖ふに震えながら囁ささやきあう。

　曰いわく、魔女の軍は世界中のどこにでも出しゆつ没ぼつする。

　曰く、魔女は雪と共に戦場へ現れる。

　曰く、雪が大地を白く染める頃に戦を始め、雪が赤く染まる頃、魔女は勝かち鬨どきと共に去っていく。

　魔女と呼ばれることに、彼女は何の感かん慨がいも抱いだかなかった。自分の勝利を振り返かえることも、築いてきた屍しかばねの山を顧かえりみることもない。

　勝利の数より、屍の数より、金の数を数えた。そして自分とその軍勢が世界で一番の高給取りになったことにいたく満足した。

　やがて、彼女の懐ふところには世界中の金貨がねじ込まれ、その倉は世界中の宝が埋め尽つくした。神々の宝物でさえ、その一部に過ぎなかった。

　だが、彼女は少しばかり勝ちすぎた。

　魔女は誰にとっても脅威になった。敵にとっても、味方にとってさえも。

　時の王、二十一人はすべての争いを止め、手を組み、魔女の討とう伐ばつに乗り出す。皮肉なことに戦いくさを求めた彼女によって、すべての戦が終結した。

　迫せまり来る討伐軍に対して、不思議なことに魔女は何の抵てい抗こうもしなかった。のちにその時のことを訊きかれた彼女は不思議そうにこう答えたという。

「自分のために戦って、誰だれが報酬を払はらってくれるんだい」

　筋金入りの守しゆ銭せん奴どだった。

　やがて魔女は討伐軍に捕まる。だが、誰も彼女を殺そうとはしなかった。

　魔女を殺すのは誰にとっても怖こわい。なによりいまは互いに手を取り合っている王達だが、再び争いが起きるのは目に見えていた。その時、魔女は自分の勝利の切り札になる。笑え顔がおで隣となりの王の手を取りながら、どの王も腹の中にそんな思おも惑わくを孕はらんでいたから。

　魔ま女じよ討とう伐ばつに加わった二十一人の王は、魔女の宝物庫に眠ねむっていた神の宝を分け合った。一人が一つずつ、宝とそれにまつわる伝説を自国へと持ち帰る。それをもって魔女の討伐の成功と、戦争の終結を高らかに宣言した。

　わずか三ヶか月げつ後には破られる、平和の訪れだった。

　魔女は北の果ての地に幽ゆう閉へいされた。それ以来、彼女の姿を戦場で見た者はいない。

　ここより遥か北の地に、九つの山々に囲まれ、九つの谷に隔へだてられ、九つの結界が張られた雪と氷しかない場所がある。

　魔女はそこにある塔とうに、いまも幽閉されている。
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「話を聞く限り……」

　カッピが話し終わると、腰こし掛かけた柵さくの上からエフが口を開く。

「なに？」

「魔女って、最低な奴やつね」

「弟で子しとして師匠の悪口を言われるのは許せないけど、個人としてはまったく同感だよ」

「ふっ、初めて意見が合ったわね」

「そうだね」




　マシュドを出てから七日目。

　日も暮れかけようかという頃、小さな村に出くわした。ぽつんと広がる森。その入り口に村はあった。

　予想外のお荷物のせいで旅は予定より長引いている。食料はまだしも、そろそろ水は補給しておきたい。カッピは村に立ち寄ることにした。

　そしていま、村の入り口で村長のお出ましを待っていた。

　村に入るのに、村長の許可が必要なことはよくある。

　待っている間、何もしないというのは暇ひまなもの。普ふ段だん王宮で暇を持て余していたであろう姫ひめ君ぎみにせがまれ、カッピは物語を語る。ある魔女の物語。

　街から街へ物語を話して歩く語りべの様にはいかなかったが、エフはカッピの話に興味を持ったようだ。いろいろと訊いてくる。

「ねぇねえ、ところで〝ユキ〟というのは何？」

　村を囲う粗そ末まつな木の柵。高さも太さもまちまちの杭くいの一つに腰掛け、エフは足をぶらつかせている。

　カッピはエフの顔を覗のぞく。冗談で言っているわけではなさそうだ。

「雪、知らないの？」

「うるさい！　知らないから訊いてるんでしょ！　黙だまって答えなさい」

　地じ獄ごくの釜かまを思わせるこの地では、冬はあっても雪は降ふらないらしい。

　さて、とカッピは考える。どうやって雪を説明したものか。

「雪は雨と同じで空から降ってくるんだ。でも、雨あま粒つぶより大きい。一粒つぶ一粒が白くて軽い。風が吹ふくとふわふわと宙を舞まうんだ。触さわると、とても冷たい。でも脆もろい。熱を受けると、すぐに溶とけてなくなる。だから大地に落ちるとすぐに消えてしまう。僕たちの街のように、大地の方が冷たいと消えずに積る。どんどん積る。やがてすべてを白く染めてしまう」

　上手く説明出来たか、カッピにも分からない。

　エフは頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべながら唸うなっている。

「白くて、冷たくて、ふわふわしていて、空を舞う？　まるで謎なぞかけね。でも、アザミの綿毛のようなものかしら？」

　今度はカッピが考え込む。

　この辺りの荒こう野やには野生のアザミが群生している。時季になれば白い冠かん毛もうが風にのって空を舞う。それはさぞや美しい光景だろう。

　しばらく考えてから、そんなもんだとカッピは小さく頷いた。

「雪か。キレイだろうな。私も見てみたい」

「すぐに見み飽あきるよ」

　森に出ているのか、村長はなかなか姿を見せない。代わりに村の子供達たちが物もの陰かげからカッピ達を見ている。

「あんたは何で魔女に弟子入りなんてしたの？」

　エフは空を見上げながら、次の質問に移る。

　太陽が傾かたむき、光の翳かげった空は、それでもなお青い。

　エフは広い空が珍しいと言った。王宮の窓から見える空は狭くて小さかったと。この空の下には無限に思えるほど広大な大地が続いていることも、エフは知らないのだ。それはきっと悲しいことだとカッピは思う。

　仰あおぐように見たエフの顔は影かげをおび、ひどく美しく見えた。

「別に望んで弟子入りしたわけじゃないよ。生まれてすぐ、僕は預言者によって『生まれ変わり』だと宣告された。前に話したよね？」

　預言者とは神の言葉を人々に伝える者。だから、信じる者にとって、預言者の言葉は神のそれそのものだった。

　エフは空からカッピに目を移す。

「そういえば、そんなこと言ってたね。でも、神の生まれ変わりじゃないとも。あんた、一体何の生まれ変わりなのよ」

　少し躊躇ためらってから、カッピは答える。

「災厄の『生まれ変わり』なんだ。それも世界を終わらせるほど最悪のね」

「最悪の災厄？」

　まるで言葉遊びだ。エフの目がしばたく。なにそれ、と言う様に。でも冗談ではない。冗談であるなら、どれほど救われたことか。カッピも、この世界も。

　フェンリル。かつて神々の王を食い殺し、世界に終しゆう焉えんをもたらした巨きよ大だいな狼おおかみ。カッピはその『生まれ変わり』であり、いずれこの世に再びの滅めつ亡ぼうをもたらす、そう預言された。

『生まれ変わり』の看板と、世界の命運を握にぎって生まれた赤子。父親は恐れ戦おののいた。根っからの小心者だったその男は、赤子を殺すことも出来ず、魔女の国へと捨てた。

「そこを気まぐれな魔女に拾われたってわけ」

「じゃあ、物心ついた時にはもう魔女の弟子だったってわけね」

「まあね」

　嘘である。

　カッピには生まれてすぐからの記き憶おくがある。胡う散さん臭くさい預言者の顔も、怯おびえきった父親の顔も覚えている。そしてこの世で最も酷こく薄はくで、氷のように冷たい女の笑えみを始めて見た時のことも。

　だからことの成り行きも全部理解していた。

「ふ～ん、世界を終わらせる巨大な狼」

　信じているのか、いないのか。エフは無ぶ遠えん慮りよに、じろじろとカッピを見つめてくる。

「じゃあ、いずれあなたは世界を滅ぼすの？」

「預言ではね。真の力に目覚めた時、世界は再び滅ぶそうだよ。だけど、それは僕の望むことではない。だから鎖くさりを探してる」

「鎖？」

「生まれ変わる前、僕を縛しばり、押さえ付つけていた鎖がある。名は【フェンリルの鎖】。目覚めたフェンリルを制せい御ぎよできる唯ゆい一いつの宝物、らしい」

「カッピが探している『神々の遺産』って、その鎖のことなのね？」

　カッピは小さく頷く。

　会話はそこで途と切ぎれ、沈ちん黙もくがゆっくりと二人を包つつんでいく。

　村長はまだ姿を見せない。斜ななめに射さす日の光が、黙り込む二つの影をジリジリと焼いていた。

　カッピは不思議だった。

　いままで自分は寡か黙もくな方だと思っていた。なのになんでいま、自分はエフに問われるままに喋しやべっているのだろう。こんなにも自分は雄ゆう弁べんだっただろうか、と。

　だが、考えてみれば魔女は会話の成立に興味がなく、隣りん人じん達たちはみな無口。ムニンはお喋りな皮肉屋。単にまともな話し相手が周りにいなかったことに思い至る。

　そしてこんなにも自分の身の上を訊いてくれる者がいなかったことも。

（僕は、嬉うれしいのか？）

　カッピはよく分からない自分の感情に、ただ戸と惑まどっていた。

　そんなカッピの戸惑いを知ってか知らずか、先に口を開いたのはやはりエフの方。

「ねえ、『魔女の国』って、どんな所？」

「えっ、なんで？」

「カッピが育った街のことが知りたいの」

　そんなことを訊かれたのは初めてで、カッピは戸惑いつつ答える。

「何もない街だよ」

　そこは北の果て。最果ての地。

　これより先に踏ふみしめる大地はなく、ここより先に命あるものも存在しない。一日を通して夜は明けることがなく、一年を通して雪と氷の呪じゆ縛ばくが解けることもなかった。

「ただ、月だけが異常に綺き麗れいだった」

「月？」

　カッピは小さく頷く。

　凍いてつくほど冷たく、氷のように澄すんだ夜気が、毎晩月を磨みがく。青白く研とぎ上がった月の光は鋭えい利りで、すべての物を刺さし貫つらぬく。

　カッピはそんな月の下で、雪と氷と魔女だけを見て育った。

「三日も住めば、死にたくなるような所だった」

「でも、魔女はまだその街にいるんでしょ？」

「いや、いない」

　カッピの答えは少なからず、エフを驚おどろかせたようだった。

「えっ、でも結界は？　山は？　谷は？」

「そんな物、あの人にとっては何の障害にもならないよ。とにかく出で鱈たら目めな人だったから」

　幽閉と言いつつも、魔女の力を以もつてすれば、いつでもそこから抜ぬけ出すことが出来た。それでも彼女がそこに留まった理由は、単なる気まぐれだろうとカッピは思っている。

「じゃあ、いま魔女がどこで何をしているのかは分からないんだね」

「どこにいるかは分からないけど、何をしているかは分かる。『神々の遺産』を集めてるはずだよ」

「魔女も『神々の遺産』を狙ねらってるの？」

「狙うっていうか、あの人の場合は取とり戻もどすといった方が正しい。一度はすべての遺産の所有者になった人だからね」

　神の宝物をすべて手にするなんて暴挙を実現したのは、神代を含めたって彼女だけだ。

「魔女も、カッピも『神々の遺産』を狙ってる。じゃあ、いつかどこかで鉢はち合あわせするんじゃない？　そしたらどうするのよ？　感動の再会？」

　あからさまに意地の悪い笑みを浮べるエフ。

「絶対、会いたくない。魔女との思い出に碌ろくなものはないんだ」

　カッピははっきりと拒きよ絶ぜつする。

　魔女との生活。それは理り不ふ尽じんと不条理に満みち溢れ、魔女の気まぐれと秩ちつ序じよに振り回される日々。それも毎日が命がけだった。

　魔女の意に満たなくて命を失いかけたことが八回。

　殺されても仕方ない悪戯いたずらをして死にかけたことが三回。

　それから魔女の気まぐれで殺されかけたことが数十回。

　十一年も一緒に暮らして、よく生き残ったものだと、カッピは思う。恨うらみこそあれ、恩なんてこれぽっちも感じちゃいない。

「だから、もし鉢合わせるようなことがあったら、絶対魔女を出し抜いてやる。先に宝を手に入れて、半人前扱いしたことを後悔させてやるんだ」

　自然と、握る拳こぶしに力が入る。

「半人前？」

「そう。魔女に言われたんだ。自分で自分の力を制御出来ない奴、金を稼げない奴、どちらも半人前だってね」

　そんな奴は連れて行けない、そう言われ、カッピは『魔女の国』に一人置き去りにされた。追って来られないよう、ご丁てい寧ねいに両手両足を折った上、内向きの結界まで張って。

　おかげで怪け我がが治るまでの一年間を床ゆかに這はいつくばって暮らし、結界を破るのにさらに一年の年月を要した。

「うわっ、よっぽどね。うん？　もしかしてカッピがやたらと金にうるさいのは、そのせいなの？」

「まあね。魔女より金を稼げたら、見返してやれるだろ？」

　そう胸を張って答えるカッピを、エフは最初ぽかんとした顔で見ていた。が、やがて脱だつ力りよくし、呆あきれ顔がおでそっぽを向く。

「何？」

「なんでもない」

　なんだか怒おこっているようにも見える。相変わらずお姫ひめさまの心境は、カッピには見えない。

「エフ？」

「なんでもないって言ってるでしょ。まあ、あんたが金にがめつい理由はよ～く分かったわ。で、その金かね儲もうけは上手くいってないわけね。だって、あんた貧びん乏ぼうだもん」

「ぐっ、いままで儲ける機会がなかっただけだ」

　そしていまが千せん載ざい一いち遇ぐうの好機なんだ、と言いかけた自分にカッピは驚く。

　そんなカッピにエフはあからさまなため息を吐はきかけてくる。

「ねえ、カッピ。あんた、あんまり金、金言わない方がいいわよ」

「なんで？」

「私が思うに、大金を持てる人間って二通りよ。私のように金の方から喜んで寄ってくるタイプと、魔女のように金を従えるタイプ。金、金とやたら言う奴って、どっちでもない。単に金に振り回されてるだけ。あんた、その典型だわ」

　振り回してるのは、お前だ！　と言いたいのをカッピはぐっと我が慢まんする。

　腹の立つ言い方だが、何気に当たっている気がしないでもない。世間知らずのくせに、エフは時たま妙みようにそれらしいことを言う

「じゃあ、どうすればいいんだよ」

「世の中には、お金より大事なものがある、って知ることね」

　調子に乗ってきたのか、エフが得意気に答える。

「金より大事な物なんてない」

「さもしい奴ね」

　カッピは口元を歪ませ、唇くちびるを尖とがらす。

「エフは知っているの？」

「そんなの決まってるでしょ、愛よ、愛！」

　胸を張り自信満々に答えるエフ。

「さて、村長はまだかな？」

「待ちなさい！　なに無視しようとしているのよ！」

「いやだって、愛なんてどこにあるのさ？　お前、騎き士し物語の読みすぎ」

「うっ、確かに好きだけど、騎士物語。いいじゃない、愛は大切なのよ！」

「はいはい、今度探しておくよ」

「ば、馬ば鹿かにしてる！　でも、騎士物語で思い出したけど、何かの本で狼を手なずける呪のろいの言葉あるって、読んだことがあるわ。確か極東にある島国の話」

「へえ～、そんな言葉があるの？」

　もう大して期待もせずカッピは聞き返す。エフは腕うでを組み、首を捻ひねっている。

「えっと、なんて言ったかな。確か……」

「旅の方……だな」

　エフが答えに辿たどり着つく前に、背後から第三者の声がした。

　振り返ると、村の入り口に針金のように痩やせた一人の老人が立っている。

「誰？」

「村長だろ」




　村は思ったよりも広く、家々は入り口よりかなり奥おくに固まっていた。村長について二人は村の中を進む。三人の後を少し離れて村の連中がゾロゾロとついて来る。ちょっとした人ひと垣がきだ。村を訪れる旅人はそんなに珍しいのだろうか。

「うわ、ニワトリ？」

　放し飼いにされたニワトリにエフが驚きの声を上げる。エサを取り合う二羽わが、羽をバタつかせている。生きがいい。

「元気なニワトリですね」

「エサが違うんだよ。特別な物を食べさせているからねえ」

　前を歩く村長が振り向むかず答える。

「ねぇ、あのニワトリ食べるの？」

　そっと身を寄せてきたエフが、小屋の隅すみを指す。動物の骨らしきものが散乱していた。

「卵を産まなくなった奴はね。丸々太って美お味いしそうだ。一羽、分けてもらおうか？」

　うえっ、と顔しかめるエフ。ニワトリは嫌きらいなのだろうか？

　二人は村で一番大きな家に通された。村長の家だ。

　一番大きいとはいえ、木と土で造られた質素な家で屋根は茅かや葺ぶきだった。

「なにここ？　再び馬小屋？」

「お前はうるさい！」

　世間知らずのお姫さまの背を押おし、中へと入る。

　中は一部屋しかなく、床は土を踏み固かためただけ。端はしには竈かまどがあり、その上で鍋なべがコトコトと音を立てている。部屋には老ろう婆ばから、乳ち飲のみ子ごまで十数人が車座になっていた。村長の家族なのか、みなが好こう奇きの目を向けてくる。

「今日はもう遅おそい。水と食料はすぐに用意するが一晩泊とまって、明日出発しなさい。さあ、食事でもとってゆっくりしなさい。大した物は出せないがね」

　勧すすめられるまま輪の中に入る。村長はそのまま外へ出て行った。

「ふふふ、食事だって。なにが出てくるかなあ？　まあ期待はしてないけど、いつもの食事よりはマシな物が食べられるわよね」

　思わぬ歓かん迎げいに、エフの機き嫌げんがいい。羨うらやましいくらい分かりやすい性格だ。

　やがて出てきたのは湯気の立つ椀わんが一つと羊肉の塩しお漬づけ、そしてパンだった。

「なんか、いつもと代かわり映ばえしないね。これはなに？」

　あからさまにがっかりした顔でエフは木椀を指差す。

「赤レンズ豆のスープさ。この辺りではポピュラーな料理なんだ。食べてごらん、美味しいから」

　料理を運んできてくれた中年の女性が教えてくれた。痩せた外見と裏腹に、腕うで捲まくりし満面の笑みを浮べた姿は胆きもの太さを感じさせる。

　エフは何度か匂においを嗅かぎ、かき混ぜたりしてから一ひと掬すくい、ゆっくりと口に運ぶ。

「ああ、美味しい……」

　自然に声と笑顔が零こぼれた。

「だろ？　私の自じ慢まんの料理だからね。炒いためた玉たま葱ねぎと潰つぶした赤レンズ豆をよく煮に込んで、塩で味を調ととのえる。最後にたっぷりとニンニクを加えたら出来上がりさ」

　女性は自慢げにスープの作り方を教えてくれた。

「確かにディナの作るレンズ豆のスープは美う味まい。唯一の欠点は毎日出てくることだけだ」

　竈の近くにいた少年がそう言うと、周りから一いつ斉せいに笑いが起きた。ディナと呼ばれた女性も声を上げて笑う。

「これなら食べられる」

　よほど気に入ったのか、雰ふん囲い気きに乗せられたのか、エフはスープのお代わりを頼たのんだ。

「ははは、いい食べっぷりだ。エミーへ向かってるんだって。その年で旅は大変だろうあたしは生まれてから一度も、この村を出たことがないんだ。一度くらい外の世界を見てみたいねえ」

　椀にスープをよそいながらも、女性の口は休まず動き続ける。相当なお喋りだ。お喋りならお姫さまも負けてはいない。盛り上がる。慌あわててカッピが割り込まなくてはならないことが何度かあるほどよく喋った。

　エフとディナを中心に会話は弾はずみ、次し第だいに場の空気が和なごむ。気づけばカッピとエフの周りを子供達が取り囲んでいた。二人の話を興味深げに聞いている。

　いつだって未知に対する好こう奇き心しんと、それに触ふれる度胸は女子供の方が強い。

　食事が一段落し、夜の帳とばりが辺りを包む頃ころ、家の中は笑い声で満ちていた。

「ははは、そうかい。そりゃあ、大変だったね」

　大おお袈げ裟さなほど大きな声で笑うディナと子供達。久しぶりにカッピ以外の話し相手が出来たエフも、ころころとよく笑った。

　エフの屈くつ託たくのない笑顔は、カッピを些いささか居い心ごこ地ち悪くさせた。

「さあ、今日は客人のために特別のご馳ち走そうだ！　みんなもちゃんと食べな！」

　大きな皿を持ってディナが現れると、子供達が一斉にそれを囲む。

「なになに、何が出てきたの？」

　負けじと勇んで、皿に箸はしを伸のばすエフ。が、直前で箸は止まり、そのまま後退。エフの表情も一変、硬かたく強こわ張ばる。

「カ、カッピ、なんかもろに原形を留とどめてるけど、皿に盛られているあれは何？」

「ああ、芋いも虫むしの炒め物ものだね」

「いやーーーーー！」

　王宮育ちのお姫さまには刺し激げきが強すぎたらしく、悲鳴が上がる。

「なんだい、声を上げるほど好きなのかい。美味しいからねぇ。しかも今朝、掘ほり起こしてきたばかりの奴だ。格別だよ」

　嬉しそうにディナが説明している傍そばから、次々に子供達が素す手でで芋虫を掴つかみ取っていく。そのまま何の躊ちゆう躇ちよもなく口へと放ほうり込む。

　カッピも一ひと掴つかみ口に入れる。

「あああ、あんた、平気なの？」

　鬼おにでも見たかのような表情で、エフは仰のけ反ぞる。

「全然。旅の途と中ちゆうで何度か食べたことがある。外はカリッと香こうばしくて、噛かむと中からムニュッとクリーミーな液体が……」

「解説すな！」

　ど突つかれた。

「さあさあ、遠えん慮りよしてるとなくなっちまうよ。あんたも食べな」

　ディナが皿を差し出す。善意の笑顔。対するエフは笑いながらも、口角がピクピク引きつっている。

「厚意だ、食え。食わないと気を悪くされるぞ」

　カッピはエフの耳元で囁く。

　意地悪しているわけではない。村で差し出された物は断らないのが旅人のルール。厚意を無下にすると、最悪立場が悪くなるからだ。

「だ、だって……」

　受け取ってしまった芋虫の亡なき骸がらを、震ふるえる掌てのひらに乗せたままエフは固まる。

「口に入れる真ま似ねだけでもしろ」

　促うながされエフは恐る恐る手を口へと運ぶ。申し訳程度に開いた口に近づく芋虫。

　瞬しゆん間かん、カッピがエフの掌を掴み、強ごう引いんに口へと押し込む。エフの口の中に勢いよく、芋虫が飛び込む。

「ほあーーー！」

　驚きと怯えが混じった間の抜けた悲鳴。慌てて吐き出そうとするエフの口を塞ふさぎ、体を押さえつける。

「どうしたんだい？」

「いや～あ、こいつ飛び上がるほど喜んじゃって、ハハハッ」

　不思議そうにこちらを見る村人達に、カッピは乾かわいた笑いを返す。

　その隣で白目を剥むき、失神寸前のエフ。声にならない声が叫さけぶ。

「あんは、はんは、へっ～たい、ほろす！」








☀



　ううう、眠れません……。

　父上、母上、今日エフは立ち寄った村に泊まっています。廃はい屋おくのような家ですが、野宿より断然マシです。雨が降れば雨あま漏もり確実の屋根であっても、あるとないのとでは大おお違ちがい。特に寒さは。そして闇やみから隔てられている安心感。やはり、人には家が必要なのです。

　久しぶりに大勢の人に囲まれました。その中でする食事は楽しかったです。

　王宮の料理とは比べるまでもありませんが、カッピが用意する物よりは数百倍美お味いしかった。いっぱいお喋りもしました。

　人が集まる所っていいですね。ホッとします。

　なのに、なのに、あの馬鹿が……、わなわなわな。

　思い出しただけで腹が立ちます。そうです、カッピです。あのチビが芋虫なんか口に押し込むから、思わず飲んでしまいました。何なん杯ばい水を飲んでも消えない、喉のどを通るあの感かん触しよく……、おえーーー！

　すみません、つい想像してしまいました。

　とにかく、最後は最悪。すべてぶち壊こわしです！　カッピの馬鹿！

　でも、ディナは優やさしかったです。ディナはこの村の女性で、みんながそう呼んでいました。カッピの毒どく牙がにかかり、悪お寒かんと吐き気けに苦しんでいた私の背を優しく撫なでてくれました。

「大だい丈じよう夫ぶかい、顔色が悪いじゃないか」

　真近で見るディナの顔。目め尻じりには深い皺しわが刻まれ、髪かみは痛んでボサボサ。肌はだは黒ずみ、所々にシミが浮うき出でています。

「うん、どうしたんだい？」

　穏おだやかな声。ディナが笑うと目尻の皺はより一層深くなります。

　涙なみだが出そうになりました。

　その笑顔には見覚えがあります。昔々、エフの世話をしてくれた乳う母ばのそれとよく似ていたから。優しい乳母をエフは思い出しました。

　夜が明ければ、出発しなければなりません。ディナともお別れです。

　……あっ涙が、ぐしゅぐしゅ。

　そうだ、いいことを思いつきました。ディナも一いつ緒しよに旅に連れて行けばいいのです。村から出たことのないディナは外の世界が見てみたいと言っていました。きっと喜んで付いて来てくれるはずです。

　我ながら素す晴ばらしい考えです。朝になったらカッピに話してみましょう。なんだか急に朝が待ち遠しくなってきました。

　では、父上母上、今日はこれで。おやすみなさい。

　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………フ、………エ………………。

「……フ、……エ……」

　ふみゃっ？

「エフ、エフ、起きるんだよ！」

「ふぁ、ディナ？」

　寝ね惚ぼけ眼まなこにディナの顔が映ります。夢でしょうか？

「さあ、おいで」

「えっ？　えっ？」

　腕をとられ、家の外へと連れ出されました。

　それにしても凄すごい力です。その細い腕のどこに、こんな力があるのでしょうか？

　外へ出るや吹き付ける夜風。ぶるり、体が震え、眠ねむ気けが一気に吹き飛とびました。でも、ディナの姿は消えません。

　どうやら夢ではないようです。

　そのままディナは寝ね静しずまった村をズンズンと進んで行く。私は半分引ひき摺ずられるようにして、その後を追います。

　ようやくディナが手を放してくれたのは村の入り口。

「あの、ディナ……、ふわっ！」

　振ふり返ったディナは、いきなり私の両りよう肩かたを掴む。目の前にはディナの顔。昼間の笑顔はそこにはありません。硬く強張り、怒っているような怖い顔。でも、どこか悲しそう。

「ディナ」

　もう一度その名を呼びます。

「いいかい、エフ。よく聞くんだよ。お前はすぐにこの村を出るんだ。そしてとにかく走る。少しでも遠くへ行くんだ。この村から離れるんだよ」

「えっと、どうして？」

　そう訊たずねると、ディナは苦しげな表情で唇を噛み、下を向いてしまいました。やがてゆっくりとその顔が上がる。

「それはねえ、ここが追おい剥はぎの村だからだよ」

「追い剥ぎの村？」

「そうだよ、この村はたまにくる旅人を殺して金目の物を奪うばう。奪う物がなければ肉にして売るんだ。残るのは骨だけ。そうやって、この村は生き延びてきたんだ」

　ディナは何を言っているのでしょう。私にはさっぱり分かりません。ここはエムール王国なのです。旅人を殺さなければ生きていけない村なんてあるはずがありません。

　ただ、村の隅に捨ててあった白い骨が脳のう裏りにチラつきます。払っても消えません。

「どうして、そんなことをするの？」

　責めるつもりではありませんでした。知りたかっただけなんです。

　なのにディナは刃は物ものを突きつけられたかのように、身を仰け反らせました。月明かりに照らされた顔は脅おびえているかのよう。それからくしゃくしゃと顔を歪ゆがめ、私を胸に抱だき寄よせるのです。

「ごめんよ。ごめんよ。この村は貧しくて、こうやってしか生きていけないんだ。みんな貧乏が悪いんだ。あたし達を救ってくれない国が悪い。そうさ、みんなみんな国を治める王が悪いんだよ。どうかあたし達を許しておくれ」

　私の肩かたに顔を埋うずめ、ごめんを繰くり返かえすディナ。その言葉一つ一つが刃やいばとなって私の胸に刺さります。一体誰がこれほど彼かの女じよを苦しめているのでしょうか。私には分かりません。

「さあ、早く。お前は逃にげるんだ」

　いつの間にか顔を上げていたディナの声で、我に返りました。そうです、もしディナが言うようにこの村が追い剥ぎの村なら、私は逃げなくてはなりません。そしてディナが嘘うそをついているとは思えません。

　それでも私は躊躇ためらいました。何か忘れている様な……。

「早く！　行くんだエフ！」

　ディナの悲痛な叫びに、ついに私は走り出しました。振り返らず、脇わき目めも振らず、遮しや二に無む二に。月があるとはいえ夜は暗い。何度も転びそうになり、何度も転びました。

　呼吸が苦しい。焼けた薪たきぎを飲み込んだように胸が熱く、足は棒のようで言うことを聞きません。いつの間にか体のあちこちが痛み、何度も足が止まりかけます。

　それでも走りました。とにかくいままでの人生の中で一番走ったと思います。気付けば大地に這いつくばっていました。

　どうやら何度目かの転てん倒とうをして起き上がれなくなっていたようです。

　何とか身を起こし、周りを見み渡わたします。遠くに村が見えました。大分、離れたようです。ここまでくれば大だい丈じよう夫ぶでしょう。

　安心すると共に、そのまま仰あお向むけに倒たおれこみました。

　もう動けません。動きたくありません。

　ありったけの夜気を吸い込み、咽むせる様に吐き出だす。ただその繰り返し。

　目を覚ましたのは寒かったから。

　不覚にも眠ねむっていた、いえ、気を失っていました。

　凍こごえる手で寒さに震える両肩を抱く。一体、どのくらい寝ねていたのでしょうか。月は空にあります。夜はまだ暗い。それほど長い時間ではなかったようです。

　少しホッとしました。

　これからどうしようかと、思案がてらもう一度村を見た時、私は思い出しました。

「あっ、カッピ」

　すっかり忘れていました。

　あの馬鹿どうしたのでしょうか？　同じようにディナが逃がしてくれた……とは思えません。

　お前は逃げるんだ、ディナはそう言っていました。きっとカッピはまだあの村です。

　このままではカッピは間ま違ちがいなく殺されてしまいます。

　……助けに戻った方がいいでしょうか？

　でも戻ると私も殺されるかもしれません。せっかくディナが逃がしてくれたのに。殺されるのは嫌いやです。骨になるのはもっと嫌です。

　打ち捨てられた骨が妙な質感を伴ともなって頭をよぎります。頭を振り、それを払はらい除のける。

　王女であると名乗り出ればどうでしょう。王の娘むすめと分かれば、村の人達もきっと……、きっとどうなるのでしょう？

「みんな、みんな国を治める王が悪いんだよ」

　ディナの言葉がまだ耳から離れません。ディナは誤解しています。

　あの時、私は反論したかった。違ちがう、そうじゃない！　父上は本当に国を良くしようとしていた。あなたたちを幸せにしようとしていたんだ！　そう叫びたかった。

　でも、言えませんでした。そうです、私は父上が、王が何をしていたのか何も知らないのだから。

　王は、王族は恨まれているのでしょうか？

　足は前に進みません。それどころか知らぬ間に数歩下がっていました。

　逃げよう。

　私にはエムール王国再建という使命があります。それを果たすまでは死ねません。

　分かっています。言い訳だということは。

　ついに足は後へも動かなくなりました。動けぬまま、私はその場に立たち尽つくすばかり。私はどうすればいいのでしょう？

　私は、私は……、

「う、うわああああああああ！」

　私は走り出しました。声を上げ、全力で、元来た道をただひたすらに。

「カッピの馬鹿、アホ、間ま抜ぬけ、チビ、ボケ、ひ弱、大ボラ噴ふきの天あまの邪じや鬼く！」

　恐きよう怖ふが鎌かま首くびをもたげない様、カッピの悪口を並べまくる。そうしながら目を閉じ、ひたすら走り続ける。

　走りながら、私は激しく後こう悔かいしていました。どうしてカッピの話など聞いたのだろうと。

　あの馬鹿は、カッピはきっと魔ま女じよに会いたいのです。

『神々の遺産』を探すことも、必死に金を稼かせぐのも、すべて本音を隠かくす建前。本当は魔女に会いたくて、認めてもらいたくて、ただ、それだけなんです。まるで母はは猫ねこを追いかける子こ猫ねこ。

　呆れるじゃないですか。

　なんて馬鹿で、強ごう情じようで、甘あまったれで……健けな気げな奴やつ。

　話を聞いてしまった以上、気付いてしまった以上、会わせてやらないわけにはいきません。だって、そうしないと私の寝ね覚ざめが悪くなるじゃないですか。

　それにカッピはもう通りすがりの旅人ではありません。

　あいつが私の手を取ったあの時から、あいつは私の家来です。従者です。下げ僕ぼくです。

　家来一人助けられなくて、なにが王女ですか！　そんなんで国が救えるものですか！

　どん！

「ふみゃ！」

「わあ！」

　何かに思いっきりぶつかり、私は転倒。どうやら人にぶつかったようです。

　こんな時間に出歩く人はまずいません。ということは、追っ手！

「せ、先手必勝！」

　たまたま手元に触れた木の枝を掴むと、無む茶ちや苦く茶ちやに振り回し相手に立ち向かいました。

「うわっ、ちょっと、待て！　落ち着け！　落ち着け、エフ！　僕ぼくだ、カッピだ！」

　自ら名を名乗るとはいい度胸です。カッピとか言いましたね。いいでしょう、その名前覚えておいて墓標に刻んであげます。

「死ね、カッ……ピ!?」

　確かに随ずい分ぶん明るくなった光の下で見たその顔は見覚えがあります。カッピです。

「な、なんだ」

　全身から力が抜けました。カラリと手から落ちる木の枝。危あやうくへたり込みそうになりました。

「なんだじゃない。急に外へ出て行くから便所かと思ったら、いつまで経たっても帰ってこないし。捜しに来てみたら、危うく脳天かち割られそうになるわ。なんなんだよ」

　カッピは盛大に、顔をゆがめる。

「な、何を大袈裟な。こんなか弱い女の子にそんなこと……って、そんな場合じゃない。カッピすぐに出発するわよ。さっきの村、あの村ねえ、追い剥ぎの村なの」

「知ってるよ」

「だから、逃げないと殺されちゃう…………えっ？」

　あまりに予想外の言葉に私は思わず混乱してしまいました。

「いつから知ってたの？　知ってたなら、どうして立ち寄ったの？」

　詰つめ寄る私をカッピは右手で制す。

「最初からあの村が怪あやしいのは分かっていた。まあ、確信したのは散らばってた骨を見た時かな。動物と人間の骨を間違えたりしないよ。立ち寄ったのは都合がいいから」

　そう言ってカッピは後ろを振り向く。

「都合がいい？」

　つられて私もその方角を見る。そして息を呑のんだ。

　天に昇のぼる一本の黒こく煙えん。まだ薄うす暗ぐらい空を再び黒く塗ぬり変えていく。

　この景色を私は見たことがある。それもつい最近。そう、首都マシュドの陥かん落らくの時と同じです。煙けむりは小さな森の入り口から立ち昇っている様に見えます。あの場所は……。

「た、大変だ！　村、ディナの村が火事だ！」

　粗そ末まつな部屋の片かた隅すみ、むき出しの竈の様子が思い出される。周りには燃えやすい藁わらなども積んであった。幼い子供達たちもいた。火の不始末は充じゆう分ぶん考えられます。

　駆かけ出そうとして、カッピに肩を捕つかまれた。

「いまから行っても間に合わない」

　カッとなってカッピを睨にらみつける。腹の立つくらい冷静な顔があった。

　悔くやしいが言われた通り、いまから走って行っても間に合わない。その時私の脳裏に閃ひらめくものが。

「そ、そうだ！　【鷲わしの羽はご衣ろも】。あれで飛んでいけば……」

　折せつ角かくの妙みよう案あんにも、カッピは首を縦に振らない。

「なんでよ！　早くしないと村が！」

「【スルトの剣けん】」

「はっ？」

「最古の世界ムスペッルヘイムの長おさであるスルトが持っていたとされる剣。太陽のように煌きらめき、燃え盛るその剣は終しゆう焉えんの時に世界をすべて焼やき払ったと言われている」

「こんな時に、なにを言ってるのよ！　そんな昔話している場合じゃ……」

　そこまで口にした時、私は気付きました。

「ま、まさか……」

「『がらくた』だけどね、あの村くらいなら充分焼き払える」

　カッピは確かにそう言ったのです。その顔には表情と呼べるものがありません。

　ふらふらと三歩あとずさる。それでどうなるということもありません。ただ、私はカッピから距きよ離りを取りたかったのです。

「ど、どうして……」

「どうして？」

　その顔に表情が浮かぶ。不思議そうに首を傾かしげた。なぜそんなことを訊きくのか、表情はそう語っている。

「僕達は追われているんだ。いまはまだいい。だが、マシュドからエルフトに向かう道で王女が見つからない。そうなると追っ手は必ずこちらの道も捜しに来る。証しよ拠うこは出来るだけ残しておきたくないんだ。水と食料は確保したし、どうせ追い剥ぎの村。一つくらい消えたって問題ないよ」

　一いつ瞬しゆんにして目の前が真っ暗になった気がします。

「わ、私のせいなの？」

　私を見つめるカッピの顔に刹せつ那な、考える様な表情が浮かぶ。

「お前のせいではない。だが、お前のためではある」

　もう何も言えませんでした。言うだけの気力も残っていません。

　ただ、もう一度青ざめているだろう顔でカッピを睨みつける。

　瞬間、心臓が跳はねました。

　村から昇る黒煙。それを見つめるカッピ。笑っています。口角をほんの僅わずか歪め、目は満足げな輝かがやきを帯びている。確かに笑っていたのです。

　その瞬間、カッピが獰どう猛もうな獣けものに見えました。

（なんなの、こいつ）

　私は戦せん慄りつする。出会ってから初めてカッピに恐怖を覚えました。

　私が命を預けている少年。

　カッピ、あなたは一体、何者なの？
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　ドップは激しく怒っていた。
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「今日で一体何日経つと思っているのか！」

　玉座から立ち上がり、声の限りに吠ほえる。

　怒ど号ごうがビリビリと空気を震ふるわせ、居並ぶ重臣達が一斉に首をすくめた。まるで亀かめだ。みなドップの怒いかりが自分に向くことを恐おそれている。

　ただ一人、ドップの前に立つ預言者を除いて。

「マシュド陥落からですと、数えて五日目になるかと」

　いけしゃあしゃあと黒衣の預言者は答える。その様子がドップの怒りに油を注ぐ。

「その五日間、貴様は何をしていた！　王女はまだ見つからんのか！」

　火を噴く勢いで怒ど鳴なりつける。髪は逆立ち、髭ひげを怒らせ、どす黒い顔は真っ赤。鬼と見まごうと言われたその形相。真っ白になるほど握にぎりこまれ、小刻みに震える拳。すべてがドップの怒りを表していた。

「エルフトへの街かい道どうを重点的に捜させておりますが、まだ見つけるには至っておりません。ひとえに私の力不足ゆえ。どうかお許しを」

　柳やなぎのようにひょろっとした長身を折り、預言者は頭を下げる。

　殊しゆ勝しような態度のはずが、まったくそれを感じさせない。むしろ馬鹿にされているような気さえする。なにより預言者にはドップを恐れている様子がない。

（ちっ、柳に風か）

　あまりの手て応ごたえのなさに、怒おこっているのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなる。

　気を殺そがれると頭が冷え、冷静さが戻もどってきた。同時に一つの可能性が頭に浮かぶ。

「姫ひめの奴、もしかしてエルフトへは向かっておらんのではないか？　こちらの目を欺あざむくため、他の場所、そう例えばエミーに逃のがれたとは考えられんのか？」

　思いつきとはいえ良い考えのような気がしてきた。話しながら、体は自然と前に出る。

「いいえ、その可能性はありますまい」

　預言者はあっさりとドップの意見を切り捨てる。

「なぜそう言い切れる」

「考えてもご覧なさい。この状じよう況きようでエミーに向かうなど、敵の巣穴に飛び込むに等しい。常識的にいってありえません。それに姫は王宮育ちの上、直情径行のご性格だとか。真まっ直すぐエルフトへ向かわれたと考えるのが妥だ当とうでしょう」

　預言者が喋しやべり終わるや、ドップはふん、と一つ鼻を鳴らした。

　悔しいが姫の性格はドップの方がよく知っている。わざわざ相手の裏をかこうなどとは考えないだろう。預言者の言い分は正しい様に思えた。

「ではなぜ見つけられん？　王宮育ちの女の足に未だ追いつけんというのは納なつ得とくがいかん」

「確かに。姫の足を考えると、それほど遠くまで行っているとは考えられません。どこかに身を潜ひそめているとも考えづらい。あるとすれば野盗にさらわれたケースでしょうか」

　一瞬、心臓を鷲わし掴づかみにされた気がして息を呑んだ。

　預言者の言う可能性はある。大いにある。むしろドップにはそうとしか考えられない様な気がしてきた。

「見つけられるか？」

「奴ど隷れい商に売られてしまっては見つけ出すのは困難かと」

　その通りだ。だが、それでは困るのだ。

　ドップとしては反対勢力や王国再建派の戦意を挫くじくためにも、王家一族は全員死んだと世間に広く知らしめたい。しかし、いくら口で言っても世間は信じない。確たる証拠が必要なのだ。そう、首や死体のような動かぬ証拠が。

「悩なやむことなどございません。もし仮に姫が捕まらなくても大した問題にはなりません」

　額に拳こぶしをあて考え込むドップに、預言者が声を掛かける。

「なぜだ？」

「ようは世間に姫は死んだと思い込ませればよいのです。私に一つ考えが……」

　そう言うと黒衣の預言者は囁ささやくような声で、策の全容を語った。

　聞き終わるや、ドップは大きく手を打った。

「なるほど！　よし早さつ速そく準備にかかれ」

「はい」

　不安が払ふつ拭しよくされ、体が軽くなった思いでドップは玉座に座り直す。

　その時、ふと、あることに気付いた。

「お前、笑っているのか？」

　いつもと変わらぬ黒衣を身に纏まとう預言者。顔が見えぬように目ま深ぶかに被かぶったフードの下、僅かに口元が上がったように見えた。

「いいえ」

　預言者は短く否定する。

「そうか」

　ドップはそうとしか言えなかった。

　笑っていようが、いまいが大したことではない。預言者が笑ったとしても、不思議ではないはずだ。

　ないが、それはまるで考えられないことのような気もした。

　ドップの気分は優すぐれなかった。何か不気味なモノを見てしまった。そんな気がして。







第四章
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　エフと旅を始めてから十日目。その昼過ぎにようやくエミーの街が姿を見せた。

　エムール王国一の経済都市だけあって、城門は大きく、構えも立派だった。その前には多くの店が立ち並んでいた。市場に酒場、安宿、娼館らしき物まである。

「ねぇ、エミーってどんな街なの？」

　遠くに城門を見つけてから、エフの機嫌はすこぶるいい。

「エミーは海への玄げん関かん口ぐち。エムール王国唯ゆい一いつの港を抱かかえている。この辺りにはエミー以上の良港はもちろん、港自体が少ない。そんな事情もあって航海技術の進歩と、それに伴う海洋貿易の発展で急成長してきた街だ。その経済力は凄すさまじい。毎日、大量の物資が運うん搬ぱんされ、膨ぼう大だいな金が零れていく。その経済規模は首都マシュドの比じゃない」

「むむむ、マシュドより栄えているとは。なんか複雑な気分。カッピは行ったことあるんでしょ？」

「いや、ないよ」

「……あんた、さっき見てきたように説明してなかった？」

「そういう話を聞いたんだ。旅の途中でね」

「あんまり当てにはならないわね」

　呆あきれたようにエフは肩をすくめる。

　何気ないエフとの会話。それでもカッピは内心ホッとしていた。

　追い剥ぎ村での一件以来、まる二日エフはまともに喋ってくれなかった。何を言っても、何を訊いても答えない。あれほど多かった文句もピタリと止んだ。ただ、むっつりと口を引き結ぶばかり。

　望んでいたとはいえ、急に黙だまられると落ち着かない。

　理由は分かっていた。エフは怒っているのだ。村での一件について。

（まったく、たかが芋虫を食わされたくらいでそんなに怒るなよ）

　それ以外に思い当たることはないので、間違いないだろう。

　原因は分かっても、対処法が分からない。何を言っても逆効果になりそうなので、しばらく思うに任せ、怒りが静まるのを待っていた。

　そんなエフがようやく口を開いたのは今朝になってから。

　以前と変わった様子もない。怒りは治まった様だ。いや、飽あきっぽいエフの性格だ、怒っているのにも飽きたのだろう。

　とにかくよかったと思う。

　雪だって降ふれば迷めい惑わくなだけだが、かといってまったく降らないと寂さびしかったりする。そんなものだ。

　不思議と浮うわつく気持ちを抑おさえつつ、カッピはエフに声を掛ける。

「ところでお前、銀ぎん髪ぱつとカワウソ。どっちが好き？」

「はっ？」








☀



「エフ、僕は市場へ出かけるけど、お前はどうする？」

　部屋の扉とびらの向こうから、カッピが顔を覗のぞかせる。いつもと変わらない、どこか間の抜ぬけた顔。

　あの日、カッピがディナの村を焼いた日、私の中に芽生えた不安や、不ふ審しん、恐怖のようなものは二日ほどで消えた。と言うよりも、根負けしたと言う方が正しいでしょう。

　この二日、私は注意深くカッピのことを観察しました。

　カッピの様子はあからさまに変です。

　少し口をきいてやらなかったら、露ろ骨こつに動どう揺ようする始末。こちらを気にしないふりをして、横目でちらちらと窺うかがってくるのです。

　前にも感じましたが、こいつは絶対役者にはなれません。一々、仕草がわざとらしすぎます。

　私を気にしているのが丸分かり。こちらが恥はずかしくなるくらいです。

　まるで捨てられた子犬を虐いじめているような気分にさせられ、仕方なく私の方から折れてやりました。

　そして二日ぶりに口をきいてやった時のカッピの顔といったら……。

　確かにカッピが何を考えているのか、私には分からない部分もあります。

　しかし見れば見るほど、こいつが私を傷つけるようなことはない、そう思えるのです。

　考えてみれば、ディナの村での一件も、カッピなりに私を守ろうとして起こした行動といえなくもありません。もちろん、やりすぎだとは思いますが。

　不安がまったくないかと言えば、それは嘘でしょう。

　でも、大丈夫。だってカッピは確実に私に恋こいをしています。それもおそらく初はつ恋こい。

　どうしてそう思うのか、明確に説明することは出来ません。まあ、女の勘かんとでも言っておきましょう。

　それに……、いま私が頼たよれるのはカッピしかいません。

　少なくともエルフトに着くまでは。

「待って、私も行く！」

　私は扉に向って走りました。
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「え～、それじゃあ、無事エミーに到とう着ちやくしたことを祝して」

「「乾かん杯ぱい！」」

　お互たがいに掲かかげた木のコップがぶつかり、コツンと心ここ地ち好よい音がした。

　カッピは一息に中身の半分を呷あおる。

「ふうーーー！」

　思わず声が出た。

　コップの中身はリンゴやブドウの果か汁じゆうを煮に詰つめた物。酒ではないから酔ようはずもないが、似たような高こう揚よう感を覚える。酒場の雰ふん囲い気きにでも酔ったのだろうか。

「ぷはぁ！」

　見れば向かいに座すわる少年はより盛大に声を上げ、口元を拭ぬぐう。

　カッピと同じ物を飲んでいるはずなのに目元は赤みを帯び、目尻は下がっている。

（こいつも、場に酔うタイプらしい）

　それがおかしかった。

　改めてカッピは、少年の姿をしげしげと眺ながめる。

　寒空を覆おおう雲のような灰色がかった髪は、揺ゆらめくロウソクの灯ひを受けて銀に輝く。凍える夜に見る月の光のようだ。

　長く伸のばせば世の女達が嫉しつ妬とするだろうその髪は、短く刈かりそろえられている。贅ぜい沢たくなことだ。滑なめらかな褐かつ色しよくの肌と、髪に負けないほど派手な目鼻立ち。一見すれば誰だれもが息を呑む美少年。

　その手の文化が進んだ西の国の王なら、どれほどの大金を積むだろう。宮きゆう殿でんに連れて帰り、自分のベッドに上げるために。

（いっそ西まで売りに行くか。うん、それも悪くない）

　取らぬ狸たぬきでの皮算用。つい口元が緩ゆるむ。

「なにニヤついてるの、気色悪い」

　容姿に反して、その声は高い。声変わりはまだのようだ。ますます喜ばれるだろう。

「いや、よく似合っていると思って」

「まあね、元がいいもの」

　わざとらしく髪をかき上げる。まんざらでもないようだ。

「ほんと、よく似合っているよ、エフ」




　エミーは城じよう壁へきに囲まれた城じよう砦さい都市だ。城壁がある以上、当然のこととして城門が存在する。城門に税と検問はセット。ようするに街に入るには金がかかり、不ふ審しん者しやかどうか取り調べも受けなくてはならない。

　エフの人相や捜そう査さ範はん囲いがどの程度広がっているかは不明だが、用心に越こしたことはない。もし検問で正体がバレでもしたら、いままでの苦労が水の泡あわ。利益を横取りされた上、下手したら逃とう亡ぼうを手助けした罪に問われかねない。

　冗じよう談だんではないし、勘かん弁べん願いたい。

「それで、これだ」

「なに、これ？」
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「【シヴの髪かみ】だ。昔、悪戯いたずらで丸まる刈がりにされた女め神がみのために作られた物で、頭に被るとピタリと貼り付いて本物の髪と見分けがつかなくなる。ちょっとやそっとのことでは外れないから安心。切っても本物のように伸びてくる優れ物もの」

「ようするに女神のかつらね」

　もちろん『がらくた』だが、変装するだけなら充分だ。

　どうせならと、かつらの髪を短く切って、エフに男装させてみた。

　思おも惑わくは当たった。

　エフを見た時、第一印象で強いインパクトを与あたえる長く艶つやのある黒くろ髪かみ。それが短く、灰色がかった銀色へ。百八十度変わったため、与える印象もがらりと変わった。

　これならよほど見知った者でも、エフとは気づかない。

　入城時の検問は問題なく通過。

　にしてもだ、エフの男装は似合いすぎていた。

　酒場の看かん板ばん娘むすめはさっきからチラチラ、こちらの様子を窺っている。街中を歩いた時も、何人かの娘が足を止め振り返っていた。

　もちろん、その視線の先にいるのが自分だと思うほど、カッピは自意識過か剰じようではない。

　悔しさ半分で、もう一度向かいのエフを見る。紛まぎれもなく、そこにいるのは紅顔の美少年。もうため息しか出ない。

　何気に本人が気にしている胸の小ささも、いまはプラスに作用している。

「あんた、いま私のこと馬ば鹿かにしなかった？」

「いいえ」

　おまけに妙みような所で勘かんもよかったりする。

「それにしても、モグモグ、今日は随分と奮発したわね、パクバク。ケチのカッピにしては、バリバリ」

　喋りながらも、エフは忙いそがしく料理を口に詰め込んでいく。こういう所は紅顔の美少年らしくもなければ、お姫さまらしくもない。なんだか少し安心する。

「ここはツケが利きくらしいし、まあ今日くらいはね」

　四人掛けのテーブルを埋め尽くす料理の数々を見ながら、カッピは答える。

「そんなんだからカッピはダメなのよ、ゴクゴク。旅はまだようやく半分、ガツガツ。気を緩めるのは早すぎるわ、ズルズル」

「その割にはガッツリ食べますね、お姫さま」

　一向に手と口を止めようとしない奴に言われたくはない。

（それに……）

　密ひそかにカッピはほくそ笑えむ。

「それで、エルフトへはいつ出発するの？」

「取とり敢あえず四、五日はエミーで休息。それからかなあ、エルフトは」

「随分、のんびりした日程ね。でも、まあ、カッピに合わせてあげる」

　そう言うや、エフはスパイスを効かせて焼いた羊肉に齧かじり付つく。

「獣じゆう肉にく、嫌きらいじゃなかったっけ？」

「美お味いしく料理してあればいいの」

「さようけ」

　ようするにカッピの料理はお口に召めさないらしい。何気に傷つく。

「じゃあ、出発は五日後ね」

「ああ」

　もちろん、その五日後を無事に迎むかえられたら、である。

　四日後にはドップがエミーに凱がい旋せんするらしい、そんな情報を街で小耳に挟はさんだ。

　いいタイミングだ。

　あとは凱旋を待って、引ひき渡わたせばいい。そうすれば……。

（懸けん賞しよう金きんはいまどのくらいになっているだろう。金貨百枚、二百枚。あるいはもっと！）

　自然と頬ほおが緩む。皮算用と分かっていても空想は膨ふくらむばかり。

「何、ニヤついてるの？　気持ち悪いよ」

　向かいの席でエフが眉まゆをひそめる。普ふ段だんならむっと来る所だが、今日のカッピは何しろ寛かん大だいだ。むしろ空想の翼つばさを広げる手伝いにしかならない。

（エフの奴、僕の稼いだ金貨を見たら、流石さすがに驚おどろくだろうな。いや、素す直なおじゃないお姫さまだ、意地でも驚いたとは言わないかもね。でも、顔は悔しそうなんだ。仕方ないから、金が入ったら旅の食事も少しは良くしてやろう。あと、たまには宿にも泊とまって……）

　そこまで考えて、カッピはようやく自分の間違いに気付く。エミーを出る時には二人分の食料も、宿の心配ももう必要ない。

　そんなことは分かってる。分かってたはずなのに、なぜか呷るコップから急激に味が失うせていった。
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　父上、母上、エフはいまエミーにいます。

　今日で滞たい在ざい三日目。思わぬ長なが逗とう留りゆうになっていますが、エミーは私を飽きさせません。

　エムール王国一の経済都市エミー。

　その通り。まさに人種の坩堝るつぼ。顔立ちも、肌はだの色も、服装さえも違う人々が一つの通りを往来しているのです。あちらこちらで聞き慣れない言葉が飛とび交かい、まるで異世界に迷い込んだかのよう。そんな錯さつ覚かくすら覚えます。

　大通りには多くの店が立ち並び、甕かめを担かついだ水売りが声を張り、猿さる回まわしが猿さるに芸をさせています。大通りを外れ、小さな路地に入ればそこは職人街。区画毎ごとにそれぞれの職種が集められ、工こう房ぼうが軒のきを連ねます。この通りは金物職人、あちらは革ひも職人、木工、織物、陶とう器きに鍛冶屋かじや、といった具合に。

　その市場。種々雑多の品物が溢あふれています。特に週に一度開かれるグランドバザール。そこには東西南北、あらゆる地域から集められた物資が並びます。

　毎日消費される羊、豚ぶた、小麦、米、塩などはもちろんですが、その量は半はん端ぱではない。他にも、東方の絹、麝じや香こう、磁器、香こう辛しん料りよう。西の鏡、ガラス、宝石。北方の黒てん、白てん、黒狐ぎつねの毛皮、鷹たかや隼はやぶさなど猛もう禽きん類るい。南方の油、砂糖、そして奴隷達。

　その品しな揃ぞろえと量には、さすがの私も圧あつ倒とうされました。




　街の中心には大きな広場。

　そこでは毎日何かしらの催もよおしが行われています。カッピと市場を覗いた帰りによると、旅の一座が劇をやるようです。広場には舞ぶ台たいも設けてあります。

　私は別に下々の娯ご楽らくなどに興味はありません。ましてや王宮で一流の役者達による演劇を見て育った私です。そんな目の肥えた私を、こんなうらぶれた旅一座の劇が満足させられるとは思いません。

　まあ、あまりにカッピが見たいというので付き合ってあげました。あんなにはしゃいで、これだから子供は。

　おっ、始まるようです。少しドキドキ。

　はっ！　おおっ！　えっ!?

　わわわ、何もない舞台からいきなり人が！　えっ、何で？　まるで魔ま法ほうです。

　ふわわわ。あっ、危ない！　そこよ！　あああああ……。

　よっしゃあ！

　………………どうやら盛せい況きようのうちに劇は終わったようです。

「ふっ、まあまあね」

「嘘うそつけ！　一人でめちゃくちゃ盛り上がってたじゃないか」

　カッピは呆れた様子で、私の顔を覗きこんできます。

　し、失礼な！　盛り上がってなどいません。ただ、ちょっと驚いただけです。そう、あの急に何もない所から人が飛び出てきた演出には。

「ああ、あれは舞台に〝ならく〟があるんだよ」

　ああ、なるほど、〝ならく〟ね、〝ならく〟。やっぱりね。そうだと思っていました。私の予想通り。うんうん。

　…………ところで〝ならく〟ってなんでしょう？




　広場を出るとそろそろ日が傾かたむこうとしています。多く人が仕事を終え、家へ或あるいは酒場へと足を急がせます。日は落ちても、まだまだ一日は終わりません。

　それにしても、この街は賑にぎやかです。

　どこへ行っても人がいて、誰もが楽しそうに笑っています。

　でも、なぜでしょう？　なぜ、みんなこんなにも笑っていられるのでしょうか？

　父上が、王が殺されたというのに……。
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「ねぇ、どうしてこの街の人は悲しんでないの？」

　そんなことをエフが言い出したのは、夕食のために入った酒場で料理を待っていた時。

「はっ？」

「だって、敬愛する王が殺されたんだよ。普ふ通つう、みんな嘆なげき悲かなしむわ。そうでしょ！」

　憤いきどおりに鼻息も荒あらく、エフは捲まくし立てる。

「ふむ、なるほど」

　そういう考え方もあるのかと、カッピは少し感心した。

　だが、エフは根本的に思おもい違ちがいをしている。エフが見ているのは支配する側から。視点はもう一方からも存在する。

　そちら側から見れば、残念なことに敬愛する王など滅めつ多たに存在しない。

　庶しよ民みんにとって、王などただ飯ぐらいの扶ふ養よう者しや。税金で食わせてやっている厄やつ介かい者もの。煩わずらわしいだけの存在。もっと地方へ行けば、国の興亡すら知らない。知らないうちに国が変わってた、なんてよく聞く笑い話だ。

　直接影えい響きようがなければ、支配される側にとって国や王など、その程度のもの。その生死になど興味も示さない。

　煎いり豆まめを齧りながら、本当のことを教えてやるか迷ったが、

「監かん視しの目があるからね、そう公おおやけには悲しめないのさ」

　と言うに留とどめた。

「そうかなあ」

　納得できない様子で、エフは何度も首を捻ひねっている。

「それより」

　カッピは机に身を乗り出だす。

「えっ、何？」

　驚きながらも、エフも顔を寄せてくる。互いに息のかかる距離。自然と声は小さくなる。

「明日、ドップがこの街に帰き還かんする」

「……」

　エフは何も言わなかった。一瞬大きく見開いた目が、スッと細められる。その奥おくで小さな太陽が生まれたことは、カッピにも分かった。

「大通りを凱旋パレードだと。どうする、見てみる？」

　エフは小さく頷うなずく。固く結ばれた口元が、決意の固さを示しているようだ。

　カッピも頷く。

（どうせ、すぐにドップとはご対面することになるだろうけどね。まあ、最後の願いくらい叶かなえてやろう）

　パレードが終われば、カッピはエフをドップのもとへ差し出す。代わりに金を得る。いままで手にしたことのない額になるはずだ。

　いままでは雲を掴つかむような感覚だったが、ようやく現実味を帯びてきた。手を伸ばせば届く。そんな所まで来たのだ。

　気分が高ぶっているためか、その日の料理も不思議と美う味まくなかった。








☀



　翌日は朝から晴天。

　憎にくらしいほどに空は青く、太陽はギラギラと輝いている。傍はた目めにも絶好のパレード日和びより。

　雨でも降ったら、いい気味だと笑ってやるつもりでしたが、上う手まくいきませんでした。何気に悔しいです。

　そうカッピに話すと、

「お前、性格暗いな」

　と顔をしかめるのです。喧やかましいわ！

　だが、まあ仕方ありません。いまは雨の少ない時期。それに今日の目的を考えればこちらにとっても好都合です。

　滞在していた宿を朝のうちに引き払はらい、カッピの案内で、とある建物の二階に上がる。

　そこは街の大通りに面しており、木窓を開けると眼前に通りを見ることが出来た。

　この通りを奴やつが、ドップが行進する。

　大通りはすでに黒山の人だかり。通りの向こう側の建物からも、多くの人が顔を突つき出しているのが分かります。

「よくこんな絶好の場所を確保出来たわねえ」

「まあ、いろいろと。その分、金と労力を消費した。著いちじるしくね」

　カッピは言葉を濁にごす。

　昨夜私が眠ねむりに入った後、きっとカッピは外で暗あん躍やくしていたのでしょう。いまもやけに眠そうにしています。カッピなりに頑がん張ばったのでしょう。少しくらい褒ほめてやることにしました。

「ご苦労」

「うるさい！　普通に礼を言え！」

　それから待つこと数時間。この私を待たせるとはいい度胸です。

　正午を知らせる鐘かねが響ひびく。と、同時に勇ゆう壮そうな音楽が鳴りだしました。

　丁度、うとうとしていた所。不意を衝つかれました。飛び起きて窓まど枠わくにしがみ付く。

「来るの？」

「ああ」

　カッピもすぐ隣となりで息を潜めています。

　音楽と歓かん声せいが入り混じり、次し第だいに大きくなっていきます。まるで巨きよ獣じゆうが足音を響かせて近づいてくるみたい。心臓は破れそうなほどに、激しく胸を打っています。

　隊列が姿を現した。

　まずは華はなやかな楽隊。ついで長なが槍やりを担いだ兵士、短たん弓きゆう隊、長ちよう弓きゆう隊、投石隊と続いてゆく。どいつも、これ見よがしに着き飾かざってやがる。生意気だぞ！

「すごい数だな」

　横でカッピが唸うなっている。感心するんじゃない！

　それにたとえ何万という兵が隊列を組んでいようと関係ありません。私の目的はただ一人。

　窓から落ちそうになるほど身を乗り出し、食い入るように目を凝こらす。

　大通りを通り過ぎていく隊列はやがて騎き兵へい隊たいに。それまでの部隊も煌きらびやかに装よそおっていたが、花形である騎兵隊の前では霞かすんでしまう。それほど、その悪あく趣しゆ味みは飛び抜けています。

　金や銀で出来た鎧よろい、てんや狐の毛皮、孔く雀じやくの羽で飾かざった馬具。

　金を掛けても所しよ詮せんは賊ぞく軍ぐん。まるで似合っていません。

　そんな中、一ひと際きわ大きな歓声が上がり、心臓が大きく跳はねた。

　見つけた！

　騎兵隊の中央、周りの馬より一回り大きく逞たくましい黒くろ駒こまに跨またがる男。愛馬に負けぬその巨きよ体たいを固める黄金の鎧。禍まが々まがしい光を放つ金の兜かぶとの下からは、黒々とした髭ひげ面づらが覗く。

　間ま違ちがいありません。間違えるはずがありません。

　ドップ、ドップ、ドップ！

　窓枠を力の限り握り締しめました。そうしないと、いまにも叫さけび出しそうな自分を抑えられそうにありません。

　その顔、もう二度と忘れない。お前をこの手で殺すまでは！

　この目に、網もう膜まくに、脳のう髄ずいにその姿を刻む。

　そんな想おもいなど知るよしもない。ドップは丁度私達たちが息を潜める建物の前で、丸太のような腕うでを天に向かって突き上あげた。

　通りの歓声がそれに応こたえる。

　傭よう兵へい上がりの逆臣が！　王にでもなったつもりか！

　知らぬ間に涙なみだが頬を濡ぬらし、噛かみ締めた唇くちびるから血が流れた。

　果てしなく続くかに思えた時間。実際はあっという間。ドップは目の前を通り過ぎ、やがてその巨体も見えなくなりました。

「満足したか？」

　カッピの声に、私は目元を拭いながら頷く。

「じゃあ、そろそろ」

　パレードはまだ続いています。が、目的は達しました。これ以上見る必要などありません。もちろん、ここにいる理由も。

　旅立ちましょう。そして一刻も早くエルフトへ行くのです。あのドップを倒たおすために。

　その時、窓の外で再びの大きな歓声が立ち上りました。

　なにごとでしょう？

　見れば通りを一台の荷車が引かれていきます。冷たい鉄の柵さくで仕切られた移動監かん獄ごく。何の罪人かと目を向け、私は凍こおりつきました。カッピも言葉を失っているようです。

　中にいたのは一人の少女。囚しゆう人じん用のぼろ服を着せられ、足は素す足あし。木の枷かせを首と両手に嵌はめられ、自由を奪うばわれた体で蹲うずくまっています。その姿は断頭台で落ちてくる刃やいばを待っているかのよう。

　そしてその少女の顔は、私によく似ていました。




「ねぇ、どうだった？」

　新たに取った宿の一室。外から戻もどってきたカッピに詰つめ寄よります。カッピの顔色が心持ち青く見えます。

「街中は大おお騒さわぎだ。捕とらえられたのはエムール王国の正統後こう継けい者しや、エフ・エムール姫ひめ。間違いないそうだ」

「どういうことよ」

　間違いないわけありません。私は、エフ・エムールはここにいるのです！

「それだけじゃない。明日、街の中央広場で公開処しよ刑けいが行われる」

「公開処刑!?」

「ああ、もう広場には急造の処しよ刑けい台だいが設けられていた。街はその話題で持ちきりだ」

「ど、どうして……」

　思わず親指の爪つめを噛む。見つかったら、きっと母上に怒おこられるでしょうね。でも、いまはお許し下さい。

「落ち着け」

「どうやって落ち着くのよ！　あの子、きっと顔が似てたから間違えられたんだわ。どうしたらいいの？」

　なんと愚おろかな。多少似ているとはいえ、この私を他人と間違えるとは。品格、知性、気品、そして美び貌ぼう。どれ一つとっても他人に真ま似ね出来るわけありません。なのにどうして？

「間違われたわけじゃない」

「えっ？」

　カッピが突とつ然ぜん、不思議なことを言い出しました。でも、その口調は確信めいています。

「身代わりだ。マシュド陥かん落らくから十日余り。必死の捜そう索さくにも拘かかわらずエフ姫は、つまりお前のことだけど、捕つかまらない。焦あせったドップは身代わりを立てたんだ」

「身代わり？　じゃあ、わざとってこと？」

　カッピは首しゆ肯こうする。

「なんで？　どうして？　ありえない！」

「お前が生きている限り、エムール王国の血は途と切ぎれない。これだとドップはいつまで経たっても、裏切り者から抜け出せない。残党だって再興の望みを捨てず、抵てい抗こうを続けるだろう。とにかく具合が悪いんだ、お前が生きていると」

「でも、身代わりなんて……」

「本物か、偽にせ者ものかなんて問題じゃない。大事なのは、世にお前は死んだと思わせること。そのためにわざわざ公開処刑にするんだ」

「……」

　まさかと思いました。でも、あのドップならやりかねません。何より、それなら唯ゆい一いつ無む二にの私を他人と間違えた理由も説明がつきます。

　カッピが言ったことは正しい。私は確信しました。では、私は一体どうすればいいのでしょう？

「助けに行くぞ」

「えっ？」

「えっ、じゃない！　お前の身代わりにされたあの女、助けに行くんだ」

「助けても、お金もらえないよ？」

「知っとるわ、そんなこと！」

「……」

　言葉を失うとはこういうことなのですね。文字通り、私は言うべき言葉を失いました。感動のあまり。

　あのカッピが、人でなしで、ろくでなしで、甲か斐い性しようなし、わがままな、天上天下唯ゆい我が独どく尊そんのカッピが、進んで人を助けると言い出したのです。しかも無料で。

「なんか、出来の悪い雛ひな鳥どりがようやく飛べるようになった、その瞬しゆん間かんを見た想いだよ」

「意味が分からん」

「とにかくやろう、あの子を助けるんだ！　カッピの気が変わらないうちに」

「なんで、そんなにやる気なんだよ。まあ、その方が助かるけど。とにかく時間も人手も足りない。危険だけどエフにも手伝ってもらうからな」

「民たみの一人も助けられないで、王女が名乗れますかっての！　任せなさい！」

　私は力強く、自分の胸を叩たたいた。
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（まずい、まずい、非常にまずい）

　明日のイベントのためか、夜になっても人の往来は絶えなかった。その人込みを掻かき分わけ歩くカッピは焦っていた。

「おうおう、随ずい分ぶん慌あわててるじゃねえか」

　心の内を見み透すかしたかのように、肩かたに止まったムニンが耳元に話しかけてくる。

「慌あわててるし、焦ってる。まさか、こんな手でくるとは。あの脳筋ドップが」

　熊くまのような髭面が脳のう裏りに浮うかぶ。

「誰か、頭の切れる奴がついたんじゃねえのか？」

　ムニンの言葉を、カッピは少しのあいだ反はん芻すうする。が、すぐに止やめた。

「そうかもしれない。でも、それを考えるのは後回しだ。いまはこのピンチを切きり抜けないと」

「ハハハッ、ピンチなんだ、今」

「ピンチだよ！」

　つい声が大きくなった。周りの目がカッピに集まる。耳が熱くなるのを感じながら、顔を伏ふせ、足早にその場を立ち去る。

「そんなにまずいのか？　あの偽にせのお嬢じようちゃんが殺されるのは」

「ああ、最悪だ。もし処刑が実行されたら、世間的にエフは死んだことになる。後からどれだけ、ここにいるのが本物だと言っても、世間は信じない。どうせ偽者、嘘だとしか考えない。最初に強きよう烈れつなインパクトを与える情報は、後から覆くつがえすのが難しいんだ」

　そうなればエフの商品価値は消しよう滅めつする。

　現にいまの段階で、エフをドップに売りつけるのは不可能になった。

　ここまで大規模に宣伝した以上、ドップはあの女が偽者だとは決して認めない。逆に本物を連れて行った日には、賞金どころか秘密を知っている者としてカッピまで殺されかねない。

「じゃあ、どうする。エルフトの王国再建派に売るのか？」

「もうそれしかない」

　それにしても、処刑が済んでからでは遅おそい。エフを擁よう立りつしても、やはり世間が信じなくなるから。それでは意味がない。

　商品価値、大暴落。奇き貨かがただのゴミになる。

「もっと現実的な問題もある」

「現実的な問題？」

　カラスのくせに鸚おう鵡む返がえしで聞き返してくるムニン。こんな時にくだらないことを考えている自分に頬が引きつる。

「懸賞金を当て込んでたから、エミーでかなり金を使った。このままではツケにまわした分が払えない。破産だ」

「……」

　ムニンですら黙だまり込んでしまった。

　皮算用もいい所だ。師し匠しように知れたらよくて破門。虫の居所が悪けりゃ……、考えただけで首筋が寒くなる。

「とにかく公開処刑はぶっ潰つぶす！　そしてツケ踏ふみ倒して、エルフトまでエフを売りに行く。もうそれしかない！」

　やるしかない。人間追い込まれたら、あとは開き直るだけだ。

　自分に気合を入れつつ、カッピは目的の場所へと急いだ。




「え～っ、嘘だろ！」

　手て渡わたされた紙を見たカッピの絶ぜつ叫きようが暗い店内に響いた。

「そんなもんだよ、お客さん。むしろお客さんここ初めてだろ？　だから、多少色つけてあるくらいさ」

　細長いカウンターの向こうから、店主の気だるげな声が返ってくる。

「いや、でも……」

　エミー中を駆かけ回って、ようやく見つけた『がらくた』屋。カッピはこれまでの旅で手に入れた『がらくた』二十点あまりをそこに持ち込んだ。鑑かん定ていと換かん金きんのためだ。

　その結果が、いま手元にある紙の上。ずらりと並んだ品名、その隣に鑑定結果と買取額。

　当然、問題はその買取額なのだが……。

「いやいや、幾いくらなんでも叩きすぎだよ。『がらくた』とはいえ、この【アンドヴァラナウトの指輪】なんて、とある王国の宝物庫から出てきたんだ。銅貨五十枚なんてことはないよ」

　これでは銀貨一枚得るにも指輪が二つ、金貨なら一枚に指輪二十個も必要な計算になる。ぼったくりもいい所だ。

　だが、店主は太い首をゆるゆると横に振ふる。

「等級が低すぎる。そいつは四等級、下から二番目だ。せめて二等級以上であれば、それなりの金額出せるんだけどね」

　ちなみに『がらくた』の中にも等級という物が存在し、等級が若いほど本物に近い。つまり効力が大きい。当然、高値で売れる。

「四等級……」

「嫌いやなら無理にとは言わないよ。別の店に持っていけばいい。ただ、この国に『がらくた』屋は他にないけれどね。どうする？」

　カッピは渋しぶ々しぶ、買取の契けい約やく書しよにサインした。

　無事買取出来たからなのか、カッピが目に見えて凹へこんだからなのか。店主は声を少し和やわらげた。

「まあ、環かん境きようも悪い。発はつ祥しようの地である北や、日進月歩の東や西に比べると、ここら南の国は魔法が浸しん透とうしてないからね。魔法の道具と言っても、みんなピンとこない。需じゆ要ようも伸びないから、当然価格も上がらない。仕方ないことさ」

「そんなに広まっていないの？」

「ああ。それに存在は知ってても、積極的に使おうという奴はなかなかいない。魔法に対する不ふ審しんや警けい戒かい、民族の気質なんかもある。ほら、南の人間は保守的だから」

　店主の言葉にカッピは、なるほどと頷く。

「まあ、そんなわけだ。本物ならまだしも、『がらくた』で儲もうけるにはここらは厳しいよ。うちも商売上がったりだよ」

　そう言いながら、店主は買い取った『がらくた』を棚たなに仕し舞まっていく。その太い首で金の鎖くさりが揺れていた。商しよう品ひん棚だなを見れば、かなり吹ふっ掛かけた値段がついた『がらくた』が並んでいる。なかなかの商人だ。

「ちなみに本物の『神々の遺産』だったら、幾らで買い取ってくれるの？」

「それが何かにもよるけど、まあ金貨千枚は下らんだろうなあ」

　カッピの問いに、店主は笑って答えた。冗談、と捉とらえたようだ。

　安いな、と思いながら、カッピはもう一度ムニンを見る。

「なんだよ、その目は！」

「心配するな。お前を売り飛ばそうなんて、これっぽっちも思ってないから。……今の所は」

「余計、怖こわいわ！」

　ムニンは涙目で吠ほえていた。

「ところでおじさん、もう一つ聞きたいことがあるんだけど」

「うん？　まだ何かあるのかい」

　せわしなく動かしていた手を止め、店主が振り返かえる。

「領収書って貰もらえます？」

　棚に並んでいた小さな酒さか樽だるを手にしながら、カッピはにっこりと微笑ほほえんだ。

〔領収書〕


（商品名）　『がらくた』【へぼ詩人の蜂はち蜜みつ酒（小こ樽たる）】　三等級　銀貨一枚




〈商品説明〉飲むととっても気分がよくなり、思わずへたな詩を




詠よみたくなる蜂蜜酒。コップ一いつ杯ぱいで記き憶おくがなくなる

ほど酔よえるが、二日ふつか酔よいが酷ひどい。飲みすぎ注意！

樽たるが破損しない限り、中身が尽つきることはない。







『がらくた』【タングリスニルの後足】　四等級　銅貨五十枚




〈商品説明〉雷らい神じんトールの戦車を引く山や羊ぎの後足の骨付き肉。




肉を食べ、骨だけになっても翌日には再生する。

ただし骨を破損すると再生しなくなる。

等級が低いほど肉質は悪くなる。塩しお茹ゆでがお勧すすめ。







合計　銀貨一枚＋銅貨五十枚（銅貨百五十枚）







『がらくた』屋　エミー支店










☂



　経済都市エミーの真ん中に位置する中央広場。

　普段であれば賑やかな市民の憩いこいの場が、いまは物々しい雰ふん囲い気きに包まれている。

　かがり火が盛大に焚たかれ、十数人の武装した兵士が警備に当たっていた。広場にある舞台の上には即そく席せきの処刑台。すべては明日行われる公開処刑のためだ。

「上手くやれよ」

「うるさいわね。あんたこそ、正体ばれないようにね」

「お前ら、そこでなにしてる！」

　夜の静せい寂じやくを破る叫び。何事か、と警備に当たっていた他の兵士達も集まってくる。手にした松明たいまつの灯あかりに照らし出されたのは二人の少女。

　兵士達の間に張はり詰めていた空気が緩ゆるむ。

「あの、私達近くの酒場の者です。主人からの差し入れを持ってきました」

　そう言ったのは銀ぎん髪ぱつ、色白の少女。人種の坩堝たるこの街で白い肌は珍めずらしくないが、それにしても白い。北から売られてきた奴ど隷れいなのだろう。確かに手には酒樽を持っている。もう一人の少女は、こちらは見慣れた黒い肌で赤い瞳ひとみが印象的だ。ただ、ベールをしているので顔まではよく見えない。つまみらしき料理の入った籠かごを持っている。

「蜂蜜酒です。一人一杯ずつですが、どうぞ召し上がって下さい」

「それはありがたい。だが、そんな小さな樽で、全員に行いき渡るか？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　そう微笑むと少女は端はしの欠けた杯さかずきに酒を注いだ。酒は次々に兵士達に配られる。不思議なことに樽の酒は一向に尽きる気配がない。やがて、すべての兵士達に酒が行き渡った。非常に上手い酒だった。

　のちに彼かれらはその夜の出来事を訊きかれることになるが、誰だれ一人ひとりそれ以降何があったのか、覚えている者はいなかった。








[image: ]



　公開処刑当日。

　二日続けての珍しいイベント。執しつ行こうされるのは夕刻からにも拘らず、昼過ぎには詰め掛けた群集が二重、三重に広場を取り囲んでいた。

　そして日は傾く。

　広場を一望出来る場所に設けられた特別席。ドップが巨きよ体たいを揺ゆらして姿を見せると、ざわついていた広場が一いつ瞬しゆんで静まった。

　その様子に満足しながら、ドップは用意された椅い子すに腰こしを下ろす。マシュドからわざわざ運ばせた玉座だ。まだ作り直していないため、やはりケツが痛い。

　時を同じくして、空に打ち上げられる狼煙のろし。宴の始まりだ。

　屈くつ強きような兵士に挟はさまれ、一人の少女が広場へと入ってくる。再び群集は歓声を取とり戻し、興奮は一気に最高潮へ。

　ほとんどの者がその顔を知らない。だが、その名を知らぬ者はいない。

　少女の名はエフ・エムール。エムール王国の王女にして、最後の生き残り。

　興奮の叫びと同情の嘆きの中、広場中央に設置された処刑台へと少女は登り始める。

　首と手に枷を嵌められ、美しい顔は憔しよう悴すいしていた。髪かみが白いターバンで包まれているのは、断頭の刃が髪で滑すべらないようにするため。彼かの女じよが死し刑けい囚しゆうである証しよう拠こ。

　少女が台に登ると、一人の兵士がその罪状を読み上げる。ただ、それに何の意味もないことは、ここにいるすべての者が知っていた。

　すべての形式的な儀ぎ式しきが終わり、少女の枷が外される。束つかの間ま取とり戻した自由。彼女は跪ひざまずき、東に向かって手を組み、頭こうべを垂れた。その方角になんの意味があるのか、その祈いのりがどんなものであるか、誰だれにも分からない。

　やがて少女の隣に筋骨逞しい兵士が立つ。その手には巨きよ大だいな斧おの。

　処刑台に少女と首切り人だけが取り残された。

　ゆっくりと振り上げられる斧。

　喧けん騒そうが遠のき、あたりから物音一つ消きえ失うせる。

　訪おとずれた静寂の中、すべての視線が少女に注がれた。

　ドップも玉座から身を乗り出し、舞台を凝ぎよう視し。肘ひじ掛かけを握にぎる手に、自然と力が入る。

　そして、その時を待つ。

　一拍ぱくの間を置き、斧が振り下おろされる。

　まさにその瞬間、静寂は意外な形で破られた。

　どこから迷い込んだのか、一羽のワタリガラスが羽音も高く、振り上げられた斧に舞まい降おりる。驚おどろく首切り人や群集をよそに、カラスは歌い出す。





哀あわれ、哀れ、

囚とらわれの少女は偽の姫

哀れ、哀れ、

問われる罪状は偽いつわりの罪

哀れ、哀れ、

露つゆと消えるは名もなき少女






　カラスが歌うたび、会場がどよめく。それはもちろん、歌うカラスの珍しさのためばかりではない。

「何をしているか！　早く追おい払え！」

　ドップの怒ど号ごうがざわめきを切り裂さく。その顔は怒いかりで真っ赤に染まっていた。

　血相を変えた兵士達が、慌ててカラスに跳とびかかる。だがカラスはあっちにひらり、こっちにひらり。兵士達を馬ば鹿かにするかのように逃にげ回る。

　その間もカラスは歌う。





困った、困った

本物の姫さまいずこへ行った

困った、困った

見つからない　捕まらない　本物の姫

困った、困った

身代わり　替かえ玉だま　偽りの姫






　カラスと兵士の追いかけっこは終わらない。

「おい、あの女の子は偽者なのか？」

「本当に姫さまなのか？」

　処刑台で滑こつ稽けいな見世物が続く間に、あちらこちらから疑問のざわめきが起こる。ざわめきは次第に大きくなっていく。ちらり、ちらりとドップを見る群衆の目に、疑いの色が混じりだす。

「静まれ、静まらんか！」

　警護そっちのけで騒さわぎを鎮しずめようと躍やつ起きになる兵士達。その姿が疑ぎ惑わくをより確信へと近づける。

　広場は騒そう然ぜんとしてきた。

　やがて、追いかけっこにも飽あきたのか、カラスは群集の頭上をぐるりと一回り。その中にいた一人の男の肩にとまる。

　驚く人々を掻き分け、その男は広場中央へと進み出る。

　ドップは目を細め、その姿を窺うかがう。

　異様な風ふう体ていだ。
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　青い外がい套とうが体をすっぽりと覆おおい、つばの広い三角帽ぼう子しを被かぶっている。帽子は目深く、その表情を隠かくす。顎あごからは灰色の長い髭ひげを生やし、右手には羊飼いの如き杖つえ。左手にはランタンをかざしている。そして肩には例のカラスがとまっていた。

　男は兵士達の間を縫ぬうようにすり抜ぬけ、処刑台へと近づく。

　雰囲気に飲まれたのか、戸と惑まどったのか、兵士達は固まって動こうとしない。

　だが、百ひやく戦せん錬れん磨まのドップはこの程度で臆おくしたりしない。

「曲くせ者ものだ、捕まえろ！」

　短く、鋭するどく、命令を飛ばす。

　弾はじかれるように動き出した他の兵士が男を囲む。

「静まれ！」

　一いつ喝かつ。男の声は意外に若い。

「我は大神よりの使いである。我の道を阻はばむ者は、その怒りに触ふれると心得よ！」

　そう叫ぶや、男は真まっ直すぐ腕を伸のばし、天を指差す。

　青く晴れていた空、俄にわかに掻き曇くもる。

　どこからか湧わいてきた黒くぶ厚い雲が、沈しずみかけていた太陽を覆い隠す。どよめきが広がる間に、辺り一面を夜の如き闇やみが包つつみ込む。湿しめった風に、雨の匂におい。雲間を閃せん光こうが走り、雷らい鳴めいが轟とどろく。

　あまりの急変に、誰もが驚き、肝きもを潰した。もう誰も男の行く手を阻む者はない。

　男は悠ゆう々ゆうと処刑台に登った。

「ひっ、ひっーーー！」

　台の上にいた首切り人が斧を放ほうり出して退場。舞ぶ台たいには謎なぞの男と少女が残された。

　いまだ座すわり込んだままの少女は、傍かたわらに立つ男を怯おびえた目で見上げている。その顔に一いち瞥べつ投げかけてから、男はある方向に目を向けた。

　あろうことか、ドップに向かって。

（幻げん術じゆつの類たぐいか？）

　ドップは男の視線を受け止め、ゆっくりと玉座に座り直す。それから涼すずしい顔で睨にらみ返した。

　静かな睨みあい。

　先に口を開いたのは処刑台に立つ男。

「大神の命により、この少女は私が預かる」

　そう言うや、男は少女を抱だき起おこし、外套を翻ひるがえす。外套が少女の体を余さず包み込む。まるで男の体の中に、少女が飲み込まれてしまったかの様だ。

「ドップよ、拾って貰った恩を忘れ、主君たる王を殺し、いままた自分の利益のために罪なき少女を生いけ贄にえにしようとする。天をも恐おそれぬその悪行が、いずれおまえ自身の身を滅ほろぼすと知れ」

　決して大声を張り上げているわけではない。だが不思議と男の声は、誰の耳にもはっきりと聞こえた。

　そしてもう一度男が外套を翻した時、誰もが息を呑のんだ。あるべきはずの少女の姿が、そこにはない。すべての視線から切り離はなされていた僅わずかな時間。その間に少女の姿は煙けむりの如く掻かき消えた。

　遅おくれて歓声が上がる。はっきりとした恐れをたっぷりと含ふくんで。

　その場にいる誰もが、男を大神の使いだと疑わなくなっていた。その言葉を神の意思だと信じた。

　ただ一人を除いて。

「フフフ、フハハハハー！」

　呵か呵か大たい笑しよう。いきなりドップは笑い出だす。歓声と雷鳴をも塗ぬり潰して。

　笑い続けながらドップはゆっくりと、その巨体を立ち上げる。まるで壁かべがそそり立つかのように。

　歓声は止み、全員がドップを仰あおぎ見みる。

「どこの手の者かは敢あえて問わん。このドップの前で、小こ賢ざかしい猿さる芝しば居いをする勇気は褒めてやろう。だが、みな騙だまされるな。こやつは大神の使いなどではない。すべてただのまやかし。見よ！」

　叫ぶや大たい剣けんを腰から引ひき抜く。

「ハッ！」

　気合諸もろ共とも、天に向かって剣を振り下ろす。

　カッ！

　一ひと条すじの光が走るや、天が真っ二つに割れた。あっと声を漏もらす間に、厚く空を覆っていた黒雲は雲うん散さん霧む消しよう。気づけば赤みを帯びた空が広がっていた。

　唖あ然ぜんとする群衆に向け、ドップは自らの力を誇こ示じするかのように吠えた。

「見たか、すべてまやかしよ！　この程度のことで、ドップ様を騙し通せるとでも思ったのか！」

　それから処刑台の男に目を向ける。

「痴しれ者ものよ、褒ほう美びをくれてやる。勇気あるなら近こうよれ」

　二度三度と手招き。静まる群衆。佇たたずむ男。

　やがて導かれるように、男の足が一歩前に出る。

「これが褒美だ、受け取れ！」

　ドップは手にしていた剣を、男目め掛がけて投げつける。

　唸りを上げる白はく刃じん。狙ねらい誤たず、刃は閃光となって男の首を刎はね飛とばす。

　立ち上る驚きと悲鳴。

　異変が起きたのは、その直後。首から上を失くした男の体が、傷口から濛もう々もうと黒こく煙えんを吐はき出した。

　煙はすぐに広場一帯を包み始める。

「ぎゃあああああ！」

　あちこちで悲鳴が上がり、観衆が一いつ斉せいに逃げ出す。会場は瞬またたく間まに混乱に陥おちいる。

「静まれ、静まらんか！」

　ドップがあらん限りの声を張り上げるが、ドップの咆ほう哮こうをもってしても混乱は収まらない。群集は蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。

　やがて、煙はドップのいる最上段にも迫せまってくる。それに従い、異い臭しゆうが鼻を突つく。

（チッ、毒か）

　悔くやしさに舌を打つ。ドップは全員に広場からの非難を命じた。
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　深夜。

　昼間の騒そう動どうが嘘うそのように静まり返った広場。群集の姿はとっくに消え去り、人っ子一人いない。煙に毒が含まれていた可能性を考こう慮りよして、いまは全面立入禁止になっている。

　広い広場の中、忘れられたかのように、処刑台だけがぽつりと取り残されていた。

　やがて闇の一部が動く。一羽のワタリガラスが、処刑台に舞い降りた。暫しばらく何かを探すように台の上をウロウロした後、嘴くちばしで床ゆかを三度叩く。

　ガコッ。

　床の一部が沈み込む。再び床が元に戻った時、その上には二人の少女と、一人の少年が乗っていた。二人の少女の顔はとてもよく似ている。

「なんで舞台の下に部屋みたいな仕し掛かけがあるのよ」

「だから言ったろ、この舞台には〝奈な落らく〟があるって」

　仕掛けは簡単。あの舞台には床の一部を上下させる〝奈落〟と呼ばれる装置がある。その〝奈落〟の中に、前夜からエフを潜もぐり込ませておいた。

　あとは当日、外套を着たカッピが現れ、台に上がる。〝奈落〟の位置を確かく認にんして、その近くで外套を使い衆目の目から少女を切り離す。同時に床を鳴らし、床ゆか下したのエフに合図を送る。エフは装置を作動させ、少女を床下に引きずり込む。その後、床は元に戻す。この作業をカッピが着たマントの中でやる。

　カッピが何食わぬ顔で、マントを翻した時には少女消失が完成しているというわけだ。

　仕上げは煙えん幕まくの中で、もう一度〝奈落〟を動かし、カッピも床下に潜る。

「上う手まくいったわね」

「ヒヤヒヤだったけど」

　実際、紙かみ一ひと重えの作戦。上手くいったのは運がよかった。

「さてと」

　カッピは立ち上がり、もう一人の少女の方を見る。床に座り込んだままの少女は困こん惑わくに目を泳がす。

　その様子にカッピはにやりと笑う。

「さて、お嬢さん。悪いけど少しの間、化けてもらうよ」
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　今朝の目覚めは最悪だった。いや昨晩は一いつ睡すいだにしていない。出来なかった。

　前日にとんでもない赤あかっ恥ぱじをかいたのだ。無理もない。

　目の前で処刑するはずの姫に逃げられるなど、前ぜん代だい未み聞もんの大失態。

　部下の不ふ甲が斐いなさに憤いきどおると共に、怒りは自身にも向けられる。

「広場に充じゆう満まんした煙ですが、毒は含まれていませんでした。異臭は煙に含まれていた硫い黄おうが原因のようです」

　前に立つ黒衣の預言者が、淡たん々たんと事実だけを報告する。

　ドップは大きく顔をゆがめた。充満する煙に毒が含まれている。そう思い、避ひ難なん命令を出した。その判断が間ま違ちがっていたとは思わないが、事実を聞いた後では間ま抜ぬけ以外の何者でもない。

「姫の、いや、偽者の行方ゆくえは？」

「依然、発見出来ておりません」

　ドップは鋭く舌を鳴らす。

「一体、どうやって連れ去ったのだ。まさか本当に消したわけでもあるまい」

「それについて一つ情報が。処刑台の警護をしていた兵士達たちの話では、前夜遅く近所の酒場から差し入れがあったそうです。二人の少女が酒とつまみを兵士達に配って回っていたとか。たらふく飲み食いした兵士達は、それから朝までのことを何も覚えていないそうです」

「それがどうしたというのだ？」

「いえ、別に」

「？」

　ドップは首を傾かしげるが、預言者はそれ以上何も言わなかった。

「無む駄だば話なしをしている暇ひまがあるなら、さっさと下手人を捕まえろ！　やはりエルフトの残党共の仕し業わざなのか？」

「おそらくは。既すでに城外に逃とう走そうしたと思われます。朝から強化している城外への検問ですが、時間と労力の無む駄だかと。すぐに解除しましょう。カワウソを連れた少年達が困るといけません」

「また何をわけの分からんこと……、お前笑っているのか？」

「いえ」

　まただ。目ま深ぶかに被ったフードから覗のぞく口元が上がったように見えた。気のせいかもしれないが、なぜか気味が悪い。

　だが預言者の言う通り、すでに城外へ逃げられたのでは検問を強化しても意味がない。

「どうする、追うか？」

「おそらく無駄でしょう。実行部隊とは別に、逃走ルートを確保する部隊もいたはずです。この辺りをまだウロウロしているとは思えません」

「だろうな」

　悔しいが同意せざるを得ない。

「困りましたね」

　黒衣の預言者があからさまにため息をつく。その割にちっとも困っているように見えないのはいつものこと。

（嫌な奴やつだ）

　言われなくても思おも惑わくが外れたのは重々承知している。

　世間から見れば、エフ姫ひめは生きている。しかも再建派によって救出されたように見えるはずだ。期待したのとまったく逆の結果。

　こうなると公表したのがあだとなる。

　まさか、いまさらあれは偽者でしたとは言えない。

　なんとか手を打たねば。

「このままではエルフトの残党共が息を吹き返す。ほうってはおけん。何か手はないか」

　結局、頼たよるのはこの預言者しかいない。そのために、こんな朝早くから呼び出したのだ。

「時間を与あたえないことです。息を吹き返す前に叩く。火事は小ぼ火やのうちに消してしまうのが一番かと」

　預言者の冷たい声に操あやつられるように、ドップは大きく頷うなずいた。
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　事件から一夜が明けた朝、北門の検問所。

　昨日の騒動のためか、今日の検問はいつも以上にピリピリしていた。

　いまも二人の少年が役人の検問を受けている。一人はチョコレート色の肌はだに銀髪。もう一人は随ずい分ぶんと色が白い。なんとも奇き妙みような取り合わせだ。

「どこへ行くんだ？」

「エルフト近くにある村です」

「あそこはまだ賊ぞくがいるから気をつけろよ。荷物はそれだけか？」

「誰が賊、むごごご！」

「はい、そうです」

　銀髪の少年の口を押さえ、色の白い少年が答える。

「そうか。うん？　それはなんだ？」

「ああ、これは旅の連れです」

　鞄かばんからひょっこり顔を出しているのは、まだ若いカワウソ。落ち着きなくキョロキョロとしている。

「ふ～ん、旅の連れねえ。よし、行っていいぞ」

「ありがとうございます」

　白い肌の少年は慇いん懃ぎんに頭を下げて、城門をくぐる。その後を追って銀髪の少年も兵士達の前を通り過ぎていく。

「ふん、ご苦労……です」




　エミーの北門から伸びる街かい道どう。城門の姿が大分小さくなった所で、我が慢まんが出来なくなったのかエフが声を上げる。

「よっしゃあ！　城門突とつ破ぱ！」

「ああ、上手くいった」

　エフの様子に苦笑いしつつも、カッピもほっと安あん堵どの息をつく。

　それから鞄を開け、中のカワウソを慎しん重ちように外へ出してやる。不安なのか、動きに落ち着きがない。

「よしよし、すぐ元に戻もどしてやるからな」

　カッピが解除の呪じゆ文もんを口にするや、カワウソは見る間にその姿を変えた。

「驚き。そんなことも出来るんだ」

「まあね」

　カッピとエフは並んで、呆ぼう然ぜんと地べたにへたり込む少女を見下ろした。







第五章
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「姫さま。どうぞ」

「うん。じゃあ、さっそく。熱っ！　ルシカ、これまだ熱い。冷まして～」

「ああ、申し訳ありません、姫さま。私の不注意で、姫さまに熱い思いをさせてしまいました。すぐにお冷ましします」

「……」

　フーフー。

「さあ、もう大丈夫です」

「ルシカ、食べさせて」

「はい、かしこまりました。では姫さま、あ～んでございます」

「あ～ん。もぐもぐ。うん、今度は丁度いい。偉えらいわ、ルシカ」

　エフはルシカの頭をなでる。

「えへへっ、ありがとうございます」

「……」

「ちょっと、カッピ。あんた、何見てるのよ」

「あっ、いや別に」

　エフに睨まれ、カッピは慌あわてて視線を逸そらす。

　外見は美しい二人の女が身を寄せ合って、あ～んだのなんだのやっている。出来るだけ見ないようにしているが、声は耳に届く。顔が熱くなり、つい目が向いてしまう。すると見てはいけない物を覗き見したようで、罪悪感すら感じる。かと言って、女同士の会話に入り込むことも出来ない。どうにも具合が悪い。

「カッカッカ、お子様のカッピには、まだ刺し激げきが強いみたいだな」

　ムニンが無ぶ遠えん慮りよに笑っていた。

　カッピ達は無事エミーを脱だつ出しゆつ。エルフトへ向かう旅も順調に進んでいた。

　心配していたエミーからの追手もなく、エフの足も少しは旅慣れてきた。何よりルシカが陰かげ日向ひなたとなく、エフの面めん倒どうを見てくれる。それだけでカッピは大助かりだ。

　ルシカ・イラーハ。

　エミーで助けた、エフそっくりの少女。そっくりと言っても、年ねん齢れいはエフより一つ二つ上で、性格は穏おだやかで大人びていた。外見にしても顔は似ているが、髪の長さや艶つや、肌の滑なめらかさなどよく見れば違ちがいが見て取れる。特に体のある一部にはハッキリとした差がある。平らなのか、盛り上がっているのか。
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「あんた、またなんか失礼なことを考えていない？」

「いいえ別に」

　話を聞けばルシカはエムール王国の貧しい村の生まれ。幼い時に食くい扶ぶ持ちを減らす目的で人買いに売られたという。

　エフは国で人買いが行われていることに驚き、憤ふん慨がいしていたが、珍しくもない話だ。

　その後、奴隷として何人かの手を渡わたったルシカは、ある日全身を黒衣で包んだ人物に引き取られる。そして気付いた時には、処しよ刑けい台だいの上だった。

「助けて頂きありがとうございました。ですが、私には何もお返しする物がありません。また帰る所もありません。もし旅にお供させて頂けるなら、身を粉にしてでもご恩に報むくいるつもりです」

　その申し出をエフは喜び、カッピは嫌いやがった。結局、エフに押おし切きられる形でここまで連れて来たが、結果は正解だった。エフはルシカによく懐なついた。時折、というか四六時中甘あまえている。親鳥にエサをねだる雛ひな鳥どり、或あるいは母はは猫ねこにじゃれる子こ猫ねこだ。もっとも、子猫の方が偉そうなのが問題だが。
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　父上母上、旅はいよいよエルフトへ向かう行程です。

　そうそう、旅の供が一人増えました。ルシカといいます。ルシカはとてもよい子です。よく気付き、よく働きます。カッピとは大おお違ちがい。並んで座っているのを見ると、ついため息が出ます。どうしてここまで違うのか、ハア。

　少し話が逸れてしまいました。そうそうルシカの話でしたね。ルシカは私によく懐き、時折甘えてもきます。まるで母猫に擦すり寄よってくる子猫のよう。可愛かわいい奴です。

　ですが、可愛いというのも困り物。

　このルシカ、私に顔立ちが少し似ています。それだけでどれだけ美人か分かって頂けるでしょう。美しい物には、多くの虫が寄ってきます。

　あろうことか、もうカッピが色目を向けているのです。私とルシカが喋しやべっていると、赤い顔でちらり、ちらりとこちらを盗ぬすみ見しています。あの目は絶対、獲え物ものを狙うケモノの目。あいつ自分の正体を狼おおかみだなんて言ってましたが、そういう方面での狼だったのですね。ようやく納なつ得とくがいきました。

　きっと私が高たか嶺ねの花はなで、手が届かない存在とようやく分かったのです。だから、私に似たルシカを狙っているに違いありません。そうです。絶対そうです。それとも何？　胸か、胸なのか？　そんなにデカい乳がいいのか！

　…………失礼しました。つい取り乱してしまいました。ですが母上、エフは恨うらみます。どうしてもう少し胸が大きくなるように生んで頂けなかったのでしょうか？

　とにかくもうすぐエルフトです。ポルが待っています。

　自然と会話にもポルの名が多く出てくるようになりました。私は何度もポルの英えい雄ゆう譚たんを話して聞かせているのです。ルシカは喜びますが、カッピは、あいつはなぜかポルの話をすると不ふ機き嫌げんになります。なぜでしょう？
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　カッピはエルフトからエミーへと続く道の上を歩いていた。その様子を表現するなら、やはりトボトボが一番しっくりくるだろう。

　顔にまるで覇は気きがなく、魂たましいを抜かれたかのようだ。

「おいカッピ、いつまでも落ち込んでないでしっかりしろよ」

　ムニンが何度声をかけても上の空、或いは気のない返事を繰くり返かえすばかり。

　いまどの辺りなのか、エルフトを出て何日目になるのか、朝夕の食事はどうしたのか。何も覚えていない。いまカッピの頭の中にあるのはただ一つ。

「エルフトなんか行くんじゃなかった！」

　その一言である。




　北の防衛都市エルフトに着いたのは、エミーを出てから八日目の夕暮れ。そのエルフトでは二つの衝しよう撃げき的てき事実がカッピを待っていた。

　街に入るや宿を取るより先に、エフは真っ直ぐポル・ルークの屋敷へ向かった。

「ポルにエフが、エフ・エムールが来たと伝えなさい」

　エフは鷹おう揚ような態度で、怪け訝げんな顔をする門番に取次ぎを命じる。見ているこっちがハラハラした。

　困惑しながらも門番がエフに押し付けられた短剣を持って中に消えてから数分、一人の女が文字通り飛び出してきた。

「姫！」

　言うが早いか、並んでいたルシカには目もくれず、エフを抱きすくめた。エフの体は完全に宙に浮き、右へ左へと振ふり回される。

　小こ柄がらな女とはいえ人一人を軽々と持ち上げるその力と、正確にエフを見分けた眼力にカッピは驚く。余程、エフに近い人物に違いない。乳う母ばか、守り役かと思った瞬しゆん間かん、

「ポル、会いたかった！」

　エフの一言がカッピの後頭部を強打。ようやくカッピは自分が大きな勘かん違ちがいをしていたことに気付く。

（ポル・ルークは、女？）

　そういえば旅の途と中ちゆうに聞いた噂うわさに、性別は出てこなかった。王国一の勇者というからてっきり男だとばかり思っていた。

（なのに僕ぼくは……）

　思わず顔を覆いたくなる気分だった。

　これが一つ目の衝撃的事実。

　これだけなら笑い話ですむ。問題はその二日後。

　その日カッピはポル・ルークから呼び出しを受けた。いよいよ来たかと、躍おどる気持ちは抑えようとして抑えきれず。浮き立つ気分に足取りも軽く、屋敷へと飛んで行った。

　周囲には三、四日滞たい在ざいしたら、また旅に出ると告げてある。それをふまえて、このタイミングでの呼び出し。恩賞、褒美、報ほう酬しゆう。呼び方は何でもいい。間違いなく金が貰える。

　エフ姫を救出し、ここまで連れて来た恩人としてこの二日、カッピは下にも置かぬもてなしを受けてきた。間違いなく感謝されている。そして経済都市エミーとは比べようもないが、エルフトだって立派な都市だ。それなりの貯たくわえはあるはず。

　期待出来る。

　だから、ポルが予想通り褒美の話を始めた時は、飛び上がって喜びたい気分だった。

　いえいえ、褒美なんてとんでもない。僕は当たり前のことをしたまで。えっ、そうですか。そこまで言われるなら、などと心にもない謙けん遜そんと茶番を演じた後、ポル自ら差し出す布ぬの袋ぶくろを受け取る。

　天にも昇のぼるような気分。それがその瞬間、一気に萎しぼんだ。

　軽っ！

　まさか、という思いと不吉な予感。ハッと見たポルの顔は苦しげに歪ゆがんでいた。何か言うよりも先に、ポルが申し訳なさそうに口を開いた。

「あなたはエムール王国を救った救世主と言っても過言ではない。本来なら然しかるべき金額をお支払いしたい。だが、反乱軍がいつ攻めて来るか分からない状じよう況きよう。まことに言い難いが武器や食料に貯えを費やし、いまはそれが精せい一いつ杯ぱいなのだ。どうか許されよ」

　ただ我々の感謝の気持ちに嘘はない、とポルは締めくくった。

　いやいや、感謝ってのは形で示すもんだろうが！　ふざけんな、宝物庫を見せろ！　と怒ど鳴なりたいのを必死で堪こらえた。

　ポルが嘘を言っている様には見えない。本当に宝物庫を見せて貰もらったとしても、中は空っぽに違いない。

　ない物は出せない。世の中の常識。

　我に返ったカッピは慌てて、袋ふくろの口を解き、中身を掌てのひらにあける。零こぼれて来た金貨を急いで数えた。

　…………二十枚。

「結局、振り出しに戻ったわけだな」

「ねああああああああ！」

　ムニンの言葉に、カッピは天に向かって吠ほえた。

　振り出しなものか。これまで費やした日数、旅の経費などを考えたら立派な赤字だ。

　これが叫ばずにいられるか。これが泣かずにいられるか。

　唖然とするカッピを心配しながら、ポルが続けた言葉が蘇よみがえる。

「それとこれは姫さまからの頼みなのだが……」

（……エフの馬ば鹿か野や郎ろうが）

　思い出し、カッピの胸がズキリと痛んだ。

「なあカッピ、変だと思わないか」

「変に決まってる。金は天下の回り物のはずだ。それなのになぜ僕のもとには回ってこない。絶対変だ」

「そうじゃない。なんか地平線が揺ゆれてないか？」

「ああん」

　自や棄け気味に顔を上げ、言われるまま地平線を見た。

　この辺りは遮さえぎる物なく、荒こう野やが広がっている。だから、はっきりと地平線が見えた。

　最初は見間違いだと思った。次に涙なみだで視界が滲にじんでいるだけかとも考えた。

　だが違う。遥はるか遠くに見えるはずの地平線が確かに黒くうねっている。

「ムニン！」

　肩かたにとまっていたムニンを空へ放ち、カッピも走る。

　出来るだけ周りより高く、辺りが見渡せる場所。運よく荒野にポツリと浮うかぶ岩山を見つけた。何度も滑りながらよじ登る。

　そこから見た光景は、カッピを愕がく然ぜんとさせた。

　大地が黒く塗り潰されていた。

「カッピ、すげえ数だ。とんでもない数の人間共がこっちに向かってる。ありゃなんだ？」

　頭上でムニンが怒鳴っている。

「ドップだ。ドップがエルフトに向かってるんだ」

　ドップの軍勢は将軍から一兵卒まで、軍装を黒で揃そろえている。頭の先から爪つま先さきまで真っ黒。傍はたから見るとその様子は異様だ。どの戦場でも、どの部隊よりも目立つ。見間違いようがない。

　だが、なんという数だ。ほぼ全軍が出てきたと見て間違いない。まるで秋の収穫を襲い、大地からすべて食い尽つくすイナゴの群れではないか。

　カッピは戦せん慄りつした。

　ドップがいずれエルフト攻略に動くのは、誰だれもが予想していた。だが、マシュド攻略からまだ一ヶか月げつ足らず。まさかこのタイミングで動くとは。しかもこれほど大規模に。

　カッピはもっと時間を置くと思っていた。そこにエルフトの勝機があるとも。

　だが、カッピの予想は外れた。いや誰も予想なんてしていないはずだ。当然エルフト側も。

　戦慄に震ふるえながら、カッピは北の空を見上げた。

（エルフトが、エフがやばい）
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　風ふ呂ろとは良い物です。

　どんなに嫌な気分の時でも、熱い湯に浸かり手足を伸ばせば、不思議と気分がよくなります。きっと汗あせと一いつ緒しよに嫌な気持ちも流れ出ていくのでしょう。

　風呂とは万病の特効薬。そう思っていました。

　しかしそんな風呂でも、やはり万能ではないのです。

　いまどれだけ長く湯船に浸かっていても、私の気持ちは一向に晴れてくれません。

「……」

「姫、そんな不ふ貞て腐くされていては、折せつ角かくの美人が台無しですよ」

　後ろから私を抱きかかえているポルが軽く窘たしなめる。ポルの言うことは尤もつともなのだが、つい唇くちびるを尖とがらせてしまう。

　姿勢を後に反らすたび、後頭部にぶつかる柔らかで弾力のある感かん触しよく。すべての無駄を削ぎ落としたかのようなポルの体にも例外はある。そこだけは豊かに実っていた。心地よい感触を感じるたび、少しだけ羨うらやましくなる。

「まだ、あの少年のことを気にしていらっしゃるのですか？」

　さすがポル。痛い所をズバリと突いてくる。だが、正確には少し違う。私は気にしてなどいない、怒おこっているのだ。

　あの日、カッピが褒美を受け取りに来た日、私は二つのことをポルに頼たのんだ。

　一つはルシカに侍じ女じよとして迎むかえたいと伝えること。ルシカは喜んでくれた。

　もう一つは、カッピにエルフトで一緒に戦って欲ほしいと伝えること。魔ま女じよの弟で子しであるカッピなら少なからず戦力になる。それにカッピなら、

「一緒に戦ってくれると思ってた」

　だから、帰って来たポルから聞かされた言葉に耳を疑った。

「対価を、金を払はらえない奴のためになんて戦えない」

　カッピは、あいつはそう言って私の頼みを断った。この私の頼みをだ！

　しかも巻き込まれるのはゴメン、とでも思ったのかさっさとエルフトから出て行った。私に挨あい拶さつもなしで。

　沸き上がってくる怒いかりを抑え、私は自分の右手を広げてみる。

　マシュドを脱出しエミーへ向かう旅の途中、私は毎夜のように悪夢にうなされた。内容はもう忘れました。思い出したくもありません。ですが、必ず最後に右手を伸のばしました。何かに助けを求めるためか、或いは去りゆく者を引き止めるためか。

　でも、その手が届くことはありませんでした。

　そうして諦あきらめ、伸ばした手は落ちる。その瞬間、誰かが私の手を取ってくれたのです。必ず、毎晩。

　その手は包つつみ込むほど大きくも、頼りがいのある物でもありませんでした。それでも、そこには確かにぬくもりがあったのです。

　それが誰の手だったのか。心当たりは一人しかいません。

　あのぬくもりも偽いつわりの物だったのでしょうか？　私には分かりません。

「姫？」

「なんでもないわ」

　私はゆっくりと右手を湯の中へと戻しました。

　怪訝そうに見ていたポルが、ゆっくりと私の体を引き寄せます。

「仕方ありません。彼かれには彼の事情があります。それに彼はあくまで外の人間。王国の人間であったなら、恩ある王家のために命を投げ出し……」

「嘘よ！」

　私は向きを変え、真っ正面からポルを睨にらんだ。

「嘘よ、そんなの嘘！　エムール王国は豊かで、貧しい人も餓うえる人もいない。王の恩恵は国の隅すみ々まで行き渡り、民たみなら誰もが王のために喜んで命を投げ出だす。そんなの全部嘘！　本当は貧しい人も餓える人もいる。貧しくて追おい剥はぎをしなきゃ生きていけない者も、口減らしのために子供を売る親だっている。誰も王に恩なんか感じてない。命を投げ出すほど、尊敬もしていない。エムール王国は理想の国なんかじゃ、全然ない！」

　言ってしまってから、私は後こう悔かいしました。

　ポルがあまりに悲しそうな顔をしたから。あの王国一の勇者が。

　美しいポルの体には無数の傷がある。王国を守る勇者。その称号と引き換えに負った、決して消えることのない傷。その数はマシュドにいた頃ころより、あきらかに増えていた。

「あ、あの、ごめん。ポルやみんなが必死に国を守ろうとしてくれているのに、ひどいこと言って、ごめんなさい。でも、私見たの！　いろんなことを、この目で……」

　言葉を遮るように、ポルは私の体を抱き寄せました。

「立派に成長されたのですね。姫、いえ、エフ王女」

「うん」

　私はその胸に顔を埋うずめる。

　その時、けたたましい音が浴室に飛び込んできた。ポルは私の体を放し、立ち上がる。

「何事か！」

　見ればルシカが平へい伏ふくしている。顔を上げたルシカは、ひどく混乱した様子で話し出す。

「申し上げます。いま街の上空で一羽わのカラスが、あの、多分ムニン様だと思われるのですが、歌っています。それによれば……」

　ルシカの口から出たその言葉は、絶望を伴い長く浴室に響ひびいた。




　ドップ軍、エルフトに迫る！




　それは終わりの始まりを告げる、角笛の音色だったのでしょうか？
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（どうして僕はここにいるのだろう？）

　そうやって何度、自分問いかけただろう。でも答えは見つからない。見つからないまま、時だけが過ぎていく。

　カッピはまだエルフト郊外をうろうろしていた。戦いの行方ゆくえを見守りながら。

　いまもカッピの眼下を、黒い軍団が通り過ぎていく。勇ゆう壮そうな調べにのせて。

　今日も総攻撃が始まる。

　反乱軍がエルフトを包囲してから一ヶ月が過ぎた。

　その数五万とも七万とも、或あるいは十万とも噂うわさされるドップ軍が、猫の子一匹逃がさぬ完全包囲。エルフトはいまや黒い海に浮かぶ陸の孤島と化していた。

　そこに篭こもる兵士約五千。戦力差は控え目に言って絶望的。

　試みられた総攻撃の回数は両手では足りない。そして、その攻撃は苛か烈れつを極めた。

　城の顔とも言える西門、東門を中心に攻撃を集中。早朝から始まり、日が落ちるまで。長い時には十時間に亘わたり、攻撃は続いた。

　だが、エルフトは陥かん落らくしない。

　頑強に、粘り強く抵てい抗こう。時には攻撃側の隙を突き、逆襲に撃って出てくる。ポル・ルークが指揮を執っているのだろう。巧みな戦術も光った。

　それは予想外にして、驚異的な抵抗。

　ポルが受け持つ西門はもちろん、碌ろくな将軍がいない東門ですら士気が高い。

　エルフト軍の戦いぶりは、予想に反して勇猛だった。だが、理由が分からない。なぜここまで士気高く戦えるのか。最初、カッピはただ首を捻るばかりだった。

　その疑問の答えは、やがてムニンが持って来てくれた。

「くくくっ、今日もお嬢じようちゃんは大だい奮ふん闘とうだぜ」

　いましがた城内の様子を見に行ってきたムニンは楽しげだ。カッピは苦い顔をせずにはいられない。

　開戦当初からエフは、最前線を飛び回っている。

　彼かの女じよ自身が戦力になるわけではない。あんな細い腕うででは雑兵一人だって倒せやしない。それなのにだ、仮にもエムール王国の王女が、エルフト軍の総大将が矢弾飛び交う中をウロウロしている。自殺行こう為いだ。

　もしあいつの身に何かあれば、それで勝敗は決してしまう。

　エフはそのことを分かっているのだろうか？　いや、多分分かっていないのだろう。

　彼女は味方が苦戦していると聞けば激励に駆けつけ、戦いが終われば兵士達の手を取り、言葉をかけて回る。深手に倒れた者がいれば、治療が終わるまで、或いはその息が絶えるまで横に寄り添った。そのまま血と戦せん塵じんにまみれた治療室で夜を明かすことも、一度や二度ではない。

（ベッドじゃなきゃ眠れないと喚わめいていたお姫さまのくせに……）

　変化と呼ぶべきか、成長と呼ぶべきか。エフの変へん貌ぼうは、カッピの胸中に複雑な想おもいを走らせた。

　いまではエムール王国歴代の王が身に纏った白い緞どん子すの大マントを翻ひるがえし、エフが姿を見せるたび兵の士気は天を衝つくほどに上がるとか。

「反乱軍の方もバタバタしてきているし、ひょっとしたらひょっとするぜ」

　肩にとまったムニンは、どこまでも楽しそうだ。

「ああ」

　そうかもしれない。予想外の抵抗と戦せん闘とうの長期化を喜ぶ奴はいない。反乱軍の士気は目に見えて落ちてきている。可能性はある。だが、

「なんだ、気のない返事だなあ。何か気になることでもあるのか？」

「……」

　目め聡ざといムニンは、カッピの中の憂うれいを見逃してはくれない。

　カッピはエルフトで一番高い塔とうに登った時のことを思い出す。

　そこからはエルフトの街全体が見えた。

　街の背後に連なる山々。険しく切り立ち、人を拒こばむように木々が生い茂る。その山の傾斜がなだらかになる麓ふもとから二重の城じよう壁へきは始まっている。まず高さ十[image: ]、幅五[image: ]はある内ない壁へき。そこから五[image: ]ほどの通路を挟はさんで外壁がそびえ立つ。内壁より一回り小さいが、それでも高さ七[image: ]、幅三[image: ]は優にある。

　内壁、外壁とも等間隔を空けて、小塔が幾いくつも立ち並ぶ。物もの見みや櫓ぐらのような物だろうか。塔は内と外で互い違いになっており、離はなれた所から見ると調和の取れた美しさを感じる。

　この二重の城壁こそ、エルフトの象徴。そして防衛における頼みの綱だ。

　壁は東の麓から南に走り、エルフトの街をぐるりと囲み、西の麓まで続いていた。

　連なる山々を背負い、二重の城壁に三方を守られたエルフト。攻め落とすのは容易ではないだろう。

　だが、この世に完かん璧ぺきなどない。無敵を誇ほこる戦士にも弱点はある。それが最も強固と思われる部分だったりするのは、よくある話だ。

　カッピは不安を拭ぬぐえなかった。確信はない、だが、不安は確かにある。

（だが、一体僕は何をすればいいんだ？　何をするのが正しいんだ？）

　進むことも、去ることも出来ない。時だけが今日もズルズルと過ぎていく。

「用兵は迅じん速そくを尊たつとぶ。野宿も一ヶ月を超えると辛つらいんだけどなあ」

　皮肉を残し、ムニンは東の空へ舞まい上あがる。

　カッピは一人佇たたずむことしか出来なかった。
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　ドップは怒っていた。

　丸太のような太い腕を組み、押し黙だまったまま虚こ空くうの一点を睨みつける。マグマのように沸き上がってくる真っ赤な怒りを必死で噛かみ殺す。

　居並ぶ将軍達たちの中に、口を開こうとする者はいない。身動き一つさえ恐おそれている。ただひたすらドップの怒りが治まるのを待っているのだ。嵐あらしが過ぎ去るのを物もの陰かげで待つネズミの如ごときその態度が、ドップの怒りを助長させているとも知らずに。

　限界が来た。

「貴様ら、雁がん首くび揃そろえて座すわっていることしかできんのか！　その頭は飾り物ではあるまい！　あの目め障ざわりな小城を落とす策の一つも捻ひねり出せんのか！」

　雷らい鳴めいの如き怒ど号ごうが天幕を揺らす。鬼おにも悪魔も逃にげ出すだろう、その形相で縮み上がる将軍達を睨みつける。

「お、恐れながら申し上げます」

　このまま黙り込んでいるのは危険と判断したのか、初老の将軍が一人立ち上がる。

「なんだ、言ってみろ！」

「は、はい。エルフトを包囲して早一ヶ月。いまだ敵城の士気は高く、逆に我わが軍は疲つかれております。食料にも限りがあり、何よりエミーやマシュドを長期間空けておくのは危険です」

「それで」

　回りくどい言い回しに、ドップは先を促す。

「そ、そこでここは一度態勢を立て直すべきかと。つ、つまり戦略的撤退ののち……」

　首が飛んだ。初老の将軍の言葉は永久に失われ、首を失くした体から黒い血が飛沫しぶきとなって噴ふき出す。

「俺おれはエルフト攻略の意見を訊たずねているのだ。諸君も我が意を取り違えないことだ。長生きしたければだが」

　ゆっくりと椅い子すに身を沈めながら、ドップは自分が口にした冗じよう談だんの出来に満足する。

　天幕に漂ただよう真新しい血の香かおり。その匂においが僅わずかにドップの怒りを落ち着かせる。

「明朝、総攻撃を行う。今度は全兵力を動員する。乾けん坤こん一いつ擲てきの一いち撃げきを以もつて、敵城を粉砕せしめん！　この期ごに及んで、よもや反対する者はおらんだろうな？」

　ギョロリと大きな目で、ますます青くなった将軍達を見回す。

「無理ですね。馬ば鹿かの一つ覚えのように突撃を繰り返しても、あの城は落ちません」

「なっ!?」

　ドップから漏れた驚おどろきの声は、その場にいた全員分の代弁。視線が一いつ斉せいに命知らずの声の主を探す。反対の言葉は天幕の外から。

「誰だ！」

　ドップの叫さけびに応えるかの様に、入り口の幕が上がる。外はもう夜の帳とばりが降りていた。そして闇やみがするりと中へ入り込んでくる。

「お前か。今までどこへ行っていた！」

　吐はき捨てるような言葉を、ドップは黒衣に投げつける。

「少々、敵情の視察を」

　歴戦の戦士達すら怯おびえさせるドップの怒号も、この預言者は意に介さない。

　柳やなぎに風。すかすかで手て応ごたえがまったく感じられない。腹の底がひやりとした。さっきまでマグマのように燃もえ滾たぎっていた部分。いまはそれも感じない。

「何をいまさら視察など！　それより無理とはなんだ、無理とは！」

　内心の動どう揺ようを悟さとられぬよう、さらに語気を荒らげた。だが、預言者はしれっと答える。

「無理だから、無理と申し上げたまで。敵の士気は高く、気も充実しております。そして内外の城壁を巧みに利用しており、攻めても被害が増えるだけ。さしたる成果も得られないでしょう」

　正論だ。そんなことは言われるまでもないほどの正論。正論すぎて腹が立つ。

　問題は二重にそびえる城壁。犠牲を払って、外城壁まで占拠したことは何度かある。だが、その先にはさらに高い内城壁。一息つく間もなく、上から矢を浴びせかけられる。

　おまけに内城壁と外城壁の間は広くない。外城壁の門を開いて、大軍を投入しても身動きが取れなくなってしまう。これまた、いい的だ。

　敵も当然この構造を知っているから、無理はしない。外城壁である程度防戦したら、さっさと内城壁の中へと逃げ込んでしまう。手が出ない。

　もたもたしている間に、反撃を喰い、城外まで押し出される。戦いは外城壁の奪うばい合いに終始。徒いたずらに時を費やしていた。

「では、どうしろと言うのだ！　何か策はないのか？」

「要はあの城壁を攻めなければよいのです。城壁のない場所を攻める。簡単なことです」

　この発言にはドップはおろか、首を縮めて様子を見ていた将軍達ですら呆あきれた。

「馬鹿な！　そんな場所あるわけ……」

「いいえ、あるではありませんか。一箇所だけ。壁のない場所が」

　預言者は目ま深ぶかに被かぶったフードの中で、ニヤリと笑った。








☀



　やわらかな疲労が体を包む。無理もありません。今日も一日中、城内を走り回っていたのだから。体は疲れています。

　だが、眠ねむりはやってこない。

　鼓こ動どうは激しく胸を打ち、気持ちは高ぶるばかり。

　戦闘の興奮。自信と充足感。そして明日への希望。

　このままいけば、生き延びられる。エルフトも、エムール王国も、戦ってくれている兵士や民も。みんなが。

　もちろん、その中には私も含ふくまれています。

　父上母上、エルフトで戦闘が開始されてから一ヶ月が過ぎました。

　エルフトはまだ落ちていません。

　こんなこと誰が予想出来たでしょう。正直言えば私自身思ってもいませんでした。

　ポルを中心に兵士達はよく戦ってくれています。城内の民も、戦時中にもかかわらず秩ちつ序じよのある生活を営んでくれています。共に戦ってくれているのです。

　私は、残念ながら戦力にはなっていないでしょう。何かの役に立っているとも思えません。それでもみんなと共にいることが誇らしいのです。

　反乱軍にも焦あせりの色が見えてきました。

　ポルの話では大軍が戦場で有利になるとは限らないのだそうです。食料、衣服など物資の問題、命令系統の混乱、兵士達の士気と秩序。大軍ゆえの問題は案外多いようです。加えて長期間本ほん拠きよ地ちを留守にしているリスク。相手とて万全ではありません。

　あと少し、もう少しで手に入れることが出来るのです。

　生まれて初めて、私は自らの手で〝生〟を掴つかみ取ろうとしています。そう思うのです。




「姫ひめさま！」

　裂さけるような叫びと共に、誰かが部屋に飛び込んできました。

「ルシカ、どうしたの？」

　私はベッドから跳ね起き、自分そっくりの従者を迎えました。

「か、火事です。北の市街地から火が……」

　最後まで聞かずに、私は窓へと走ります。バルコニーに飛び出せば、北の方が明るい。火の手が見える。山やま裾すその辺りです。

「城壁を守っている兵士以外で、手の空いている者を消火に当たらせて。北なら敵の攻撃ではないわ。みなが動どう揺ようしないよう、落ち着いて対応しなさい。私もすぐに行くから」

「はい、分かりました」

　ルシカを送り出そうとした時、爆発が起きました。炎ほのおが火柱となって、天に立ち昇っていきます。火は勢いを増し、城壁の方へと広がっていくのが分かりました。

　火の回りが早すぎます。それにあの爆発。明らかにただの火事ではありません。

　不ふ審しんに思うと同時に、私は不吉なものを感じました。

　そしてそれはすぐに現実となるのです。

　突とつ然ぜん沸き起こった地鳴り。大勢の人間が一斉に動く足音と鬨ときの声。夜の闇を震わせて響き渡わたります。今度は北ではありません。

「なに？　どうしたの？」

「敵襲です！　敵が攻撃を仕し掛かけてきました！」

「もう、こんな忙しい時に！」

　マントを引っつかんで、私は寝ね巻まきのまま部屋を飛び出しました。廊ろう下かを走りながら、ルシカから衣服を受け取り着替える。多少はしたなくはありますが非常事態、大目に見ましょう。それにこの手のことはお手の物です。

（それにしても火事と敵の襲撃。あまりにタイミングがよすぎる。まさか敵が城内に侵入したの？）

　言い知れぬ不安を抱かかえたまま、私は真っ白なマントを羽織った。
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　カッピはムニンの叫び声で飛び起きた。

「カッピ、火だ！　城から火が出てる！」

　夜明け前の暗闇を紅ぐ蓮れんの炎が溶かす。その猛火は確かに城の中から立ち昇っていた。

　突然、けたたましくラッパの音が響く。

「なんだ、なんだ？　今度は何が起きるんだ？」

　頭上を旋せん回かいしながらムニンが喚く。

「ドップだ！　ドップが軍を動かすんだ。総攻撃を仕掛ける気なんだ！」

　兵士達が隊列を組んで、走っていく。長い尾を持つ大だい蛇じやのようにうねりながら、それは城門へと殺さつ到とうする。

　目の前に広がる光景に、カッピは自分の不安が的中したことを悟る。そして、長かった戦いの結末も。
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「さあ、みな飲め、飲め！　今宵は勝利の前祝いだ！」

　呵か呵か大たい笑しよう、ドップは自らも大たい杯はいを干す。沸き起こる喝かつ采さいとほどよい酔いが、強張っていた心を解きほぐす。

（いい気分だ）

　ドップはいつになく上じよう機き嫌げんな自分に驚いていた。こんな気分、いつ以来だろう。

　急転直下、僅か一日の戦闘で状況は一変した。

　北から山越えで送り込んだ部隊が、今朝ようやく城内に到達。敵もまさか山を越えてくるとは思っておらず、北の防備は手薄。いや、無む警けい戒かいだった。容易に侵入出来た。時を合わせて内外から挟撃を敢かん行こう。ついに内城壁を攻略した。

　最大の障害が取り除かれれば、後は容易たやすい。軍勢は一気に城内になだれ込む。ドップが略りやく奪だつを許可したため、我先にと駆かけ出す兵士達で城門は大混雑。転てん倒とうして味方に踏み潰される馬鹿どもが続出した。それすら勝利の前では些さ細さいなことだ。

　敵兵も頑強に抵抗したが、ドップが戦闘中止の命を下す頃には城内の大半を占拠した。

　残すは街の奥おくに位置する仮かり宮きゆう殿でんとその周囲のみ。残った敵兵力も、あらかたそこに押おし込めた。

　一気に決着をつけることも出来たが、ドップはあえてそうしなかった。

　代わりに蟻あり一匹這い出せないほど厚く包囲網を敷いた。勝者の礼れい儀ぎとして、先さき程ほど降こう伏ふくの使者を送った所だ。もちろん形ばかりの話。使者に持たせた条件は、あえて屈くつ辱じよく的な内容になっている。

　その中には王女エフ・エムールをドップの后きさきに差し出せという一いち条じようも含まれている。

（さて、あの勝気な姫さまがどう出るか）

　エフの噂はドップの耳にも入っている。

　いま城内にいるエフは本物なのか、逃げた偽にせ者ものなのか、それは分からない。姫が前線に出てくるなどありえないと、多くの者が偽者だと思っている。だか、ドップは本物のような気がしてならなかった。

（まあいい。捕らえてみれば分かる）

　条件を蹴ければ蹴ったでよし。飲んだら腰こし抜ぬけと罵ののしった上でたっぷり可愛がってやるつもりだ。考えただけで、興奮を覚える。ドップは腹の底から笑い出したい気分だった。

「ドップ様」

　陰気な声が響けば、目の前に影が揺らめく。見慣れた黒衣。

「おお、待っておったぞ！　お主の策、見事であった。お陰でこうして勝利を手にすることが出来た。さあ、お前も飲め！」

「まだ勝ったわけではありますまい」

　黒衣の預言者は呆れた様子で、それでもドップの差し出す杯を受け取る。

「なあに、ここまでくれば、勝利は動かん」

「それで酒盛りですか」

「前祝だ。丁度、酒の献けん上じようもあってな」

「酒の献上？」

　フードの下で、預言者の表情が僅かに動く。

「ああ、兵士達目当てに集まってきた周囲の商人どもを代表して、酒を届けに来おった。さすが利に聡い奴やつらだ。もう誰に尻尾を振ふるべきかわきまえておる。それより明日の準備はどうなっている？」

　ドップは赤く血走った目を預言者に向けた。

「ぬかりなく」

　その返事にドップは満足げに頷うなずく。

　ドップの天幕はいまだ城外にある。あえて動かしていない。使者に持たせた降こう伏ふくの返答期限は明日の朝。その結果を待って、ドップはエルフトに入城する。

（古き時代が終わり、新たな時代の始まりだ。遠く千里先まで、新たな王が誰であるか伝わる入城にしてみせるわ）

　ドップの気分はますます高まり猛たける。この猛りを抑おさえねば、今日は眠れそうにない。

（さて、どうしたものか）

　その時、天幕に人が入ってきた。

　よく肥えた男と小こ柄がらな女。男には見覚えがある。酒を献上してきた商人だ。二人は居並ぶ重臣達の間を抜け、ドップの前へと進み出る。

　預言者はいつの間にか脇わきに退き、代わって二人が目の前にかしずく。

「なにか用か？」

「偉大なる我らがドップ様。ここにかしずきましたる女。生まれは遥か北の地ながら、盗とう賊ぞくにさらわれのが運のつき。人買いに売られて、流れ流れてこの地までやって参りました。今でこそ奴ど隷れいに身をやつしておりますが、元は名家の出。書道に文法学、言語学、法学、神学、医学の奥義を修め、更さらには楽器の名手ときております。特に歌と踊おどりにつきましては、古今東西に並ぶ者なき腕と自負しております。今宵はそれをドップ様に見て頂きたく連れて参りました」

「ほう」

　ドップは改めて女を見た。

　くすんだ銀ぎん髪ぱつに、滑なめらかな白い肌はだが目を奪う。例える物が見つからないほど白い肌が、北の生まれを物語る。顔に薄うすいベール。よく見えないが目鼻の整った顔にはまだ幼さが残る。

　美女、いや美少女と呼んで差し支えない。

　獲え物ものを見つけた熊くまの如く、ドップは舌なめずりする。

「構わぬ。見せてみろ」

　商人が一礼して下がると、女はスッと立ち上がる。小柄ながら、立ち姿は美しい。何より、その装い。踝くるぶしの所ですぼまった幅広のズボンをはき、腰には銀のベルトを締め、金で装そう飾しよくを施した模造刀を差す。上はベールのように薄い布地を何枚も重ねた衣装を羽織っている。

　透すけそうで透けない。絶ぜつ妙みようなバランスの衣装が、その場に居た男共の視線を搦め捕る。

　やがて音楽が流れ、女は踊り出す。

　その大人しげな容姿とは裏腹に、その踊りは激しい。

　荒々しくも、しなやかに。腰を振り、腹を捻り、巧みに身を反らす。そのたび薄い衣装がヒラリと揺れた。

　歓かん声せいが上がった。

　踊りのさなか衣装を構成する薄い布地が一枚外れ、宙を舞う。続いて二枚、三枚。その都度、女の白い肌が露あらわになっていく。

　剥むき出しの女の柔やわ肌はだに、歓声は大きくなる。ドップも身を乗り出す。

　やがて汗に濡ぬれた白い肌を覆おおうのは、胸を隠かくす僅かな生地のみに。腹もへそも丸見え。

「商人殿、あの女、金貨二十枚で売ってはくれぬか？」

　女から目を離さぬまま、ドップは脇に控える商人に声をかける。

「お望みなら、お売りいたします。ただ、あれほどの女です。金貨二十枚というのは些いささか。豪勇で鳴らすドップ様とは思えませんなあ」

　豪勇と豪遊を掛けた、その物言いにドップはニヤリと笑い、商人を見る。

「さすが商人殿、口も商売も上う手まい。よかろう。言い値で買い取る。あとで好きな金額を申せ」

　その時、女がスルスルとドップに近づいてきた。左手を差し伸ばし、小さく片目を瞬またたかせる。誘うかの様な仕草。

　その手を掴もうとドップは思わず腕を伸ばす。あと僅かで、指先が触れ合う。

　瞬しゆん間かん、女の手がドップの手首を握にぎる。小柄な女とは思えない力で、引っ張られた。不意をつかれ、ドップはバランスを崩す。

「ドップ、覚かく悟ご！」

　女の右手が模造刀の柄つかを掴むや一気に引ひき抜ぬく。現れたのは眩まばゆい光を放つ、氷の如き刃やいば。

　直感がドップに危険を促す。全身の肌が一いつ瞬しゆんで粟あわ立だった。
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　紛まぎれもなく本物の刃。

　あっ、と思う間もなく白はく刃じんはドップ目め掛がけて振り下おろされた。








[image: ]



「ドップ、覚悟！」

　紫し電でん一いつ閃せん！　カッピは渾こん身しんの力を込めて刃を振り下ろす。

　狙ねらいは首筋。

　白刃は狙い誤たず、幹のようになドップの首に食い込む。太い血管を何本も切断する感触が手に伝わる。噴き出す熱い血が、カッピの頬ほおを濡らす。

　カッピの一撃が、ドップの命まで届く。

　大木が倒たおれるかのように、ドップの巨きよ体たいが前のめりに頽くずおれていく……はずだった。

　投げつけられた一本のナイフ。

　ナイフは正確にカッピの掌てのひらを貫つらぬき、振り下ろす刃も、カッピの計画も、その軌き道どうを大きく狂くるわせた。

　刃は虚むなしく空を切った。

「クッ！」

　痛みに顔を歪ゆがめながら、ナイフが飛んで来た方を見る。

　黒衣に身を包んだ者が座っていた。

「曲くせ者ものだ。捕らえよ」

　その場にあまりに相応ふさわしからぬ、落ち着いた声が響く。そして時が動き出す。

　あまりのことに、それまで固まっていた将軍達が、兵士が、ドップが我に返る。死人が生き返ったかのように、一斉に動く。

「ムニン、逃げるぞ！」

「了解」

　商人に化けていたムニンは本来の姿に戻もどるや、天幕の屋根をぶち破り空へと飛び立つ。

　カッピも【鷲わしの羽はご衣ろも】を広げ、化けるや後に続く。

　残された者はただ唖あ然ぜんと、その姿を見送った。

　ただ一人、梟ふくろうに身を変えた預言者が暗い夜空へと舞い上がる以外は。








☀



　ドップからの使者が携たずさえてきた条件は、つまらないくらい予想通りのものでした。

　捻りも洒落しやれも利きいておらず、面おも白しろ味みの欠片かけらもありません。相変わらずの脳筋ぶりです。

　内容は、まあ、控ひかえめに言って屈辱的。

　おまけに使者の態度といったら。殴り倒したいという衝動を抑えるのに、些か忍耐を要しました。私の自制心が持つうちに、使者を別室に通し、緊急の会議を招集。

（これが最後の会議かしら）

　ぼんやりと、そんなことを考えながら私は居並ぶ顔を見つめました。ポルを筆頭に、全員どこかしら傷を負っています。そして一様に疲れてもいる。

　この場で無傷なのは、きっと私くらいでしょう。

　それでも開戦からここまで、顔ぶれは変わっていません。

　一人も欠けることなく残ってくれている。エムール王国のために必死に戦ってくれた。今も捲けん土ど重ちよう来らいを期し、起死回生の策を捻り出そうとしてくれている。無む駄だだと知りながらも。

　エムール王国は幸せな国です。これほど多くの忠臣烈士に支えられてきたのだから。

　ですがこの国は、果たしてこの者達の命と引き換えにしてまで守るべき価値があるのでしょうか？　答えはきっと、否いな。

「みんな、もういいわ」

　私が口を開くや全員の視線が集まった。

「もう充じゆう分ぶんよ。みんなよくここまで戦ってくれたわ。ありがとう。言葉では言い尽くせないほど、感謝してる」

「姫、それはどういう意味でしょうか」

　筆頭席に座るポルが身を乗り出してくる。

「降伏しましょう。ドップの条件を飲んで。屈辱的なのは承知している。でも、ここで死んだって、どうなるものでもないわ。それより、たとえ奴隷に身をやつしても生きて。これは私からの命令よ」

　みな何か言いたそうだったけど、最後の一言が効いたのかしら。石でも飲み込んだかのような顔で押し黙っています。ただ一人、軍人ではないルシカが声を上げました。

「姫さまは、姫さまはどうなさるのですか？　本当にドップのもとへ行かれるのですか？」

　ルシカの顔は涙なみだでグシャグシャ。

「そうね、そうするつもり。なんだかんだ言っても、あいつ、私に執着してるもの。案外、大切にしてくれるかもね。そしたらまた、悠ゆう々ゆう自じ適てきな生活が送れるわ。やっぱり私にはそんな生活の方があってる。だから悪くないんじゃない」

　おどけてみたが、誰だれも笑わなかった。ルシカの涙も、止めてやれませんでした。

　やっぱり、私はダメな王女です。

「じゃあ、そういうことだから。ポル、後はよろしく！」

　一礼する将軍達を残し、私は部屋を出ました。そのまま足を塔に向けます。

　仮の宮殿に定められたポルの館のすぐ隣となりには、物見櫓も兼ねた塔が立っています。このエルフトで一番高い塔です。

　外はもうすっかり夜の帳に包まれていました。空には半月。星は見えません。僅かに風があります。

　人生最後の夜としては、まあ悪くないでしょう。

　夜も深まっていますが、暗いとは感じません。月が出ていますし、地表は松明たいまつの炎で埋うめ尽くされています。ドップ軍の焚たくかがり火は、天まで焦こがしそうな勢い。星すら姿を隠すほどに。

　塔から見える景色は僅か一日で一変しました。

　エルフトの象徴とも言うべき二重の城壁。昨日まで威容を誇り、頼もしく思えたその姿はもうありません。激しい攻撃に晒さらされたため、所々綻ほころび、崩れています。何より敵兵に占領された姿は見るに堪たえません。

　区画分けされ、整然と住居が並ぶ美しいエルフトの町並み。いまはそれも失われました。街は打ち壊され、焼かれ、略奪された。まだいたる所から立ち昇のぼる黒い煙けむり。

　城内は敵兵で溢れ返り、占領されていないのはこの塔と仮宮殿、その周囲を僅かに残すのみ。

　悔くやしさに私は唇くちびるを噛む。

　西門の外に際きわ立だって明るい一帯があります。きっとドップの本ほん陣じん。

（あそこまで飛んでいけたら、私の刃がドップの胸に届いたら……。この状じよう況きようだって一変するだろうに）

　虚しいだけだと知りながらも、そんな想像をせずにはいられません。

（おや？）

　いまドップの本陣から、何かが空に向かって飛び出しました。あれはなんでしょう？　暗くてはっきり分かりません。ただ妙に心惹ひかれます。

「姫さま」

　身を乗り出そうとした私を呼ぶ声。危あやうく聞き逃しそうになりました。それほど小さな声。振り返かえるとルシカでした。

「どうしたのルシカ、そんな暗い顔して。あなたは私にそっくりなのよ。そんな顔してたら美人が台無しじゃない」

　冷たくなった頬を両手で挟み、ムギュッと引っ張ってやります。可か哀わい想そうなほどに強張っていました。ルシカは抵抗するでもなく、されるがまま悲しそうな顔で口を開きます。

「姫さま、ポル将軍をはじめ、全員が降伏を拒否されました。明朝、全軍で敵本陣に突撃を敢行されるそうです」

「そう」

　ルシカから手を放し、私は背を向ける。

　分かっていました。ポル達が素す直なおに降伏を受け入れるはずなどないと。ポル達に私が降伏などしないと分かっていたように。

　馬鹿なことを、そう思う輩やからは多いでしょう。カッピならきっと呆れることでしょう。そんな意味のないことに命をかけるなんて、と。

　まったくその通りです。

　意地、プライド、誇り……。

　形もなく、他人から見れば何の価値もないものでしょう。金にもなりませんしね。

　それでも私は思うのです……、

「姫さま！」

　私の前に回ったルシカが、目の前で平へい伏ふくしました。突然のことに私の思考は吹ふき飛とびます。

「ルシカ!?」

「姫さま、私を姫さまの身代わりにさせて下さい。私にご恩を返させて下さい。どうか、どうか姫さまは逃げて下さい！　生き延びて下さい！」

　血が滲むほど額を石いし畳だたみに擦こすり付けながら、ルシカは叫びました。後は涙ながらに、どうか、どうかと繰くり返すばかり。

　私はルシカの手を取ります。そしてこの愛おしい侍じ女じよを抱かかえ起こしました。

「ありがとう、ルシカ。でも、もういいの。王国が滅ほろびる時は、私も死ぬの。だって、私はエフ・エムール。エムール王国の王女。私自身がエムール王国なのよ」

　まっ、ただの自己満足なんだけどね、と笑って付け加えておきました。

「でも……」

「お願い、ルシカ。最後くらい、自分の意志に従わせて」

　それ以上、ルシカは何も言いませんでした。ただ、静かに肩かたを震ふるわせ続けるだけ。

　ルシカを残し、塔を下りようと背を向けた時、私はふっと足を止めました。

「ねえ、ルシカ。わがままついでに一つお願いをしてもいい？」

「は、はい！　何なりと」

　乱暴に目元を拭ぬぐいながら、ルシカは顔を上げました。

「危険だけど、いいかしら？」

「もちろんです。姫さまのためなら」

　私の口元は自然とほころびました。

「明日、敵の攻撃が始まったら城を脱け出して欲ほしいの」

　慌あわてて口を挟みかけるルシカを、右手を上げて制する。

「抜け出したら、カッピを捜さがして欲しいの。あいつのことだから、まだこの辺に居る気がする。そして見つけたら、こう伝えて」

　私はそっとルシカの耳元に口を寄せる。

　聞き終えたルシカは、一つ大きく頷きました。泣き腫らした目に強い意志の光。

「分かりました。たとえカッピ様が地の果てにいようとも見つけ出し、必ずお伝え致します」

　力強い返答に、私は満足しました。
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　上手く逃げ出せたと思った瞬間、カッピは頭上に羽ばたきを聞いた。

　見上げるより早く、左へ旋回。直後、真横を高速で何かが駆け抜ける。パッと白い尾羽が宙に舞った。間かん一いつ髪ぱつ。寸前で鉤かぎ爪づめの一撃をかわした。

　体勢を立て直し、下を見れば低い位置から再び上昇してくる影。灰白色の顔に、褐かつ色しよくの額、背面にも同じ褐色の縦じゆう斑はんがある。梟だ。しかもただの梟じゃない。明らかに魔ま力りよくの匂いがする。

（あの黒服か。厄介な奴に捕まった）

　カッピは直感的に相手を悟る。

　とにかく振り切ろうと、左へ右へと旋回。相手が接近した瞬間を捉え、相手の背後を狙って切り返しを試みる。

　だが、振り切れない。反撃の隙すらない。悠ゆう々ゆうと付いて来ては、背後から正確かつ執しつ拗ような攻撃を繰り出してくる。

　相手は森の賢者にして、夜の狩人かりゆうど。

　夜空をフィールドに戦うには、些か分が悪すぎる。それを差し引いても、相手は相当な手て練だれ。空中戦にも慣れている。

　対してこちらは手負い。貫かれた手が痛む。

（長くは持たないな）

　何とかしなくてはと思った時、遠く離はなれた地上に光る物が。川だ。

　一瞬の隙をつき、光へ向って急降下。翼つばさをたたみ、頭から真まっ直すぐに落ちて行く。耳のすぐ横で風が鳴く。

　相手も付いて来た。

（しっかり付いて来い！）

　やがて見えてくる水の流れ。僅かに角度をつけ、コースを微調整。体を起こしたい衝動を高鳴る鼓動と一いつ緒しよに抑おさえ込む。水面ギリギリまで我が慢まん。

（いまだ！）

　衝突寸前で翼を広げ、体を起こす。軋きしむ体を叱しつ咤たし、強ごう引いんに体勢を水面と水平に入れる。勢いを殺しきれず左に傾かたむく。翼の先が水を切ったが、どうにか持もち堪こたえた。

　すぐ後で爆はぜるような爆発音と、派手な水みず飛沫しぶきが上がる。

（よし！）

　あの高さから、一気の急降下。衝突の衝しよう撃げきで、首の骨が折れていてもおかしくない。少なくとも無傷ではいられないはずだ。

　川の流れにそって飛びながら、カッピはふっと気を緩ゆるめた。

　真下を走る黒い影かげを見たのは、その直後。

　行動に移るよりも早く、目の前に水飛沫が上がった。慌てて避さける様に体を捻る。

　だが、遅おそい。

　飛沫と共に跳ね上がった巨きよ大だいな鮭さけが、瞬時に梟へと姿を変える。鋭するどい鉤爪の一撃が【鷲の羽衣】を引き裂き、カッピの脇腹を掠かすめた。焼けるような痛みが脇腹を走り、変へん化げが解ける。

　宙に放ほうり出だされながらも、カッピは鞄かばんから新しい『がらくた』を取り出す。

「【オッタルの毛皮】！」

　川に落ちる寸前で、カワウソに身を変え、頭から水中に潜もぐる。川は思っていたより深い。逃にげるには好都合。幸運に感謝しながら、カッピは川底を這はうように泳ぐ。

　その時、頭上に強い光を感じた。

　見上げるよりも早く、水中に降り注いできたのは、一つ一つが輝かがやく文字の群れ。

「ルーン文字？」

　いまは失われし神の文字。

　やがて文字は連なり線となり、線は紡つむがれ魔法陣を描えがく。

　身の危険を感じた時には、やはり遅かった。魔法陣が砕け散ると同時に、頭上から何かが襲ってくる。それは巨大な投と網あみ。深い川底もごっそりさらうほどにデカい。慌てて荒い網の目を抜けようとするが、近づいた瞬間、サッと目が細かくなる。

「えっ!?」

　逃げ場はどこにもない。網に体が絡からまる。

　見計らったかのように、網が引き上げられていく。物もの凄すごい力で一気に。

　浮力を超えたスピードで、水中を引き回される。何とか脱だつ出しゆつしようとするが、もがけばもがくほど網は絡まる。身動きが取れない。

　抵てい抗こうも虚しく、川から引ひき摺ずり上げられた。変化も解け、カッピはずぶ濡れで地面に転がる。

「【ラーンの投網】!?　じゃあ、まさか……」

　カッピは自分を搦め捕った網の正体に気付いた時、黒衣の預言者が誰なのかを知った。





『神々の遺産』№⑲【ラーンの投網】




〈所有者〉海神エーギン　（巨きよ人じんの国　ヨトゥンヘイム）

〈効　力〉海を支配する巨人エーギンの妻ラーンが持つ魔ま法ほうの投網。




一打ちすれば海底の金きん塊かいから水死者の魂たましいまで、望む物を海から掬すくい上げることが出来る。投とう擲てき範はん囲い内にある物ならたとえ砂すな粒つぶであってもすり抜けられない。投擲範囲は使用者の能力に準ず。尚なお、海以外のフィールドで使用する場合、その効力が半減する。






　一陣の風と共に、颯さつ爽そうと降り立つ一羽の梟。風が駆け抜けた後には、黒衣をはためかせ、そいつが立っていた。

「おや、不届き者のカワウソを捕まえようとしたら、不ふ肖しようの弟で子しがかかったようね」

　黒衣の預言者は、目深に被ったフードを取った。

　現れた顔には見覚えがある。

　死人のように青白い肌と、氷よりも冷たい瞳ひとみ。そして勝利と金に餓うえた強ごう欲よくな笑えみ。

　見み間ま違ちがえようがない。見間違えたら殺される。

「し、師し匠しよう……」

　確かに魔ま女じよはそこにいた。

「久しぶりね、カッピ」

「なっ、なんで？」

　夢でも見ているようだった。まさか、またこの顔に出会うことになるとは。

「ふふふ、何を驚おどろいている。私は魔女よ。なんの不思議もないわ」

　網の拘こう束そくを解き、魔女はつかつかとカッピに近づく。何とか上半身を起こし、カッピはその姿を見上げる。昔からずっとそうしてきた様に。

「ずっと不思議だった。力だけの将軍と聞いていたドップが、えらくまともな作戦を使うことが。でも、師匠が付いてたんだね。道理で手ごわいはずだ。納なつ得とくした」

「そんなことはない。随ずい分ぶんと手を抜いてやったし、何度も見逃してもやったぞ」

　楽しそうに笑う魔女の顔は、昔と変わらず不吉その物に見える。

「でも、どうして……、そうか『神々の遺産』！　ドップ、ドップが遺産を持ってるんだ」

　魔女の口角が僅わずかに上がる。

「『神々の遺産』を追いかけていたら、横から嘴くちばしを挟はさんでくる奴がいる。誰かと思えば、流石さすがに笑ったよ。まあ、退たい屈くつしのぎにもならなかったけどね」

　一ひと頻しきり声を上げて笑った後、急に魔女の瞳に冷たい光が宿った。長年の経験から分かる。危険信号だ。

「『魔女の国』で大人しくしてるよう言ったはずだよ。忘れたのかい半人前のカッピ」

　カッと体が熱くなる。

「ぼ、僕ぼくは半人前じゃない！」

　思わず叫さけんでいた。彼かの女じよの言葉に反論は許されない。カッピは襲い来る殺意に怯おびえた。

　だが、魔女はそんなカッピに哀あわれむような目を向けてくる。

「カッピ、お前は分かってないね。大金を稼かせぐってのは、半はん端ぱな覚悟で出来ることじゃないんだ。額が大きくなればなるだけ、他の誰かを不幸にする。損をさせたり、傷つけたり、あるいはもっと直接的な不幸を届けたりね。その一いつ切さい合がつ財さい、清せい濁だくすべてを飲み込んで初めて、金を御することが出来る。血も涙もないってのは、口で言うほど楽じゃないんだ。お前にその覚悟があるのかい？」

「ぼ、僕は……」

「諦めて『魔女の国』へ帰りな。カッピ、お前は金かね儲もうけには向いてない。お前は……すぎる」

　意識が遠のく。耳鳴りのせいで、魔女の最後の言葉はよく聞こえなかった。それでもカッピを打ちのめすには充分だった。深くうな垂れ、動くことも出来ない。

　魔女は踵きびすを返す。

「まだだよ」

「うん？」

　振り向むく魔女に、カッピは精せい一いつ杯ぱい強がりの笑みを向ける。

「まだ、終わってない。僕はドップを倒して、『神々の遺産』を手に入れる。それを『がらくた』屋に売りつけて、金貨千枚を頂く。師匠より儲けてみせる」

　それは同時にエルフトの勝利も意味する。

（あいつは、どんな時も諦めなかった。僕だって）

　ふらつく足で立ち上がる。遠のきかけていた意識を手た繰ぐり寄よせ、脳をフル稼働させ勝利への道を探す。

　魔女は表情のない顔で見ていたが、やがて微笑ほほえむ。裂さけるほどに口角を押し上げ、吊り上がった目に氷の炎ほのおを灯ともして。

「私の獲物と知って、なお掠め取ろうとはいい度胸だ。私が可愛かわいい弟子と『神々の遺産』、どっちを取ると思ってるんだい？」

「……」

　考えるまでなかった。

「覚悟はいいだろうね、カッピ？」

　この世で最も美しい笑みで、魔女は戦せん闘とう開始を告げた。
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　ついにこの日が来た。

　ドップのはち切れんばかりの胸板の下で、熱く血が滾たぎる。

　夢が叶う時が来た。いや、ここからが夢の始まり。自らの手で勝ち取った国を、どこまでも巨大に、強くしていく。傭よう兵へいとして各地を転戦していた頃ころからの夢。第一歩を踏み出すのだ。

　ドップが天幕から姿を見せると、歓声がこだました。

　丸太のような両りよう腕うでを天に突き上げ、それに答えた。

　新調した黄金の鎧よろい、腰には半月刀。逞たくましい黒くろ駒こまに跨またがり、緑の腰こし帯おびに白い緞どん子すのマントを翻ひるがえす。

　エムール王国では王族のみが締める緑の腰帯、そして王にしか許されない白い大マント。誰が新たな王か、これ以上明確に示す物はない。最後にいつもの黄金の兜かぶとを被かぶる。

　この日のために、すべての装いを新調した。だが、この兜だけは例外だ。いつどこで手に入れたか、もう覚えていない。気付けば傍かたわらにあった気もする。

　だが、この兜を手に入れてから、誰もがドップを恐おそれるようになった。奴隷上がりと蔑さげすんでいた宮廷の連中さえもだ。

　そしてすべてが上手くいくようになった。

　単に偶然かもしれない。だが、もうこの兜を手放すことは出来なくなっていた。

　すべての準備が整い、ドップはゆっくりと駒を進める。そして雷かみなりの如き大だい音おん声じようをもって宣言する。

「我わが軍の勇者達たちよ、これより進軍を開始する！　獲物は一匹たりとも逃すな！　すべて討ち取り、己の功とせよ！」








☀



　勇ゆう壮そうな進軍ラッパの音が流れてきます。

「さあ、いよいよね」

　反乱軍は隊列を整え、ジリジリと包囲を縮め始めました。その様子が塔とうの上にいる私からはよく見えました。

　気持ちは落ち着いています。怖こわいとは思いません。むしろ満ち足りた気さえします。世間知らずのお姫ひめさまにしては、よくやった方だと思うから。

　先ほどポルやルシカ、そして残ってくれた将兵全員と最後の言葉を交かわしてきました。

　思い残すことは、ありません。あとは一人でも多くの者が生き延びてくれることを祈るのみです。

「じゃあ、終わらせますか」

　腰に差した宝ほう剣けんを抜く。眩まぶしい光を放つ半月の短刀。王家に代々伝わる秘蔵の一ひと振ふり。

　磨みがきこまれた白い刃を喉のど元もとにあてる。

　自然と顎あごが上がり、その拍ひよう子しに空が見えました。

　空は限りなく青く、どこまでも続いていました。

　世界はどこまで広がっているのでしょう？

　無限に広がっていると、カッピは言いました。

　では、あの空の向こうには何があるのでしょう？

　名も知らぬ国々、見知らぬ文化を持つ人々、摩ま訶か不ふ思し議ぎな伝説とそれに彩いろどられた神々の宝。話にしか聞いたことのない、話にすら聞いたことのない物が待っている。

　でも、私がそれを知ることはない。

　ほんの少し、両手に力を込めるだけ。それだけですべて終わり。永遠に。

　初めて短剣を握る手が震ふるえた。

「嫌いやだ、嫌だ、嫌だ！　死にたくない！　もっといろんなものを見たい！　もっといろんな人に出会いたい！　もっといろんなことを知りたい！」

　手から短剣が滑り落ちる。目から涙が溢れ出し、どうしても止まらない。

　その場に泣き崩れた。

「もっと、カッピと旅を続けたい……」

　その時、何かが触ふれたのです。

　顔を上げると、白いものが目の前を横切っていきます。

　一ひと片ひら、二片。数を増やしながら、それは風に乗ってふわふわと宙を舞っているのです。どこか楽しげに踊る妖精のよう。

「アザミの綿毛？」

　知らぬうちに手を伸のばしていました。一片、指先に触れる。

「冷たっ！」

　驚きに指を引っ込めました。同時に全身に走り抜ける何か。

　私は飛び起きるや、身を翻し駆かけ出す。文字通り、転がるようにして塔を下りました。

　そして夢中で叫んだのです。

「ポル、魔女よ！　魔女が来た！」
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　ふらつく足がもつれ、カッピはその場に倒れこんだ。もう手も足も言うことを聞かない。呼吸は苦しく、息をするたび破れた袋ふくろから空気が漏もれるような音がした。

「どうした、もう終わりかい？」

　近づいてくる足音。最後の力を振ふり絞ってみるが、体を仰あお向むけにするのが精一杯。

　仰向けになると空が見えた。東からぼんやりと白み始めている。

　夜明けだ。遠くにラッパの音。いつの間にか夜が明けようとしている。

　結局一晩中、魔女から逃げ回っていた。いや、その言い方は正確じゃない。魔女はカッピが逃げるのを楽しんでいた。いつでもとどめを刺せるから。ただ、いたぶられていただけ。

　敵に回して初めて知る師の偉い大だいさ。魔女の実力。どうすることも出来ない。

　空を遮さえぎるように、魔女がカッピの顔を覗き込んでくる。そして突つきつけられる刃。

「逃げる気がないなら、殺すよ」

　冷たく響ひびく魔女の声。

（もうダメだ。殺される）

　そう思った途と端たん、カッピの口から自然と言葉が零こぼれた。

「……けて」

「なに？　はっきり言いな」

「た、助けて」

　魔女は呆あきれたように、肩を竦すくめる。

「命乞いかい。馬ば鹿かだねえ、助けてもらえると思っているのかい？」

「か、金。あり金全部渡す。だから……」

　その言葉を聞いた魔女の顔は、たちまち怒いかりの表情に変わる。

「自分の命のために金を差し出すとは。それでもお前は私の弟子か！」

　本気で怒おこっている。

（まったく、どんな師匠だ）

　カッピは可お笑かしくて、思わず笑ってしまう。それから最後の力で声を搾しぼり出す。

「ちがう。金も、自分の命もいらない。だから、助けて欲しい。助けて欲しい奴やつが、いるんだ」

「……」







[image: ]







「生意気で、世間知らずで、わがままで、意地っ張りで、本当にひどい奴。それでも小さな体で、でっかいもの背負い込んで懸命に生きてる奴なんだ。だから……」

　涙のせいで言葉が続かなかった。

（見つけたよ、エフ。金よりも、自分の命よりも大切なもの）

　滲んだ視界の向こうに太陽が見える。東の空を赤く染める朝日は、まるで誰かの瞳のように輝いていた。

「はあ、ようやく白状したか」

「えっ？」

　魔女はため息と共に何か言ったが、カッピには聞こえない。思わず聞き返す。

「嫌だね、って言ったんだよ！」

（ダメか……）

　最後の望みは断たれた。カッピは目を閉じる。

　バシャ！

「!?」

　いきなり何かが降ふってきた。驚いたカッピは、体に感じる冷たさで水をかけられたことに気付く。文字通り飛び上がりそうな冷たさに、思わず体を起こす。

「いつまで寝ねている。ほら、行くよ！」

　いつの間に現れたのか、目の前には毛並みも美しい一頭の白馬。そしてその馬上の人となった魔女がカッピを見下ろしている。

「行く？　どこへ？」

　よく見れば、現れたのは白馬だけではない。魔女の後には何十、何百といった人影が連なり、カッピを見ている。無表情なくせに、それでも笑っていると分かるそいつらの顔には見覚えがある。魔女の街で共に時を過ごした隣りん人じん達たち。

　景色も一変していた。空から舞まい降おりる白い欠片かけらが、すべてを白く塗ぬり潰つぶしていく。

　見飽きてたはずの風景が、いまはひどく懐なつかしい。

「お前の頼みは断る。ただし、手助けくらいはしてやる。本当に大切な者なら、自分の手で守ってみせな。行くんだろ、お姫さまの所へ？」

　この世界で最も酷こく薄はくな笑みを浮うかべる魔女。その様があまりに似合うから彼女は魔女なのだ。

　唖然とするばかりのカッピだったが、その言葉には力強く頷うなずく。そして魔女の後ろに飛び乗った。

「さあ、みんな、久しぶりの戦場だ！　存分に暴れてやりな！」

　号令一下、かって世界中を震え上がらせた魔女の軍勢は、雄お叫たけびと共に動き出した。
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　ドップは激しい混乱の中にいた。

（一体、何が起きているんだ？）

　凍こごえるほど冷たい風と共に、空から降り出した白い粒。それは見る間に空を覆おおい、大地を埋め尽つくしていく。

　突とつ然ぜんの天変地異。

　そしてそれが呼び水かのように、突とつ如じよとして北西の山裾に現れた謎なぞの一団。正体を確かく認にんする間もなく攻撃を仕し掛かけてきた。

（敵の援軍か？　だが、どこから？）

　完全な不意打ちだった。しかも無防備に晒していた左側面を背後から狙われた。

　ただでさえ天地の異変に動どう揺ようしている最中だ。正体不明、兵力不明の軍勢に襲おそわれたのでは一ひと溜たまりもない。味方はたちまち大混乱に陥おちいっている。

　ドップの目の前で、左翼が盛大に崩くずれていく。

　ほんの少し前まであれほどの勇壮を誇っていた軍勢が、あまりに脆もろい。

　ようやく我に返る。

「何をうろたえておる！　敵は少数だ！　冷静に対処しろ！」

　大声で指示を飛ばす。だが、兵の動きは鈍い。

　その間にも敵の軍勢は巧みに隊列を入れ替え、反時計回りに陣を展開していく。

（くっ、背後に回りこんで、包囲攻撃を仕掛けるつもりか）

　いい判断だ。ただ相手の混乱に乗じて遮しや二に無む二に攻めるだけの素人しろうととは違ちがう。動きに無駄がなく、一糸の乱れも見えない。指揮官以下、相当に戦い慣れた連中だ。

　それに引き換え、我が軍の醜しゆう態たいはどうだ。無駄に右往左往するだけで、まったく軍として機能していない。

「全軍、反転して後方の敵に備える！　陣を乱すな！　本陣を中心に防備を固めろ！」

　それでもドップ自らが指揮を執とり、なんとか陣形を整える。

　その矢先、一騎の伝令がドップの元に急行。

「ドップ将軍、城内の敵兵が打って出て来ました。前線の部隊苦戦。至急、応援を！」

（このタイミングで打って出て来るだと。まさか援軍が来ると分かっていたというのか？）

　ドップは忌いま々いましげに舌を打つ。

「死にぞこない相手に何をしている！　すぐに押おし返せ！」

　叫び終らぬうちに、今度は東から伝令が駆けて来る。

「ドップ将軍、緊急事態です！」

「なんだ、このクソ忙しい時に！」

　罵ば声せいに首を縮めながらも、伝令は仕事をこなす。その口から出た知らせは驚くべきものだった。

「某日未明、謎の軍隊による襲撃を受けマシュド陥かん落らく。マシュド陥落でございます！」

　声の届く範囲にいたすべての者が驚愕した。ドップでさえ例外ではない。

　まず我が耳を疑った。ついで怒りが湧わいてきた。

「誤報だ！　敵の偽にせ情報に決まっておろうが！」

　ありえない。ありえるはずがない。

　怒りに身を震わせている最中、西からも伝令が駆けつけて来る。もはや悪い予感しかしない。

「将軍、大変です！　エミーが、エミーが正体不明の軍勢に襲われ、某日夕刻陥落。エミーが落ちました！」

　マシュドに続き、エミー陥落。

　悪夢の方がまだ現実味がある。いや、悪夢に違いない。事実のわけがない。もし事実だとしたら、ドップは帰るべき場所を失ったことになるのだから。

　ドップすら暫しばし言葉を忘れるほどの衝撃。他の者達にとっては、まさに天が崩れ落おちてきたようなものだ。

　情報は動揺を伴い、鳥よりも早く戦場の隅すみ々ずみまで行いき渡わたる。動揺はすぐさま混乱へと変わり、兵士達の士気を奪うばう。

　それまで辛かろうじて態勢を保っていたドップ軍は、堰せきを切ったように大きく崩れた。

「誤報だ！　偽情報だ！　留まれ！　逃げるな！」

　嗄かれるほどドップが声を荒らげても、一度逃げ腰ごしになった兵は止められない。

　ドップの怒りはこの状況を招いた者達に向けられる。

「おのれ、まんまと敵に踊らされおって。この痴しれ者もの共が！」

　伝令二人の首が飛んだ。

「逃げるな！　戦うのだ！　逃げる奴は俺おれが斬る！」

　返り血でマントを赤く染めながら、ドップは鬼おにの形相で叫ぶ。

　その時、何者かがドップに囁ささやきかける。

「チカラガ、ホシイカ……」

「誰だれだ！」

　辺りを見回すが、それらしき者は見当たらない。

　だが、声は続く。

「チカラガ、チカラガホシイカ……」

　ドップは兜ごと頭を抱かかえた。声は脳に直接響いてくる。暗い声が脳内で何度も反響。同時にドップは内に燃え上がるものを感じた。

「欲しい、力が欲しい！　もう支配される側に戻もどるのは嫌だ！」

　こんな所で終われない。終わりたくない。心からの叫びだった。

　声は答える。

「ナラバ、ソノヨクボウ、ソノイカリヲササゲ、ワレニ、ミヲマカセヨ」

「何でも捧げよう！　身も預けよう！　だから、俺に力を寄よ越こせ！」

「ソノネガイ、キキトドケタ」

　謎の声が消えると、ドップは突然の光に包まれた。刺すような強い光に手をかざし、その正体を見れば金色の輝く文字。幾いく重えにも取り巻いていた文字は、やがてドップを中心に魔法陣を組み上げる。

　魔法陣じんが黄金の流砂となって崩れ去った時、ドップの世界は暗転した。
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　気づいた時には私は馬上の人。部隊が揃うまで待つのがもどかしく、先陣切って駆け出していました。

　ポルや将軍達が慌てて後から付いて来ます。

　鎧も兜も、装備と呼べる物を何一つ着けていません。ただ、遮二無二に馬を飛ばすだけ。

　そうせずにはいられなかったのです。

　今も空から降り続く、この白い物。これは雪です。そして魔女は雪と共に現れる。そう、魔女が来たのです。

　なぜ魔女はいま、このタイミングで現れたのか？　きっと誰かに頼まれたのでしょう。

　では誰に頼まれたのか？　私はその答えに当てはまる奴を一人しか知りません。

　そして多分、間違いないでしょう。

　あの馬鹿、今いま頃ごろ来るなんて遅すぎるわ！

　腹を立ててみても、口元が緩ゆるむのは堪えられません。こんな時だというのに。

「姫、危険です！　後方に現れた部隊が、姫の言うように味方なのかまだ分かりません。一度城内にお戻り下さい！」

　さすがはポル、すぐに追いつかれ並ばれました。

「大だい丈じよう夫ぶよ、ポル。あれは味方。それよりこの勝機、絶対ものにするわよ！」

　真っ直ぐポルの目を見て、私は答えました。

　いま勝機は目の前に転がっている。

　初めて見る雪と予想外の逆襲に、敵は浮き足だっています。さらに後続から伝でん播ぱしてくる混乱に、もう戦闘どころではなさそう。我先にと、逃げるのに必死。私達の前を遮さえぎろうとする者さえほとんどいません。

「くっ！」

　ポルは片手で私の馬の轡くつわを掴つかみ、残るもう片方で邪じや魔まな敵兵を薙なぎ払はらう。

「分かりました。姫の言葉を信じましょう。この混乱の中では、もう戻るのも危険です。このまま敵本陣に向います。いいですか、決して私の傍そばから離れないで下さい」

「分かったわ」

　隊列が私とポルを中心とした円陣に変わり、一ひと塊かたまりとなって敵中を斬り進む。

　そのまま内ない城じよう壁へきを越え、外城壁も抜ぬけました。

　阿あ鼻び叫きよう喚かん。外はさらに混乱を極きわめています。

　見慣れた軍装のドップ勢。その後方。遠く、遥はるか遠くから、こちらへと進撃してくる一団が微かすかに見えました。

（あれが魔女の軍勢……）

　血ち煙けむりを纏まといながら進みくる軍団。この距きよ離りからでも、異彩を放っているのが分かります。

「見えました」

　ポルの声で私は我に返りました。だが、ポルが見ているのは別の方角。その先には真っ赤な大天幕。間違いなく敵の本営。

（ドップ！）

　にわかに沸き起こる怒りの渦うず。

　手は自然と、腰に差した短刀を探ります。指先に走る金属特有の冷たさ。

　敵本隊に接触したことはすぐに分かりました。一兵卒に至るまで装備が違うのです。カッピが見たら踊おどり出しそうなほど金が掛かっている。そんな兵士達が、私の前で無様にも右往左往しています。混乱はここにも伝染していました。

（父上母上、いまその無念を私が晴らしてご覧に入れます）

　あと少し。赤い天幕はもうすぐそこ。短刀を握にぎる手に力がこもります。

　行く先の大地が突然膨れ上がったのは、いままさに天幕に飛び込もうとした時でした。

　周囲にいた多くの兵を弾はじき飛ばし、隆りゆう起きした大地は黒い壁かべとなる。

　私が壁に衝突しなかったのはポルのお陰。抜群の反射神経を発揮したポルが、手綱を引いてくれたから。

　ギリギリで激突を回避。

　だが、部隊の多くが惨事に巻き込まれました。思わず目を覆いました。

　ポルに連れられ、一旦、その場から離れる。

　離れてみて分かりました。大地が盛り上がったわけではないのです。

「な、なによあれ!?」

　私は目の前の光景が信じられなくて、叫んでしまいました。

　もちろん話に聞いたことはあります。騎き士し物語には、何度もその姿が描かれていました。

　騎士に退治される悪しき魔物として。

　鋭い牙と爪を持ち、固い鱗うろこに覆われた体には翼がある。口からは火や毒を吹き、宝に近づく者を食い殺す古いにしえの怪物。

　悪竜がそこにいたのです。








[image: ]



「な、なんだあれ!?」

　カッピはその光景に言葉を失う。

　ずんぐりとした胴体から伸びる長い首と尻尾。体長は優に十[image: ]を超えている。背中には巨きよ体たいに似つかわしくない小さな翼。四本の手足には鋭い爪つめがあり、体は黄金色の鱗で包まれている。首の先についた細長い頭。耳は尖とがり、目は鋭い。深く裂けた口からはゾロリと牙が覗のぞく。あらゆる方向に角が飛び出した頭には、なぜか兜のような物を被っていた。

「なんだあれ!?」

「なにって、竜だろ」

　同じ質問を繰くり返かえすカッピに、魔女は面めん倒どう臭くさそうに答える。まるで面おも白しろくもない物を見た様な素っ気なさ。

「いや、それはさすがに分かるけど……」

　カッピの言葉を遮るように、竜はその奇き妙みような鳴き声を上げた。

　布を裂くような嫌な声。

　それが合図だったのか、竜は前進を始める。巨体を引き摺るようにして、大地を這って行く。竜の通った後には踏ふみ固かためた、立派な道が出来ていた。

　竜が向かったのはエルフトの街。逃げ遅れた兵士達が下敷きにされ、血煙を上げた。

「おや、翼つばさがあるくせに飛べないのかい？　見た目通り不細工ね」

「いや、いま気にするのはそこじゃない！」

　その細い腰に掴まりながら、カッピは魔女に抗議する。

「そうね。とりあえず、ここから離はなれるよ」

　魔女が馬を返そうとした時、

「待って！」

　カッピは叫んだ。

　竜から逃げるように、こちらへ向ってくる二騎の騎兵。そのうちの一騎は鎧もつけず、白い大マントを翻している。

　あんな目立つ姿で、戦場に出てくる馬鹿をカッピは一人しか知らない。

　何か言うより早く、魔女はそちらへ馬を向けてくれた。

「エフ！」

「カ、カッピ!?」

　向こうも、こちらに気づいた。

　魔女はエフの横に馬をつけ、三騎が並走する形を取る。

「エフ、無事だったか！」

「当たり前でしょ！　それよりカッピ、あんたなんで……、なんで半裸なのよ！　しかも、その衣装女物でしょ！」

「だから、いま気にするのは、そこじゃない！」

　自分の姿を顧かえりみて、カッピは羞しゆう恥ちに赤くなる。

「知らなかったのかい、お嬢じようさん。こいつは女装が趣味なんだよ」

　魔女がニヤニヤしながら、話に割って入ってきた。

　その存在にようやく気づいたかのように、エフは微かすかに顔を強張らせる。

「カッピ、その人は？」

　カッピが答えるより先に、魔女が自分で紹介を始める。

「初めまして、お嬢さん方。いや、エムールのお姫さまと勇者殿と呼んだほうがいいのかな？　私は、まあ、しがない通りすがりの魔女さ」

　くっくっくっ、と魔女は不敵に笑う。

「は、初めまして」

　そう返したエフの声は、震えていた。

　完全に魔女の雰ふん囲い気きに飲み込まれている。無理もないが。

「北の魔女か。悪名は聞いたことがある。古い伝説として。とっくに死んでいると思ったが、生きていたのだな。まだこの世に未練があるのか？」

　エフを庇かばうように、ポルが魔女を睨む。

「随ずい分ぶんな言い様だねえ、ポル・ルーク。生あい憎にくと世界中の金目の物を手にするまで、死ぬ予定はないね」

　その視線を受け流し、魔女は値ね踏ぶみするような視線をポルに走らせる。

　馬鹿にされたと思ったのか、ポルの表情が僅かに濁にごる。

「その魔女が、こんな所になんの用だ？」

「加勢に来たのさ。そんなに邪険にしないでおくれ。寂しいじゃないか」

　まだ魔女はニヤニヤと笑っている。人の神経を逆なでする笑みだ。

「加勢だと。金にしか興味のない魔女が、どういう風の吹き回しだ」

「そこはほれ、この弟子に言っておくれ」

　魔女はカッピを顎あごでしゃくる。急に振られたため、カッピは驚きで声が出ない。

「こいつがどうしても、お姫さまを助けたいって言うからねえ。それに付き合ったまでさ」

　振ったくせにカッピのことなどお構いなく、魔ま女じよは勝手にそんなことを言う。

「いや、違う、違う。そうじゃ……」

「カッピ、そうなの？」

「……」

　否定しようとするが、エフと目が合った途と端たん何も言えなくなった。首から上が火を噴いたように熱い。

「若いねえ。だが、睦むつみ事は後だ。まずはあれを何とかしないとね」

　魔女の視線の先には、真まっ直すぐ城壁へと向かう異形のモノ。その様は小山が一つ動いているかのよう。

「そうよ、あれ！　あれは一体なんなの！　説明しなさい、カッピ！」

「いや、そんなことを僕に言われても……」

　出来れば答えてやりたいが、分からないものは答えようがない。

　だが、蛇じやの道は蛇へび。助けたくれたのは魔女だった。

「あれはねえ、お姫さまが憎んでいた敵。ドップの成れの果ての姿さ」

　エフとカッピはもちろん、ポルまでもが目を擦り、耳を疑った。

「師し匠しよう、それどういう意味？」

「そのままの意味だよ。【ファヴニールの兜】を発動させたのさ」





『神々の遺産』№⑱【ファヴニールの兜】




〈所有者〉シグルズ（人間の国　ミズガルド）

〈効　力〉悲劇の英えい雄ゆうシグルズが悪竜を退治した際に手に入れた黄金の兜。




所有者の欲望や怒り、憎しみなど負の感情を増幅させ、その願望の手助けをしてくれる。ただし、負の感情が一定水準を超えると、所有者に破滅をもたらす。

また見る者に恐きよう怖ふを与え、その能力を一定時間低下させる効果がある。






「でも、どうしてそれをドップが持ってるんだ？」

「『がらくた』と違って本物は自ら所有者を選ぶ。自身の能力を最大限生かせる者を引き寄せるんだ。つまりドップは選ばれたのさ、【ファヴニールの兜】にね」

　そう言って、魔女は肩かたを竦めた。

「このまま街へ向かったら、エルフトが崩壊しちゃう。ううん、野放しにしてたらエムール王国すべてが破は壊かいされてしまう。みんな死んじゃう！　どうすればいいの？　お願い、教えて！」

　エフは縋すがるように魔女を見る。だが、魔女の答えは冷たい。

「残念ね。ああなると、もう手がつけられないわ。本人ももう元には戻れないでしょうね。あとは暴れるに任せるしかないんじゃない？」

「そ、そんなあ」

　魔女の言葉がエフを絶望へと誘う。

　力なく辺りを見み渡わたしたエフの虚ろな瞳ひとみに飛び込んできたのは衝しよう撃げきの瞬しゆん間かん。

　竜となり果てたドップは、ついに外城壁に到達。巨体が城壁へとぶつかる。

　反乱軍の猛攻に耐え続けた城壁も、未知の力の前にはなす術すべがない。

　音を立てて崩れ落ちていくエルフトの象徴。城壁の一部が、瞬まばたきの間に瓦礫がれきへと変わってしまった。

　尚なおも進もうとする竜と、降り注ぐ瓦礫。

　その中を泣なき叫さけび、逃にげ惑まどう人々。

　地じ獄ごく絵えだ。この世に再現された地じ獄ごくの図ず柄がらにカッピは眩暈めまいを覚えた。








☀



　その地獄の中で、私は見つけてしまいました。

　或あるいは見み間ま違ちがいだったのかもしれません。あれだけの混こん沌とんの中です。何かを見分けるなど不可能なはず。

　でも、私は確かに見たのです。見覚えのある顔。私にそっくりな少女を。

「ルシカ！」

　カッピも、魔女も、ポルも崩れる城壁に目を奪われていました。だから、私の行動に気づくのが遅れたようです。

　そう、私は駆け出しました。ルシカのもとへ。

「姫！」

「おやおや、随ずい分ぶん勇敢なお姫さまだねぇ」

「馬鹿、早く追えよ！」

　ポルがすぐに追って来るのが分かりました。カッピも何か叫んでいます。

　それでも私はひたすら馬を飛ばします。敵も味方も、兵も群衆も、左右に散って、私の前には一本の道が出来たかのよう。そこをひたすら走る。

　大気が動く。

　顔を上げれば、悪竜と目が合いました。黒く濁り、不気味な光を湛たたえた瞳。たとえ何に身をやつしても、その目は間違いなくドップのものでした。

　悪竜は向きを変え、こちらにゆっくりと向かってきます。

　私は竜に向って、いいえ、ドップに向かって叫びました。
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「ここは私の国！　ここにいるすべての者は私の民たみ！　だから、もうこれ以上誰も傷つけさせない！　そんなこと、この私が許さない！」

　エフが竜に向かって叫んだ。

　瞳を赤く太陽のように燃え上がらせ、両手を広げ、まるで群衆を守るかのように竜の前に立ちはだかって。

　エフの声は不思議なほど戦場に響き渡り、誰の耳にも届いた。もちろんカッピの耳にも。

　後はすべてがスローモーション。

　一いつ瞬しゆん、たじろいたのか半歩下がる竜。だが、すぐに前進を再開。もはやその目にはエフしか見えていない。

　パッと開かれた口は赤く、牙は鋭するどい。そのまま牙は振り下おろされる。エフの頭上に。

　カッピは叫ぶ。何を叫んだのか分からないが、とにかく力の限り声を上げた。

　だが、時は止まらない。

　竜の口がエフへと降り注ぐ。

　破壊音。土煙。訪おとずれる静せい寂じやく。そして鼓動の音。

　濛もう々もうと舞い上あがる煙の中から竜が顔を上げる。その口に咥くわえられていたのは、赤く血に染まったマント。

　カッピの中で、何かが切れた。
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　衝撃でドップは目を覚ました。

　ひどく頭が重い。全身は不快な汗あせに濡ぬれている。

　まるで悪夢にうなされて、目を覚ました後のようだ。そして気づく。

（なんだ、この浮遊感は？）

　体が宙に浮ういているような感覚。いや、浮いているのではない。落ちているのだ。

　そう気づくのに時間は掛からなかった。

　まるで深い井戸の中に放ほうり込まれたかのようだ。井戸の底はまだ見えない。闇やみだけがずっと続いている。その中をドップは落ちていく。

（暗い。暗いなあ、ここは……）

　チャポン！　水の音。

　それが最後。ドップの意識は失われた。いまをもって永遠に。








☀



　自分を呼ぶ声と体の揺らぎで、私は目を覚ます。

「姫ひめ、姫！」

　寝起き特有のぼやけた世界。そこにポルの顔が映りこむ。隣となりには不安げに見つめてくるルシカの姿。

　よかった。無事だったようです。

　安心しました。同時に、夢の世界に引き戻されそうになる私。

　体の揺らぎが、辛うじてそれを妨さまたげてくれます。バラバラになっていた意識を寄り集め、なんとか覚かく醒せいさせるのには少し時間が掛かりました。

　思考がクリアになるや、私は跳ね起きました。そうです、寝ている場合ではありません。

　無意識に自分の体をチェック。痛みはありません。少なくとも、目に見える傷はなさそうです。

「ポル、ドップは？　竜はどうした……」

　勢い込んで発した言葉は最後まで辿たどり着つかず、途と切ぎれました。ポルの姿を目にした所で。

　ポルの右みぎ腕うでは、失くなっていました。

　二の腕から下が、ノコギリで切り落としたかのように失くなっています。

「ポル、その腕は……」

　声が震ふるえました。

「姫、ドップは消しよう滅めつしました。この世から跡あと形かたもなく、消えたのです。そして終わるのです」

　ポルの言葉はあまりに衝しよう撃げき的てきでした。同時にひどく奇妙でもあります。

　すでに混乱状態の私の頭では上う手まく処理することが出来ません。

　そんな私の前まえ髪がみを、ポルは残った左の手で優やさしくなでます。その顔は戦士ではなく聖母。まるですべてを悟っているかのようです。

「ドップが消滅？　終わる？　何が終わるの？」

「世界がです」

　信じられないほど、弱々しい声。驚おどろくことしか出来ません。

　一体何があったのか。

　私は助けを求めるように、ルシカへと視線を向けます。だが、ルシカもまた、同じような顔で泣いているのです。時折、控ひかえめに洟はなを啜すすりながら。

　ようやく異変に気づきました。

　静かです。静かすぎるのです。

　ここは戦場のど真ん中。逃げ惑まどう群衆のざわめき、叫び、悲鳴。さっきまで充じゆう満まんしていたそれらの音が、いまは何も聞こえません。

　不思議に思い辺りを見渡せば、群衆はそこに存在していました。

　だが、その誰もが膝ひざを折り、大地に尻をつけ、嘆なげき悲しんでいるのです。

　まるで逃れようのない運命の前に迷い込んだかのように。

　なにこれ？　これじゃあ、まるで本当に世界に終わりが来たみたいです。

　私は再び気づく。辺りが暗いことに。

　太陽の光がまるで見えません。日が落ちたのでしょうか？

　見上げれば空は黒い雲に覆われていました。いや、雲にしては暗すぎます。風があるのにピクリとも動きません。もっと奇妙なのは月が二つ、闇に掛かっていること。どちらも不気味な赤い色をしています。

　でも、それは月ではなかったのです。それは鋭く輝かがやく二つの眼まなこ。

　それは風ではなかったのです。それは火の様に熱い息。

　それは闇ではなかったのです。それは空を覆う巨きよ大だいな体。

「うわっ、でかっ！」

　それが巨大な獣けものであると知った時、私の口からはそんな言葉が漏れました。

　デカい。とにかくデカい。ドップが化けた竜も、もちろん大きかったですが、こいつの比ではありません。顔は見えているのに、体の端はしがどこなのか、まるで見えません。

　その巨大な顔が、私の目の前に迫せまってきました。

　赤い目は地獄の業ごう火か。耳まで裂さけた口は捲れ上がり、牙は剥むき出し。その間から漏れ出る獣特有の生なま臭ぐさい息。それだけで窒ちつ息そくしそうになります。

「奴やつです。奴が突然現れて、ドップを一飲みしたのです」

　悲痛な声でポルが教えてくれました。

　なるほどその異形に誰もが、世界の終わりを信じたのでしょう。圧あつ倒とう的てきな力の前では人など何も出来ないと、誰もが嘆いたのでしょう。

　でも、私には分かったのです。

「目覚めたんだね」

「姫？」

　聞き返すポルを制し、私は立ち上がる。少しよろめきましたが、何とか立てました。

「カッピ。カッピなのね」

　赤い瞳に話しかけます。反応はありません。

　一歩前に出る。

　怖くなどありません。

　どんなに巨大になろうと、どんなに異形の姿になろうと、カッピはカッピです。

　そしてカッピがカッピである以上、絶対に私を傷つけたりはしません。絶対に。

　だって、カッピは私のことが好きなのだから。

「カッピ。私を助けに来てくれたのね。ありがとう。もう大丈夫。さあ、ここに座すわって」

　すべての視線が集まってくるのが分かります。誰もがこの奇妙な会話に耳を澄ましている。

「さあ、カッピ」

　私はまた半歩、前に出る。

　唐とう突とつに鼓こ膜まくを突き刺す大だい音おん声じよう。

　カッピが天に向かって吠ほえたのです。その叫びは空を貫つらぬき、地を震ふるわせました。

　巨大すぎる口が開く。上うわ顎あごが天に届き、下顎が大地に触ふれる。その様は話の通り。

　群衆が驚いて騒さわぎ出します。その場から少しでも逃げようと走り出だす者。ひたすら神の名を叫ぶ者。泣き伏す者もいます。

　まったく大おお袈げ裟さな。

　でもなぜカッピは口など開けるのでしょう？　欠伸あくび？　それともお腹なかがすいたのでしょうか？　それとも……、

「私を飲み込む気なの？」

　自分でも驚くほど冷たい声が出ました。そして燃えあがる怒いかりの炎ほのお。

　この私が、こんなに優しくしてやっているのに。なにその態度は？

　私はカッピを睨みつけます。

　一度大きく息を吐はき、のけ反る様にして目め一いつ杯ぱい息を吸い込みます。腹に力を入れて、全霊を込めて言い放ちました。極東に伝わる呪のろいの言葉を。




「カッピ、おすわり！」




　再び世界に降り立つ沈ちん黙もくの神。すべての音は消し去られ、私の声だけが何度も何度も反響しました。

　カッピの動きが止まる。そしてゆっくりと口を閉じ、大きすぎる体を大地に横たえます。衝撃で地震の様に大地が激しく揺ゆれましたが、そんなことはお構いなく、カッピは頭さえも地につける。私の目の前に。

　どうやら呪いの言葉が効いたようです。

「よしよし。いい子ねえ」

　つい声を荒らげてしまいましたが、素す直なおに私の言うことに従ったのは褒ほめてあげるべきでしょう。

　私は獣の巨大な下顎に触れ、優しくなでてやりました。カッピは気持ち良さそうに、目を閉じています。

　いつもこれくらい素直だと可愛かわいいのですが。

　さて、と辺りを見渡せば誰もが、奇き跡せきでも目にしたかのような顔をしています。

　はて、何かあったのでしょうか？







エピローグ








☀



　目の前の扉とびらを二度叩たたく。音は思ったより大きく響ひびいた。

「入りな」

　返って来た素っ気ない答えに、私の背筋が伸のびた。何度聞いても慣れない。ひやりとする冷たい声だ。

　自分の鼓動の音色を聞きながら、私は出来るだけゆっくりと扉を開ける。

　そこは仮かり宮きゆう殿でんに定められたポルの邸宅の一室。足を踏み入れた瞬間に覚える強い違和感。見慣れているはずの部屋が、今日はやけに広い。空気はよそよそしく、どこか冷たい。

　部屋の中央には天てん蓋がい付きのベッド。

「ようこそ、お姫さま。さあ、こちらへおいで」

　魔女はベッド脇わきに据えられた椅い子すに悠然と座っていた。なぜか傍かたわらには、黄金の兜かぶとが置かれている。

　私の足は魔女の方へと歩を進める。まるで操あやつられているかのようだ。

　足が私の意思に従って歩みを止めた時には、もう魔女の前。僅わずかな表情の変化すら見み極きわめられそうな距離で、互いの視線が絡み合う。

　瞬間、私は息を呑のんだ。

　その視線の冷たさに、薄く笑えみを湛える表情に、そしてその美しさに。

　まさかこの私に匹ひつ敵てきする美び貌ぼうの持ち主がこの世にいようとは……。

「くくくっ、なかなか傲ごう慢まんなお姫さまだ。だが、あたしは嫌きらいじゃないよ、その性格」

　喉のどの奥おくから絞しぼり出すような笑い声が耳じ朶だを震わす。そのたび背筋には寒気が走った。

　負けるものかと、腹の底に力を込める。

「心が読めるの？」

「さあ、どうだろうね？　ただ、お姫さまの考えてることは分かるよ。すぐ顔に出るから」

　思わず自分の顔をなでる。しまった、と思う時にはもう遅おそい。目の前の魔女は獲え物ものを横取りしたハイエナのような顔でニヤニヤしている。

「くっ、そんなことよりカッピの奴は？」

　魔女は笑ったまま、ベッドの方を指差す。

　促うながされるまま駆け寄れば、確かにカッピがカッピの姿で横たわっていた。あまりに静かなので、死んでいるのかと思ったが、どうやら寝ねているだけのようだ。顔を近づければ、静かな寝ね息いきが聞こえる。

　私は取とり敢あえず、安あん堵どすることにしました。

「大丈夫なんでしょうね？」

「何が、かな？」

「何がって、カッピのことよ！　もう狼おおかみの姿にはならないのね？　あのままの姿だと、いろいろ大変なのよ。犬小屋とか、食事とか、あと散歩も」

「どこまでも剛ごう毅きなことだ」

　またあの不吉な笑い声を上げながら、魔女はスクッと立ち上がった。

　背は私より頭半分ほど高いだけなのに、山が動いたほどの威圧感。

　思わず後あと退ずさりしそうになるのを、何クソ！　と踏み止まる。退ひいたら負けな気がして。

　そんな私を見下ろしながら、魔女はまた笑う。ただ、今度は鼻から息を抜くような小さな笑み。魔女にしては、随分と可愛い笑い方に驚きました。

「まあ、大丈夫と言えば大丈夫。大丈夫でないと言えば大丈夫ではない。そんな感じかな」

「な、何よそれ！　全然、答えになってないじゃない！」

　そんな私の抗議もどこ吹ふく風。魔女は眠ねむり続けるカッピの方に視線を向ける。

「鎖くさりは掛かけた。カッピの目覚めを妨げ、力を抑おさえ込む鎖を。だが、所しよ詮せんは偽にせ物ものの『がらくた』だ。いつ切れるか分からない不安定な状態、というのが正直な所だよ」

　よく見れば、何も着ていないカッピの上半身には、痣あざのような浅黒い線が幾重にも走っている。まるで蛇が体中を這っている様で、私は少しだけ身を縮めた。

「ま、まあ、たとえ何回鎖が切れようが、また私が大人しくさせてみせるわ」

　そう私なら、それが出来る。だからカッピはこのまま……。

「一度の成功を過信しない方がいい。次に気付いた時には、あいつの胃い袋ぶくろの中なんてことになりたくないならね」

　魔女の言葉はどこまでも冷たく、容よう赦しやがない。

　ムッとしましたが、我が慢まんしました。魔女の言うことは分かります。私だって、確信があって言ってるわけではないのだから。

「じゃあ、どうすればいいのよ？」

「鎖を見つけるしかないね。本物の【フェンリルの鎖】を」

「そう」

　やはり、そういう結論に至りますか。ということは、カッピはまた旅に出るのでしょう。鎖を探し、魔女を追う旅に。私を置いて。

　小さい、本当に小さいため息が、私の口から漏れました。

　いえ、私は悲しんでなどいません。慈悲深い私は憂ゆう慮りよしているのです。

　馬ば鹿かなカッピです。

　私がいないと、また騙だまされて馬小屋に泊とまるはめになるかもしれません。

　物を知らないカッピです。

　私がいないと、またあの黒くて不ま味ずいパンもどきを買わされるかもしれません。

　金にうるさくて、でも優しいカッピです。

　私がいないと、また儲かりもしない人助けをして、危険な目に遭うかもしれません。

　いいえ、きっとそうに違ちがいありません。

　私が傍そばにいてやらないと、何も出来ない奴なんです、カッピは。

　でも、私はカッピについていくことは出来ません。私はエムール王国の王女、いえ、今はもう女王となった身。この国を建て直し、すべての民を幸せにする義務があります。

　この国を離れて、カッピについていくことなど……。

　また一つ、ため息が零こぼれました。

「くくくっ、お悩みのようだね、お姫さま」

　他人の苦悩を楽しむような、そんな底意地の悪い笑み。こんなに人の神経を逆なで、異常なまでに腹立たしくさせるからこそ、この女は魔女なのです。

「違うわ！　私は何も……」

「そうかね。私はまた国とカッピを天てん秤びんにかけて悩んでいるのかと思ってねえ」

「くっ」

　自分でも顔が赤くなるのが分かります。最も動どう揺ようを見せてはいけない相手だというのに。

「もしそうなら、いい話が二つ三つあるんだがね」

「何!?」

　あたしの勘かん違ちがいならいいんだけど、と話を締しめ括くくろうとする魔女の言葉を遮さえぎり、私は身を乗り出します。後から冷静に考えれば、この時私は完全に魔女の罠わなに引っかかったのです。

「この世で解放されたカッピの力、フェンリルを抑えられる鎖は三本。一本は本物の『神々の遺産』で、残りは精巧な『がらくた』。本物の【フェンリルの鎖】はいまの所、行方ゆくえ不明。『がらくた』の内の一本は、いまさっきあたしが使った。つまり現在カッピを縛っているのがそれ。そしてもう一本は……」

　一本の短い鎖が、私の前に差し出される。

「ここにある。もし今度鎖が切れて、カッピが暴走するようなことがあっても、取り敢えずこれで凌しのげる。これをお姫さまに預けよう」

　差し出された鎖を受け取る。冷たい金属の感かん触しよくと重さを手に感じながら、私は軽い失望と苛いら立だちを覚えた。

「なんで私に預けるのよ！　私はこの国の女王よ！　国をほったらかしにして、カッピの旅なんかに付き合えないわ。カッピ本人に渡わたしなさい！」

　怒りと共に突き返そうとする手を、魔女はやんわりと制す。

「せっかちなお姫さまだ。人の話は最後まで聞きな。本当はお姫さまも、カッピについて旅に出たいんだろ？」

「……」

　悪魔の問い掛けに、あろうことか、私は即答することが出来ませんでした。

　女王失格とも言える私の態度。それでも魔女が勝ち誇った笑みを浮うかべることはありませんでした。むしろ今までで一番、優しげな表情を向けてきたのです。

「安心しな。お姫さまの悩みは、この一枚の紙片がすべて解決してくれる。さあ、受け取りな」

　そんな魔ま法ほうのような紙が、そう思いながら私は飛びつくように受け取りました。

　一見、何の変へん哲てつもない一枚の書類。それは確かに私の悩みを根底から解決してくれました。まるで魔法のように。

　ただそれは魔法でも、奇跡でもありませんでした。それは禁断の、魔女との契けい約やく書しよだったのです。
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　カッピは目を覚ました。

　随ずい分ぶん長い間寝ていたらしい。夢すら見なかった。

　ある所から記き憶おくがまったくない。

　そして目が覚めた時には、すべて終わっていた。




　エムール王国を揺るがしたドップの反乱は鎮ちん圧あつされた。

　反乱の首しゆ謀ぼう者しやであるドップは戦せん闘とうの混乱の中で消息を絶ち、行方不明。占せん拠きよされていたマシュド、エミーも無事回復。エムール王国は完全に元の領土を取とり戻もどした。

　反乱に加担した者はあらかた捕とらえられ、それなりの処分が下された。ただし、エフの配慮で、それほど厳しいものではなかったらしい。

　反乱の鎮圧を受け、エムール王国は正式にエフ・エムールの王位継承と即位を宣言。百有余年にわたる王国の歴史の中で初の女王の誕生だ。

　圧倒的な支持と熱狂に迎むかえられての戴たい冠かん。式典は盛大な物になったらしい。

　あくまでエフ本人から聞いた話なので、幾いくらかは誇張が混じっているはずだ。まあ、概おおむねその通りだろう。

　エムール王国は以前と変わらずマシュドを首都と宣言。ただ、王国随一の勇者ポル・ルークは反乱後の混乱を鎮しずめる名目でエミーに配置転換された。

　先の戦闘で右腕を失くしたポルだが、元気らしい。むしろ古に伝わる片腕の軍神に例えられ、前より箔はくが付いたとか。本人は随分迷めい惑わくしているそうだ。

　ルシカさんは女王に仕える侍じ女じよを束ねる指導役に就任。

「柄がらじゃないんですが」

　と照れながらも、毎日張り切って働いている。

　魔女はさっさと、その姿を消してしまった。

　結局、碌ろくに話をすることも出来ず仕じ舞まい。

　あの時、エフの救出を懇願した時、なぜあんなことを言ったのか。あれはあまりに魔女らしくない言葉だった。理由は、どれだけ考えても分からない。

　自分の知る魔女は情に流される女ではなかった。この二年の間に魔女は変わったのだろうか？　しかし去り際に、とんでもない問題を残していく辺り、やはり魔女は魔女のままのようだ。

　理由を知りたくば、魔女を捕つかまえて訊きくしかない。

　また一つ、魔女を追う理由が増えたことに、ため息をつく。その吐息に若じやつ干かんの安堵が混じっていたことは、秘密にしておこう。




　のちにドップの乱と呼ばれることになる反乱はひとまず終結した。

　だが、大抵の戦争がそうであるように、失った物に比べて得る物の少ない戦いくさだった。そして傷だけが深く残る。

　カッピは旅を再開した。

　今回の功績が認められ、エムール王国の要職に、という話もあったが丁重にお断りした。旅の目的はまだ先にある。

　人生は一いち期ご一いち会え。旅に別れは付き物。寂しくないと言えば、嘘うそになるが仕方ない。

　そう割り切るには、まだカッピは若すぎる。暫しばらく心のしこりは取れそうにない。

　カッピの旅にも僅かながら変化があった。

　二十五枚に増えた金貨が懐ふところにあること。それから隣にエフがいること。

「ねえ、本当に一いつ緒しよについてくるの？」

「あんたについて行くんじゃない！　あんたが私についてくるの！」

「まじですか」

　どこか覚えのあるやり取り。カッピはニヤけそうになりながらも、何とか苦く笑しようする。

「文句ならあんたの師匠に言いなさい！　こうなったのも、全部あの人でなし守しゆ銭せん奴どの魔女のせいなんだからね！」

　エフは怒りに震える手で、長い髪を掻かき毟むしる。

　そう、エフの言う通り。こうなったのもひとえに魔女のせい。

　戦いと戴冠式の混乱が一段落した所で、エフは魔女から一枚の紙を受け取る。それは悪名高き魔女からの請求書。

　エルフトの救きゆう援えん、エミーおよびマシュドの奪還、そしてエフの救出。そこには今回の魔女の働きに対する報ほう酬しゆうが記載されていた。その金額たるや内乱で疲ひ弊へいしたエムール王国の財力で賄まかないきれるものではなかった。

　さすが世界一の守銭奴が率ひきい、世界一の高給取りを謳うたう軍団。面めん目もく躍やく如じよといった所か。

　誰だれも助けてくれなんて頼たのんでない！　とエフは抗議した。だが、相手は魔ま女じよだ。

「報酬を払はらって貰えないなら、勝手に持っていくだけだ。それでも？」

　その一言の前には、エフも書類にサインする他なかったらしい。賢明な判断だ。好きに持っていかせたら、いまごろこの辺りには雑草一本残ってはいなかっただろう。

「結果、国を担保に取られた、と」

「乗っ取られたのよ！」

　事実上、エムール王国の支配者となった魔女によってエフは廃位。即位から数えて僅か三日。百有余年にわたる王国の歴史の中でも、断トツの短命。

「まさに三日天下だね」

「うるさい！」

　絶ぜつ叫きようするエフ。流石さすがにカッピも同情を覚える。

「しかし、まあ、確かにやりすぎだとは思うよ。我わが師し匠しようながら。国のことは心配だろうけど……」

「別に心配なんてしてないわよ」

　思わぬ言葉が、カッピを遮る。

「えっ？」

「だから、国のことは心配してないって言ってるの。女王たって、ただのお飾り。私が何か出来るわけじゃなし、いなくても問題ないわ。あの難局を乗り切ったメンバーだもん、ポルを中心に上手くやっていくわよ」

　さっきまでの恨うらみ節ぶしが嘘のように、エフはあっけらかんと言い放つ。その顔はどこかふっ切れたように、晴々としていた。

「えっと、その、エフ？」

「あっ、勘違いしないでよ。私は諦あきらめたわけじゃないから。これからバリバリ儲けて、魔女の奴に借金突き返してやる。そして必ず女王に返り咲いてやるんだから！　待ってなさい、魔女！」

　中天に昇のぼる太陽に向って、エフは力ちから一いつ杯ぱい叫さけんだ！　その目はこの地を支配する太陽のように赤く燃えていた。

「お前、随分と逞たくましくなったのな」

「当ったり前よ。いつまでも落ち込んでられますかっての！　それに旅は見聞を広げるいい機会だわ。まあ、もう一つ大切な意味もあるけど」

「もう一つの意味？」

　エフがどこか遠くを見るような目をしたのは一瞬。すぐに上目使いに意地の悪い笑みを向けてきた。

　カッピは思わず後退る。

「もしあんたが暴走した時に止める者がいないとね。世界平和のためよ。本物の鎖が見つかるまで、私があなたの鎖になったげる。【フェンリルの鎖】よ。ただし、神話と違って絶対に切れないけどね」

「……」

　確かに。何百年かかっても切れる気がしない。もうため息しか出てこない。

「なによ、わざとらしくため息なんて吐ついちゃって。嬉うれしいんでしょ、本当は？　だって、あんた私のこと絶対好きだもん」

「そんなことはない」

「あるわよ。素直になりなさい。正直に言えたら、考えてあげないこともないわよ」

　エフは楽しげに、カッピの前を歩く。

（ヤバイ。何とかしなくては旅の主導権を握られてしまう。何かないのか、奴の弱みは！）

　カッピは必死で頭を振り絞る。

「カッカカカ、仲がいいね、お二人さん。確かにカッピはもう少し素直になった方がいい。ただ、それはお嬢じようちゃんにも言えるけどな」

　空からやり取りを見ていたムニンが、カッピの肩かたにとまる。

「なによ、馬鹿ガラス！　それ、どういう意味？」

「オレ、出発する前に聞いたんだ、ルシカから。エルフトでお嬢ちゃんから頼まれたって言う伝言の話」

　見る間にエフの顔色が変わる。チョコレート色が真っ赤に染まった。尋常な様子ではない。

「ムニン、その話聞かせて！」

「黙だまりなさい、馬鹿ガラス！　一言でも喋ったら、あんた夕飯の鍋なべ行きよ！」

「さあ、どうしようかな」

　天高く舞い上がるワタリガラスをカッピとエフは競って追いかけた。








☀



「まあ、こうして出会ったのも何かの縁だ。置き土産みやげに一つ、いいことを教えてやろう」

　魔女がそんなことを言い出したのは、私が契約書を握にぎり、怒りに打ち震えていた時。

　正直、これ以上魔女の話は聞きたくありませんでした。どうせいい話なわけがありません。そもそも出会いたくもなかったです。

　ですが、魔女は私の気持ちなどお構いなく、勝手に話し出します。そして予想通り、それは碌な話ではありませんでした。
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「これは過去の話でも、遠い未来の話でもない。いま現在の話だ。ここから遠く離はなれた世界の東の最果てには、小さな島国がある。土地は小さく狭せまいながらも、豊かな黄金を産出し栄えてきた。その島国に近ちか頃ごろ、新しい王が誕生したそうだ」

　そんな遠くの国、私には関係ありません。ですが、莫大な借金を背負わされた今、黄金の件には耳を欹そばだててしまいます。

　ダメだと思いつつ、魔女の話に引き込まれていく。

「そいつは小さな島の中の、さらに小さな土地の領主の息子として生まれた。数えで十三の年に父親を追放、その地位を引き継ぐや瞬またたく間まに国内を統一。自らを王と称するようになった。だが、その野心を満たすには、島国は小さすぎた。すぐに海を渡り、大陸へと侵しん攻こう。勢いは凄まじく、たちまちに近きん隣りん諸国を切り従えてしまった。その侵しん略りやくと侵攻はいまだやんではいない。さらに西へ西へと拡大を続けているそうだ」

「ちょっと待って！　まさかその東の王が、この国まで攻めて来るって言うの？　まさかだわ。東の最果てでしょ？　どれだけの距きよ離りと国が間にあると思ってるの？　無理に決まっているわ」

　私はわざと嘲あざけるのに笑いました。そうしないと不安で押おし潰されそうだったから。

　その東の国がどの辺りあるのかは知りません。ですが、最果てなのだからかなり遠く離れているはす。身の軽い行商人や、旅人ならいざ知らず、万余の軍勢を引き連れてここまで辿り着くなど不可能。

　そう頭では理解しているのに、です。

　そして魔女はそんな私の不安を抉えぐります。

「常識的に言えばそうだろう。だが、王の野望は常識を遥はるかに凌りよう駕がし、世界を飲み込むほどに大きい。何しろ、前世は神々の王であり、世界を創造した主神だからね」

「えっ!?」

　驚くと同時に、私はカッピと『生まれ変わり』のことを思い出しました。

「そうだよ。その王こそ、主神の『生まれ変わり』なのさ」

「で、でも、神々の王だった人ならきっと清せい廉れん潔けつ白ぱく、王の鑑かがみのような……」

　縋るような私の希望と言葉を断ち切るように、魔女は首を振る。

「神々の王と言えば聞こえはいいが、碌な奴じゃない。世界を創造するために親を殺し、我欲を満たすために争いの種を蒔まく。目的のためなら策略も裏切りも厭いとわない。おまけに稀代の好色家ときてる。かつて世界を終わらせたのは確かにカッピフエンリルだが、その原因を作った張本人は間ま違ちがいなく奴さ」

　吐き捨てるようにそう言うと、魔女は盛大に顔を顰しかめる。この女にこんな顔をさせるとは、本当に碌ろくな奴じゃないと確信しました。

「そ、それにしたって人に生まれ変わったんなら、神の頃のような力はないはずだわ」

「だから奴はいま二十二の『神々の遺産』と、十二神の『生まれ変わり』を探している。もしそれがすべて奴の手に渡ったら、どうなるか想像出来るだろ？」

　背筋に寒気が走る。

　世界に終しゆう焉えんを招いた神。その神の『生まれ変わり』が、『神々の遺産』をすべて手に入れたら……。きっと千里の距離も一夜にして襲ってくることでしょう。

　エムール王国の、そして世界の危機です。

　ようやく私はことの重大さに気付きました。何としても東の王の野望と侵攻を阻止しなければなりません。

「理解したようだね。これであたしが、どうして『神々の遺産』を集める旅をしているのか、それも分かっただろ？」

　私は頷きます。そう、魔女は東の王より先に『神々の遺産』を集めるつもりなのです。この世界を救うため……。

「奴に高く売りつけるためさ。いい値で売れるだろうからね」

　膝から頽くずおれました。

「なんでよ！　国は？　世界は？　滅ほろんじゃうじゃない！」

「そんなことはあたしの知ったこっちゃない」

「……」

　東の国の王も王ですが、魔女も魔女です。

　父上母上、やはり世界は果てしなく広く、私の想像を超える奴らがゴロゴロいるのです。

　本当に……面白い。

「まあ、いやでも東の国の王はあんたらの前に立ち塞がるはずさ。何しろ前世で奴を食い殺したのはカッピなんだ。生まれ変わったことを知ったら、あちらとしては何が何でも排はい除じよしに来るはずさ」

　神話を思い出しハッとする私に、魔女はニヤリと笑います。

「世界にとっても、お姫ひめさまにとっても災さい厄やくには違いない。だが、ひょっとしたら世界を救う切り札になるかもしれないよ、あいつは」

　魔女が向けた視線の先を追えば、天蓋付きの大きなベッドが見えた。




　魔女の話はそれで終わり。

　傍らに置いた黄金の兜を掴つかみ、部屋を出て行こうとする魔女。その背中に、私は一つ、気になっていたことを訊ねました。

「ねえ、あなた随ずい分ぶんと詳しいのね、東の国の王のこと。それになんだか懐かしそうにも聞こえた。逢あったことがあるの？」

　だが、予想に反して魔女は首を横に振った。

「いいや、まだ逢ったことはないね、この世界では」

「この世界では？」

　首を傾かしげる私を残し、魔女は意味深な笑みと共に部屋を出て行った。




　何日か後、私は神話の主神には妻がいたことを知る。時に夫を出し抜くほどの策略家で、神の王たる主神ですら手に負えない奔ほん放ぽうな性格の女め神がみが。




　だがその時には、魔女の姿はとっくに消えていた。








―　了　―









あとがき







　はじめまして、うかれ猫と申します。

　この度はＨＪ文庫大賞金賞という身に余る賞と共に、刊行の機会を与えて頂きました。

　さて、夢だったあとがきです。何を書きましょうかね。まずはペンネームの由来などから……、えっ、あとがき十二行しかないの!?　謝辞書いてたら終わりじゃないですか！

　ということで、取り急ぎ謝辞を。

　まずは夢を叶える場を与えて下さいましたＨＪ文庫大賞関係各位の皆様に感謝を。

　編集のＫ様、イラストレーターのわざきた様はじめ、拙い物語を一冊の本にするため、ご尽力頂いたすべての方にお礼と感謝を。

　小説を書く切っ掛けになり、常に心の拠り所となって頂いていますＨ様にも感謝を。

　そして最大級の感謝を、この本を手に取り、最後までお付き合い下さいました皆様へ。

　この物語が少しでも皆様に喜んで頂けたのなら、それに勝る喜びはございません。


二〇一七年　四月　　うかれ猫
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